
1－農業政策における政府・利益集団関係の構造化（森邊）

農
業
政
策
に
お
け
る
政
府
・
利
益
集
団
関
係
の
構
造
化

―
―
農
業
政
策
史
研
究
に
お
け
る
農
業
福
祉
国
家
論
お
よ
び
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
―
―

森
　
邊
　
成
　
一
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じ
め
に

第
一
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業
福
祉
国
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史
理
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府
・
利
益
集
団
関
係
の
構
造
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と
政
策
遂
行
能
力

第
一
節
　
農
業
福
祉
国
家
の
歴
史
理
論
と
そ
の
ね
ら
い

第
二
節
　
農
業
福
祉
国
家
の
形
成

第
三
節
　
市
場
介
入
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コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
挑
戦

第
四
節
　
戦
後
農
業
福
祉
国
家
の
発
展

第
五
節
　
農
業
に
お
け
る
歳
出
削
減
の
政
治

小
括

第
二
章
　
英
国
農
業
政
策
と
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
政
策
共
同
体
論

第
一
節
　
構
造
的
権
力
論
と
し
て
の
政
策
共
同
体
論

第
二
節
　
政
策
共
同
体
の
形
成
と
そ
の
展
開

第
三
節
　
ス
ミ
ス
「
政
策
共
同
体
」
論
の
そ
の
後

第
四
節
　
ジ
ョ
ー
ダ
ン
と
ス
ミ
ス
の
論
争

小
括

む
す
び
に
か
え
て
　
―
わ
が
国
農
業
政
策
史
研
究
に
示
唆
す
る
も
の
―
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
米
国
の
農
業
政
策
研
究
に
お
け
る
制
度
論
的
研
究
と
、
英
国
の
農
業
政
策
研
究
に
お
け
る
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クpolicy

netw
ork

論
、
特
に
そ
の
政
策
共
同
体policy

com
m

unity

論
を
用
い
た
農
業
政
策
研
究
と
を
、
順
次
、
紹
介
・
検
討
し
、
次
い
で
、
そ

れ
ら
諸
理
論
を
引
照
基
準
と
し
た
、
現
代
日
本
の
農
業
政
策
（
史
）
分
析
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
予
備
的
な
考
察
を
加
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

一
般
に
、
い
わ
ゆ
る
発
展
し
た
工
業
国
に
お
け
る
農
業
利
益
は
、
農
民
人
口
が
相
対
的
に
少
な
く
、
農
業
の
国
民
経
済
上
の
相
対
的
地

位
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
よ
り
正
確
に
は
、
少
な
く
小
さ
い
が
故
に
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が（

１
）

―
―
、
し
ば
し
ば
、
政
府
の
公
共

政
策
を
通
じ
て
、
特
別
な
保
護
を
享
受
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
農
業
政
策
の
政
策
過
程
で
は
、
通
例
、
良
く
整
備
さ
れ
た
巨
大
利
益
団
体

が
あ
っ
て
、
時
と
し
て
大
衆
動
員
を
含
む
声
高
な
圧
力
運
動
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
う
し
た
利
益
集
団
と
中
央
政
府
の
集
権
的
な
農
業

担
当
省
庁
と
の
間
で
は
、
緊
密
で
、
し
ば
し
ば
閉
鎖
的
な
関
係
が
築
か
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
農
業
政
策
の
政
治
過
程
を
い
か
に
説
明
す

べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
従
来
、
多
元
論
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
あ
る
い
は
介
入
主
義
国
家
論
な
ど
様
々
な
理
論
が
提
示
さ
れ
て
き
た（

２
）

。

そ
う
し
た
な
か
で
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
主
に
、
ア
ダ
ム
・
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
『
農
業
福
祉
国
家
の
興
隆
―
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
お

よ
び
日
本
に
お
け
る
政
治
制
度
と
利
益
集
団
の
権
力
―
』（S

heingate
2001

）
お
よ
び
、
英
国
の
Ｒ
・
Ａ
・
Ｗ
・
ロ
ー
ズ
や
Ｄ
・
マ
ー
シ

ュ
（M

arsh
and

R
hodes

1992 .M
arsh
1998

）
に
代
表
さ
れ
る
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
の
中
で
、
農
業
政
策
に
お
け
る
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
政
策
共
同
体
論
を
展
開
し
た
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
『
英
国
に
お
け
る
農
業
保
護
の
政
治
学
―
農
業
政
策
共
同
体
の
発
展
―
』

（Sm
ith
1990

）
と
そ
の
後
の
一
連
の
著
作
で
あ
る

（
３
）

。

両
者
は
と
も
に
、
政
府
の
農
産
物
市
場
介
入
が
本
格
化
す
る
一
九
三
〇
年
以
前
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
高
度
な
農
業
保
護
体
制
、
シ
イ
ン
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ゲ
ー
ト
の
い
う
「
農
業
福
祉
国
家

（
４
）

」
の
安
定
を
経
て
、
生
産
過
剰
と
農
業
保
護
の
削
減
が
本
格
化
す
る
一
九
七
〇
〜
九
〇
年
代
ま
で
を
射

程
に
入
れ
て
、
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
農
産
物
価
格
支
持
政
策
＝
市
場
介
入
と
い
う
政
府
の
新
た
な
農
業
政
策
の
導
入
が
、

政
府
と
農
業
利
益
集
団
と
の
新
た
な
関
係
の
構
造
化
、
す
な
わ
ち
前
者
に
あ
っ
て
は
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
化
、
後
者
に
あ
っ
て
は
政
策
共

同
体
の
形
成
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
で
構
造
化
さ
れ
た
諸
関
係
が
、
次
段
階
で
の
農
業
保
護
の
見
直
し
、
保
護
削
減

の
局
面
で
、
そ
の
政
策
展
開
の
有
り
様
を
規
定
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
前
者
に
あ
っ
て
は
、
政
治
制
度
の
相
違
と
、
そ
こ
で
の
政
治
的
競
合
の
あ
り
方
が
政
策
ア
ウ
ト
カ
ム
や
政
府
の
政
策
遂
行

能
力
に
与
え
る
影
響
を
検
討
し
、
さ
ら
に
は
多
元
論
へ
の
批
判
と
同
時
に
多
元
論
批
判
と
し
て
の
「
虜
理
論
」
を
も
批
判
の
俎
上
に
載
せ

る
と
い
う
具
合
に
、
政
治
過
程
論
の
重
要
な
論
点
を
取
り
扱
い
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
多
元
論
と
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論
を
と
も
に
批
判

し
つ
つ
、
英
国
の
よ
う
に
高
度
に
集
権
的
な
農
業
省
（
農
水
食
糧
省
（
当
時
））
を
有
す
る
国
の
農
業
政
策
過
程
を
、
他
の
政
策
分
野
＝

政
策
類
型
と
の
比
較
の
う
ち
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
故
、
あ
る
種
、
特
殊
な
政
策
分
野
と
も
い
え
る
農
業
政
策
を
素
材
と
す

る
こ
と
で
、
む
し
ろ
政
治
学
理
論
一
般
に
か
か
わ
る
、
諸
理
論
・
諸
論
点
の
理
解
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
農
業
政
策
の
政
策
過
程
、
と
り
わ
け
、
集
権
的
な
農
林
省
と
強
固
な
利
益
団
体
（
農
協
）
を
有
す
る
、
わ
が
国
の
農
業
政
策
の

政
策
過
程
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ら
の
著
作
の
検
討
が
、
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
、
有
益
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
で
あ
ろ

う
し
、
実
践
的
に
は
、
諸
外
国
の
研
究
に
学
び
な
が
ら
、
わ
が
国
の
政
府
と
農
業
利
益
の
構
造
化
さ
れ
た
諸
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
、
衰
退
著
し
い
日
本
農
業
に
対
す
る
今
後
の
政
策
展
開
を
予
見
す
る
上
で
、
必
要
な
作
業
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
シ
ェ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
制
度
論
的
「
農
業
福
祉
国
家
」
の
歴
史
理
論
を
概
観
し
、

続
く
第
二
章
で
は
、
ス
ミ
ス
の
政
策
共
同
体
論
に
よ
る
農
業
政
策
の
政
策
過
程
の
構
造
化
を
検
討
し
、
最
後
に
、
そ
れ
ら
を
引
照
基
準
と

し
た
　
日
本
の
農
業
政
策
過
程
分
析
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
若
干
の
言
及
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
、
日
本
農
政
の
分
析
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の
た
め
の
、
理
論
的
な
側
面
に
重
点
を
お
い
た
、
予
備
的
考
察
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
日
本
農
政
の
実
証
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、
他

日
を
期
し
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

註（
１
）

本
文
中
の
、「
少
な
く
低
い
が
故
に
」
と
の
表
現
は
、
リ
ン
ダ
ー
ト
「
農
業
政
策
の
歴
史
的
パ
タ
ー
ン
」L

indert

（1991

）
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
て

の
表
現
で
あ
る
。
リ
ン
ダ
ー
ト
は
、
経
済
が
豊
か
に
な
り
、
一
人
当
た
り
のG

N
P

が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
に
対
す
る
課
税
か
ら
農
業
へ
の
保
護

（
補
助
金
給
付
）
へ
と
政
策
が
転
換
す
る
こ
と
（「
発
展
パ
タ
ー
ンD

evelopm
ent

pattern

」）
を
、
定
量
的
に
示
し
、
さ
ら
に
、
農
業
セ
ク
タ
ー
の
人
口
が
著

し
く
減
少
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
保
護
の
水
準
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
リ
ン
ダ
ー
ト
は
、
そ
の
理
由
を
「
圧
力
団
体
モ
デ
ル
」
を
も
ち

い
て
説
明
し
、
そ
の
際
、
以
下
の
よ
う
な
簡
単
な
計
算
を
例
示
す
る
。

（
１
）

す
な
わ
ち
、
農
民
が
有
権
者
の
50
％
を
占
め
る
社
会
で
、
農
民
一
人
あ
た
り
に
つ
き
１
０
０
ド
ル
の
所
得
移
転
を
農
業
外
か
ら
得
る
と
す
る
と
、
非
農
業

人
口
の
負
担
額
は
、
一
人
当
た
り
１
０
０
ド
ル
と
な
り
、
激
し
い
抵
抗
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
農
業
人
口
が
わ
ず
か
５
％
の
社
会
な
ら
、
そ
れ
は
、

５
／
95
×
１
０
０
ド
ル
＝
５
・
２
６
ド
ル
に
し
か
な
ら
な
い
。
オ
ル
ソ
ン
の
「
集
合
行
為
論
」
が
教
え
る
よ
う
に
、
薄
く
広
く
賦
課
さ
れ
る
負
担
へ
の
抵
抗

は
組
織
困
難
で
あ
り
、
他
方
、
少
数
の
農
業
者
は
、
農
業
産
品
の
価
格
変
動
は
大
き
く
、
そ
の
所
得
に
対
す
る
感
受
性
が
高
い
の
で
、
組
織
は
容
易
と
な
り
、

政
府
に
対
す
る
介
入
圧
力
は
強
い
も
の
と
な
る
（L

indert1991
p.57

）
と
い
う
。

（
１
）

こ
の
リ
ン
ダ
ー
ト
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
も
、「
農
業
従
事
者
の
規
模
が
縮
小
す
る
に
つ
れ
て
、
農
業
補
助
金
の
コ

ス
ト
は
、
消
費
者
又
は
納
税
者
の
間
に
い
っ
そ
う
広
く
分
散
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
保
護
の
利
益
は
、
い
っ
そ
う
少
数
の
生
産
者
の
手
に
さ

ら
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
農
業
部
門
の
従
事
者
の
減
少
は
、
農
業
保
護
を
求
め
て
の
政
府
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
、
集
合
的
行
為
へ
の
障
害
物
に
う
ち
勝
つ
よ
り
大
き
な
能
力
と
を
、
と
も
に
農
民
に
与
え
る
の
で
あ
る
」（Sheingate

2001
p.
8

）
と
一
般
化

し
て
い
る
。

（
２
）

本
文
に
挙
げ
た
、
多
元
論
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
そ
し
て
介
入
主
義
国
家
論
は
、
例
示
に
す
ぎ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
多
元
論
の
前
提
を
な
す
集
団
理
論
が
、

圧
力
団
体
論
に
収
斂
す
る
形
で
日
本
に
導
入
さ
れ
た
時
か
ら
、
日
本
の
政
治
学
者
た
ち
は
、
圧
力
団
体
が
活
動
す
る
、
日
本
の
政
治
「
空
間
」
の
欧
米
の
そ

れ
と
の
異
同
に
関
心
を
寄
せ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
政
党
・
官
僚
機
構
お
よ
び
「
社
会
的
カ
ル
チ
ュ
ア
の
形
態
」（
升
味1960

４
頁
）
の
違
い
を
問
題
と
し
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て
お
り
、
そ
こ
か
ら
、
文
化
論
に
傾
斜
し
た
圧
力
団
体
論
、
例
え
ば
、
石
田
（1961

）
を
生
み
出
し
、
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
強
い
影
響
の
下
で
、
マ
ル

ク
ス
主
義
に
立
脚
し
た
農
業
政
策
の
政
治
過
程
論
、
田
口
（1967

）
も
現
れ
た
。
ま
た
、
米
国
で
も
、
ロ
ウ
ィ
ー
の
「
利
益
集
団
自
由
主
義
」
を
、
多
元
主

義
批
判
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
公
共
政
策
が
私
的
利
益
＝
利
益
集
団
に
虜
に
さ
れ
て
い
るcaptured

点
に
注
目
す
る
集
団
理
論
と
見
る
か
、
そ
の
利

益
媒
介
方
式
に
着
目
し
て
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
に
引
き
つ
け
て
理
解
す
る
か
、
解
釈
が
分
か
れ
よ
う
。
ま
た
、
日
本
の
農
業
政
策
過
程
を
「
介
入
主
義
国
家
」

論
か
ら
説
明
す
る
、
モ
ル
ガ
ンM

ulgan

（2005

）
に
し
て
も
、「
制
度
論
」
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、「
介
入
の
極
大
化
」
を
目
指
す
農
林

省
の
政
策
が
、
農
業
利
益
や
自
民
党
の
選
挙
政
治
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
政
策
の
展
開
が
農
林
省
の
組
織
利
益
の
追
求
で
あ
る
こ
と
を

強
調
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
農
林
省
を
も
集
団
の
一
つ
に
還
元
し
て
集
団
理
論
の
一
変
種
と
す
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
生
じ
て
く
る
。

（
２
）

要
す
る
に
、
本
註
の
冒
頭
に
例
示
で
あ
る
と
述
べ
た
の
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
し
て
も
利
益
集
団
自
由
主
義
に
し
て
も
、
個
々
の
理
論
を
詳
細
に
見
て
い

け
ば
、
そ
も
そ
も
、
当
該
理
論
と
他
の
理
論
は
全
く
異
質
な
も
の
と
考
え
る
べ
き
か
否
か
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
理
論
の
相
違
点
は
、
農
業

政
策
に
即
せ
ば
、
農
業
担
当
省
庁
と
議
会
（
政
党
・
政
治
家
）
と
農
業
利
益
と
の
関
係
の
、
ど
こ
に
注
目
し
、
何
を
強
調
す
る
か
に
、
理
論
の
独
自
性
は
か

か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
３
）

本
稿
に
関
係
す
る
ス
ミ
ス
の
一
連
の
著
作
と
は
、Sm

ith

（1990

）
以
下
、
単
著
で
同
（1993

）
と
（1995

）、
内
容
に
踏
み
込
ま
な
い
が
、
単
著
と
し
て

（1999

）
ま
た
、
論
文
や
共
著
論
文
で
は
、（1992
）、C

avanagh,M
arsh,and

Sm
ith

（1995

）、
が
あ
る
。

（
４
）

シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
い
う
「
農
業
福
祉
国
家
」
と
い
う
用
語
の
含
意
は
、
第
一
に
、
米
国
に
お
い
て
は
、
国
家
介
入
に
よ
る
農
業
の
規
制
＝
農
業
に
お
け
る

生
産
調
整
と
価
格
支
持
政
策
（A

.
A

.
A

.

）
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
中
で
社
会
保
障
法
と
も
に
始
ま
り
、
第
二
に
、
そ
れ
は
、
農
業
生
産
者
へ
の
所

得
補
償
と
い
う
農
業
部
門
に
固
有
の
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
第
三
に
、
福
祉
政
策
の
見
直
し
＝
歳
出
抑
制
の
政
治
の
中
で
、
そ
の
一
環
と
し

て
農
業
保
護
の
見
直
し
が
顕
著
に
進
ん
だ
と
い
う
意
味
で
、「
よ
り
大
き
な
米
国
政
治
の
展
開
と
い
う
文
脈
の
中
に
農
業
政
策
を
位
置
づ
け
る
」（Sheingate

2001
p.
3

）
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、
福
祉
国
家
そ
れ
自
体
や
農
業
福
祉
国
家
の
よ
り
厳
密
な
定
義
を
試

み
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
米
国
を
福
祉
国
家
と
呼
べ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
よ
う
な
問
題
に
立
ち
入
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
念
の
た

め
。
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第
一
章
　
農
業
福
祉
国
家
（
米
仏
日
）
の
歴
史
理
論

＝
政
府
・
利
益
集
団
関
係
の
構
造
化
と
政
策
遂
行
能
力

第
一
節
　
農
業
福
祉
国
家
の
歴
史
理
論
と
そ
の
ね
ら
い

シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
『
農
業
福
祉
国
家
の
興
隆
』（Sheingate

2001

）
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
末
に
至
る
長

期
的
な
視
野
か
ら
、
米
仏
日
の
農
業
政
策
を
め
ぐ
る
政
策
の
変
遷
を
跡
づ
け
、
農
業
政
策
の
変
更
＝
政
策
類
型
の
変
化
（
生
産
奨
励→

市
場
介
入→

成
熟
し
た
補
助
体
制→

保
護
削
減
）
が
、
政
治
過
程
の
変
化
（
数
を
争
う
政
党
政
治→

利
益
集
団
の
政
治→

パ
ト
ロ

ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
の
政
治→
起
業
家
的
政
治
家
に
よ
る
政
策
転
換
）
を
生
み
（Sheingate

2001
p.27 -28

以
下
本
章
で
の
同
書

の
引
用
は
、
頁
数
の
み
を
記
す
）、
政
府
と
利
益
集
団
関
係
の
構
造
を
変
容
さ
せ
る
と
す
る
。
そ
の
際
、
前
段
階
で
の
政
府
と
利
益
集
団

の
関
係
が
、
次
段
階
で
の
政
府
と
利
益
集
団
の
関
係
を
制
約
し
、
そ
の
こ
と
が
次
段
階
で
の
政
府
の
統
治
能
力
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、

米
仏
日
の
国
際
比
較
か
ら
、
各
国
の
マ
ク
ロ
な
政
治
制
度
（
た
と
え
ば
戦
後
で
は
、
米
国
の
連
邦
制
・
大
統
領
制
・
二
院
制
的
分
散
的
政

治
構
造
、
フ
ラ
ン
ス
の
半
大
統
領
制
・
集
権
的
官
僚
制
・
保
守
支
配
お
よ
び
日
本
の
議
院
内
閣
制
・
集
権
的
官
僚
制
・
保
守
一
党
優
位
体

制
）
が
、
各
時
期
に
お
け
る
、
利
益
集
団
の
権
力
、
農
業
政
策
変
更
の
難
易
度
と
政
府
の
政
策
遂
行
能
力

governance

を
規
定
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
（
図
１
参
照
）。

彼
が
、
こ
う
し
た
分
析
を
企
図
し
た
背
景
に
は
、
農
業
政
策
を
め
ぐ
る
見
解
の
混
乱
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ル
ー
マ
ン

T
rum

an

の
多
元
主
義
的
利
益
集
団
論
に
よ
る
農
業
政
策
の
説
明
を
始
ま
り
と
し
、
そ
う
し
た
多
元
論
に
対
す
る
批
判
と
し
て
展
開
さ
れ
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る
、「
国
家
の
自
律
性autonom

y

」
を
強
調
す
る
フ
ァ
イ
ン
ゴ
ー
ル
ドF

inegold

と
ス
コ
ッ
チ
ポ
ー
ルS

kocpol

、
さ
ら
に
は
、
公
共
政

策
が
利
益
集
団
の
「
虜capture

」
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
ロ
ー
ウ
ィL

ow
i

や
マ
コ
ー
ネ
ルM

cC
onnell

、
あ
る
い
は
、「
相
対
的
に
閉
鎖

的
な
下
位
シ
ス
テ
ム
の
発
達
」
を
い
う
ハ
ン
セ
ンH

ansen

や
ジ
ョ
ー
ン
ズJones

、
ま
た
、「
イ
シ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
」
を
説

く
ブ
ラ
ウ
ンB

row
n

、
さ
ら
に
は
「
米
国
の
政
治
諸
制
度
と
利
益
集
団
政
治
が
効
果
的
な
政
策
を
遂
行
す
る
政
府
の
能
力
を
減
退
さ
せ
て

い
る
」
と
す
る
コ
ー
ル
マ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
と
モ
ン
プ
チC

olem
an,A

tkinson
and

M
ontpetit

の
共
著
論
文
な
ど
、
多
種
多
様
な
農
業

政
策
の
政
策
過
程
に
対
す
る
理
解
が
並
立
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
（p.

12

）。
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、「
こ
う
し
た
見
解
の
多
様

性
は
、
米
国
の
事
例
に
つ
い
て
、
特
定
時
期
に
観
察
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
（
国
家
の
）
相

対
的
自
立
性
、
一
九
五
〇
年
代
と
一
九
六
〇
年
代
に
は
虜
理
論
ま
た
は
下
位

政
府
論
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
多
元
的
イ
シ
ュ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
と

い
う
よ
う
に
」（p.

13

）、
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
に
よ
れ
ば
、
そ

う
し
た
見
解
の
対
立
は
、
あ
る
時
期
の
特
定
の
政
策
＝
政
策
類
型
を
前
提
と

し
た
政
治
過
程
を
説
明
す
る
も
の
と
見
な
す
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
上
述
の
歴

史
的
展
開
の
内
に
、
矛
盾
な
く
併
置
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
前
提
と
し
て
、『
農
業
福
祉
国
家
の
興
隆
』
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
区

分
す
る
四
つ
の
時
期
に
即
し
て
、
検
討
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
二
節
　
農
業
福
祉
国
家
の
形
成

さ
て
、
一
九
世
紀
の
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
、
米
仏
日
で
は
、
農
業

農業における�
相対的組織力�

政策執行のために政府が顧客を必要とする程度�

低�

２�１�

３�４�

高�

低� 高�

生産奨励�
�

多数派／政党�
受益の分散／負担の分散�

1860s－1890s

市場介入�
�

利益集団�
受益の集中／負担の集中�

1920s－1940s

保護削減�
�

政治的起業家�
受益の分散／負担の集中�

1970s－1990s

成熟した補助体制�
�

顧客�
受益の集中／負担の分散�

1950s－1960s

註） １～４の各コラムの内部は、上段から、政策類型
の変化、主要アクター、受益と負担の集中・分散、
および年代を示す。 出典： Sheingate 2001 p. 26

図１．農業福祉国家の歴史的展開
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福
祉
国
家
＝
高
度
な
農
業
保
護
体
制
の
基
礎
と
な
る
、
農
業
官
僚
制
＝
農
業
担
当
省
と
、
農
業
生
産
者
団
体
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
際
、

各
国
の
マ
ク
ロ
な
政
治
制
度
と
、
そ
こ
で
の
政
治
的
競
合
の
あ
り
方
と
が
、
そ
れ
ら
官
僚
制
と
生
産
者
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
決
定
づ

け
、
さ
ら
に
両
者
の
関
係
を
構
造
化
し
、
つ
い
に
は
、
国
家
の
農
業
政
策
に
対
す
る
政
策
遂
行
能
力governance

を
規
定
す
る
と
い
う
。

そ
の
際
、
当
該
時
期
の
農
業
政
策
の
課
題
は
、「
も
っ
ぱ
ら
生
産
奨
励
で
あ
り
、
農
業
の
商
業
的
発
展
を
助
長
す
る
こ
こ
ろ
み
と
し
て

の
、
鉄
道
建
設
、
入
植
者
へ
の
土
地
の
分
配
、
そ
し
て
農
業
試
験
研
究
施
設
の
設
立
」（p.

20

）
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
政
策
の
実
施
主

体
と
し
て
、
南
北
戦
争
下
の
一
八
六
二
年
、
米
国
農
務
局
（U

SD
A

:T
he

U
.S.D

epartm
entof

A
griculture

）
の
設
立
と
八
九
年
米
国
農

務
省
へ
の
昇
格

（
５
）

、
ま
た
一
八
八
一
年
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
下
の
共
和
派
に
よ
る
農
商
務
省
か
ら
の
農
務
省
の
分
離
独
立
、
お
よ
び
同
年

の
日
本
に
お
け
る
藩
閥
政
権
に
よ
る
農
商
務
省
の
設
立
が
、
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
農
業
生
産
者
団
体
も
、
自
発
的
も
し
く
は
政
府

官
僚
の
主
導
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
米
国
で
は
、
一
八
六
七
年
グ
レ
ン
ジG

range

の
設
立
と
、
一
九
八
〇
―
九
〇
年
代
に
台
頭
す
る
、

農
民
同
盟Farm

ers'A
lliance （

６
）

の
成
立
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
貴
族
的
フ
ラ
ン
ス
農
業
協
会Société

des
agriculteurs

de
la

France

に
対
抗

す
る
共
和
派
政
府
主
導
の
農
業
振
興
国
民
協
会Société

nationale
d'encouragem

entà
l'agriculture

、
こ
れ
が
受
け
皿
と
な
り
、
一
八
八

〇
年
お
よ
び
八
五
年
以
降
の
一
連
の
立
法
で
農
業
協
同
組
合
が
族
生
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
で
は
、
一
八
九
九
年
に
系
統
農
会
が
、
一
九

〇
〇
年
に
産
業
組
合
（
協
同
組
合
）
が
、
関
係
法
の
制
定
に
よ
り
、
藩
閥
官
僚
の
主
導
に
よ
っ
て
設
立
・
普
及
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
時
期
に
成
立
し
た
農
業
担
当
中
央
官
庁
と
農
業
生
産
者
団
体
は
、
米
国
に
お
い
て
は
、
分
断
化
さ
れ
た
農
業
行
政
と
試
験

研
究
機
関
し
か
生
み
出
せ
ず
、
政
府
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
農
業
生
産
者
団
体
の
形
成
に
も
失
敗
し
た
の
に
対
し
て
、
仏
日
に
お
い
て
は
、

「
集
権
的
な
官
僚
制
と
政
府
に
支
え
ら
れ
た
農
業
団
体
」（p.

74

）
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
差
異
を
生
み
出
し
た
も
の
こ
そ
、

シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、「
政
治
的
競
合
、
特
に
、
政
党
の
演
じ
る
役
割
の
違
い
」（p.

39

）
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
政
治
的
競
合
の
発

現
す
る
政
治
制
度
の
相
違
で
あ
っ
た
。
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【
１．

米
国
】

す
な
わ
ち
、
米
国
に
お
い
て
は
、
民
主
・
共
和
の
確
立
し
た
二
大
政
党
に
よ
る
、
政
府
官
職
の
配
分patronage

を
梃

子
と
し
た
激
し
い
政
党
間
競
争
が
、
連
邦
政
府
機
構
を
膨
張
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
際
、
そ
の
膨
張
を
財
政
的
に
支
え
、
党
派
的
に
分
配
す

る
の
に
適
合
的
な
よ
う
に
、
一
八
八
〇
〜
八
五
年
の
間
に
、
連
邦
議
会
下
院
の
歳
出
予
算
の
決
定
権
が
、
政
策
領
域
毎
に
個
々
の
授
権
さ

れ
た
下
院
の
常
任
委
員
会
に
順
次
移
譲
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
は
、
後
発
の
農
務
局
（
省
）
は
、
既
に
内
務
省
な
ど
別
の
委
員
会
の

予
算
統
制
下
に
あ
り
、
異
な
る
政
治
家
た
ち
の
官
職
分
配
の
対
象
で
あ
る
行
政
領
域
を
、
農
務
省
の
管
轄
下
に
移
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

同
省
は
農
業
に
か
か
わ
る
極
め
て
狭
い
管
轄
権
し
か
持
ち
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
確
立
し
た
二
大
政
党
制
の
下
で
、「
米
国
農
務
省

は
、
官
職
配
分
の
分
散
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
ス
キ
マ
に
押
し
込
め
ら
れ
、
そ
の
管
轄
権
を
制
限
さ
れ
、
州
レ
ベ
ル
で
も
、
全
米
レ
ベ
ル

で
も
、
異
な
る
基
盤
を
も
つ
行
政
権
力
と
競
合
さ
せ
ら
れ
た
」（p.58

）
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
全
米
最
初
の
農
業
生
産
者
団
体
、
グ
レ
ン
ジ
は
、
七
〇
年
代
に
、
中
西
部
を
中
心
に
会
員
七
五
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
急
速
に

拡
大
し
た
も
の
の
、
七
〇
年
代
末
に
は
急
速
に
凋
落
し
、
か
わ
っ
て
登
場
し
た
農
民
同
盟F

arm
ers'

A
lliance

も
ま
た
、
八
〇
〜
九
〇
年

代
の
躍
進
の
後
、
急
速
に
退
潮
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
当
初
、
鉄
道
運
賃
問
題
に
代
表
さ
れ
る
反
独
占
政
策
と
、
購
買
・
販
売
の
協
同
組
合

運
動
を
中
心
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
し
か
し
、
両
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
民
主
・
共
和
の
両
既
成
政
党
か
ら
、
反
独
占
的
政
策
へ
の
支
持
が

調
達
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
第
三
党
運
動
に
急
速
に
傾
斜
し
た
。
特
に
、
農
民
同
盟
は
、「
人
民
党
運
動
」
の
母
体
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

協
同
組
合
経
営
の
危
機
に
際
し
て
も
、
二
大
政
党
に
支
配
さ
れ
た
「
政
府
は
資
源
を
直
接
に
供
与
せ
ず
、
グ
レ
ン
ジ
や
農
民
同
盟
の
よ
う

な
組
織
体
は
、
弱
体
で
短
命
に
終
わ
っ
た
」（p.68

）
と
さ
れ
る
。

【
２．

フ
ラ
ン
ス
】

こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
第
三
共
和
制
の
諸
政
党
の
組
織
は
弱
体
で
、「
政
治
家
た
ち
は
、
農
村
票
の
価

値
を
強
く
意
識
し
て
い
た
も
の
の
、
政
党
組
織
は
農
村
票
を
動
員
す
る
た
め
の
組
織
的
能
力
に
欠
け
て
い
た
」（p.

44

）。
そ
の
た
め
、
第

三
共
和
制
初
期
の
政
権
を
に
な
っ
た
「
オ
ポ
ル
テ
ュ
ル
ニ
ス
ム
共
和
派
」
は
、
政
党
組
織
に
代
位
す
る
も
の
と
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
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の
遺
産
と
も
い
う
べ
き
中
央
―
地
方
の
官
僚
機
構
を
動
員
す
る
こ
と
で
、
政
権
へ
の
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
一
年

設
立
の
農
務
省
は
、
農
業
の
み
な
ら
ず
、
森
林
や
水
資
源
、
公
共
土
木
省
に
管
轄
さ
れ
て
い
た
灌
漑
、
開
墾
お
よ
び
道
路
管
理
を
も
含
む
、

幅
広
い
事
務
管
轄
権
を
も
つ
「
フ
ラ
ン
ス
農
村
の
内
務
省
」（p.55

）
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
、
共
和
派
指
導
者
の
ガ
ン
ベ
ッ
タ
は
、
八
〇
年
農
業
振
興
国
民
協
会
を
設
立
し
、
地
方
組
織
の
組
織
化
と
と
も
に
、
協
同
組
合
の

組
織
化
を
、
農
務
省
の
農
業
指
導
員
を
使
い
奨
励
し
た
。
反
共
和
派
的
農
村
名
望
家
と
科
学
者
主
体
の
フ
ラ
ン
ス
農
業
協
会
も
ま
た
、
協

同
組
合
の
設
立
に
努
力
を
か
た
む
け
る
が
、
農
務
省
官
僚
は
、
こ
れ
を
妨
害
す
る
。
政
府
は
、
共
和
派
農
民
団
体
代
表
の
意
見
に
沿
っ
て
、

農
業
信
用
・
保
険
・
共
済
に
対
す
る
一
連
の
立
法
的
整
備
を
お
こ
な
い
、
政
府
補
助
金
と
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
低
利
資
金
供
給
に
よ
り
、
共

和
派
の
影
響
力
の
下
で
、
協
同
組
合
は
広
範
に
普
及
す
る
。
か
く
し
て
、
国
家
が
、
組
織
化
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

全
国
的
で
包
括
的
な
農
業
団
体
が
誕
生
し
、
繁
栄
を
享
受
し
た
の
で
あ
る
。

【
３．

日
本
】

シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
藩
閥
官
僚

oligarchies

と
政
党
政
治
家
と
い
う
政
治
エ
リ
ー
ト
間
の
競
合

が
、
農
業
官
僚
制
と
農
業
団
体
の
形
成
と
そ
の
性
格
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
す
る
。
ま
ず
、
一
八
八
一
年
に
、
歳
出
の
合
理
化
と
効
果
的

な
農
業
振
興
を
一
元
的
に
管
轄
さ
せ
る
た
め
、
農
商
務
省
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
九
〇
年
国
会
開
設
後
の
民
党
に
よ
る
地
租
軽
減
要

求
に
対
抗
し
て
、
明
治
政
府
は
、
農
事
調
査
と
農
業
技
術
指
導
に
よ
り
、
大
き
な
資
源
を
投
入
す
る
事
で
、
地
主
を
融
和
し
よ
う
と
し
、

八
三
年
国
立
農
事
試
験
場
設
置
に
始
ま
る
国
―
府
県
の
試
験
場
設
置
を
行
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、（
第
二
次
）
山
縣
官
僚
内
閣
は
、
九
八

年
、
自
由
党
系
と
提
携
す
る
こ
と
で
、
地
租
増
徴
を
通
過
さ
せ
た
見
返
り
に
、
府
県
農
事
試
験
場
へ
の
国
庫
補
助
、
耕
地
整
理
法
、
肥
料

統
制
法
等
の
重
要
農
業
法
案
を
次
々
に
通
過
さ
せ
、
九
九
年
農
会
法
、
一
九
〇
〇
年
産
業
組
合
法
を
制
定
し
た
。
そ
し
て
、
農
会
へ
は
、

補
助
金
を
交
付
し
、
次
い
で
農
会
へ
の
強
制
加
盟
制
を
法
制
化
し
た
。
他
方
、
産
業
組
合
（
協
同
組
合
）
に
は
営
業
税
免
除
と
低
利
資
金

融
通
を
行
い
、
〇
九
年
産
業
組
合
中
央
会
を
法
認
し
た
際
に
は
、
そ
の
理
事
・
幹
事
の
多
く
は
政
府
官
僚
に
よ
り
占
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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か
く
し
て
、
日
本
に
お
い
て
も
、「
農
業
生
産
者
団
体
の
組
織
形
成
と
維
持
の
費
用
を
政
府
が
助
成
す
る
」（P.

69

）
こ
と
に
よ
っ
て
、
全

国
的
で
包
括
的
な
農
業
生
産
者
団
体
と
協
同
組
合
（
産
業
組
合
）
が
成
立
し
た
。

【
４．

政
策
の
効
果
】

と
は
い
え
、
集
権
的
な
農
業
官
僚
制
と
政
府
と
密
接
に
連
携
す
る
全
国
的
農
業
生
産
者
団
体
が
、
当
該
時
期

の
「
生
産
奨
励
」
と
い
う
政
策
課
題
に
と
っ
て
、
適
合
的
な
形
態
で
あ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
、
と
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
い
う
。
彼
は
、
農

業
担
当
官
庁
設
立
後
三
十
年
間
の
政
府
歳
出
を
比
較
し
て
、
そ
の
一
年
毎
の
平
均
伸
び
率
が
、
米
国
で
は
一
三
・
二
％
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
仏
国
で
は
三
・
三
％
、
日
本
で
は
九
・
七
％
と
指
摘
し
て
い
る
（p.

72

）。
す
な
は
ち
、
中
央
政
府
の
農
業
政
策
へ
の
予
算
支
出
増

に
示
さ
れ
る
、
政
府
の
政
策
能
力
の
向
上
は
、
米
国
に
お
い
て
、
最
も
著
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
大
政
党
の
政
治
的
競
合

と
、
連
邦
議
会
の
委
員
会
へ
の
授
権
と
い
う
分
散
的
予
算
配
分
制
度
が
、
農
業
振
興
政
策
に
必
要
な
政
府
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
議
員
等

に
容
易
に
許
容
し
、
農
業
予
算
の
せ
り
上
げ
＝
膨
張
を
促
し
た
か
ら
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

【
５．

検
討
】

以
上
の
よ
う
な
分
析
は
、
農
法
＝
農
業
技
術
の
革
新
と
普
及
、
農
業
生
産
力
の
向
上
、
市
場
的
な
条
件
と
個
々
の
農

家
の
収
益
性
、
農
業
経
営
の
変
化
と
農
民
層
分
解
と
い
っ
た
、
従
来
、
一
国
史
的
な
枠
組
で
の
農
業
史
研
究
で
問
題
と
さ
れ
て
き
た
よ
う

な
農
業
構
造
の
諸
側
面
を
捨
象
し
て
、
政
治
制
度
、
省
庁
官
僚
制
、
政
治
的
競
合
（
政
党
間
や
寡
頭
勢
力
・
政
党
間
）
と
い
っ
た
側
面
か

ら
の
み
、
各
国
の
農
業
政
策
を
検
討
し
、
そ
の
有
効
性
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
例
え
ば
、
上
述
の
農
業
技

術
の
改
良
と
普
及
に
関
す
る
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
叙
述
が
、
生
産
力
の
向
上
や
農
家
の
収
益
性
な
ど
に
つ
い
て
定
量
的
な
根
拠
を
示
す
こ
と

な
く
、
各
国
に
お
け
る
、
そ
の
政
策
的
有
効
性
が
検
討
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
実
証
性
の
欠
如
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

と
は
い
え
、
そ
う
し
た
政
策
の
有
効
性
の
評
価
は
別
と
し
て
も
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
叙
述
は
、
各
国
の
農
業
担
当
省
の
官
僚
制
的
特
徴

が
、
農
業
構
造
そ
れ
自
体
を
説
明
変
数
と
し
な
く
と
も
、
当
該
諸
国
の
広
義
の
政
治
制
度
や
政
治
的
競
合
に
よ
っ
て
、
十
分
に
説
明
さ
れ

得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
農
業
生
産
者
団
体
の
形
成
と
、
そ
れ
ら
団
体
と
政
府
と
の
同
盟
関
係
に
つ
い
て
も
、
そ
の
米
国
と
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日
仏
間
に
あ
る
相
違
が
、「
大
部
分
が
政
治
的
な
も
の
」（
同
書
　P.69

）
に
由
来
す
る
こ
と
を
、
説
得
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
三
節
　
市
場
介
入
＝
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
挑
戦

二
〇
世
紀
の
第
一
次
大
戦
後
と
も
な
る
と
、
農
産
物
の
生
産
過
剰
が
顕
在
化
し
、
農
業
政
策
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
生
産
調
整
、
価
格
支
持
政
策
」（p.

77

）
の
よ
う
な
新
し
い
政
策
の
遂
行
が
、
各
国
政
府
に
は
迫
ら
れ
る
。
そ
の
際
、「
生
産
調
整
は
、

作
付
け
と
収
穫
に
つ
い
て
の
適
切
な
監
視
と
と
も
に
、
生
産
調
整
施
策
の
違
反
者
に
対
す
る
制
裁
措
置
を
も
必
要
と
す
る
」（p.

79

）。
し

た
が
っ
て
、
政
府
当
局
者
が
農
産
物
の
流
通
に
対
す
る
統
制
力
と
、
違
反
者
へ
の
制
裁
を
課
す
る
権
威
を
持
た
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
こ
れ

ら
は
、
農
民
の
積
極
的
な
―
自
発
的
で
あ
れ
、
強
制
的
で
あ
れ
―
参
加
な
し
に
は
失
敗
す
る
。
か
く
し
て
、
政
府
は
、
施
策
の
遂
行
に
あ

た
っ
て
生
産
者
団
体
か
ら
の
決
定
的
な
協
力
を
必
要
と
し
、
農
業
生
産
者
団
体
は
、
政
府
の
政
策
遂
行
の
代
理
人
と
し
て
公
式
の
農
民
代

表
者
の
地
位
を
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
新
た
な
農
業
政
策
は
、
新
た
な
、
政
府
官
僚
機
構
と
農
業
生
産
者
団
体
間
の

「
コ
ー
ポ
テ
ィ
ズ
ム
的
編
成

corporatistarrangem
ents

」（p.79

）
を
必
要
と
す
る
と
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
言
う
。

【
１．

日
本
】

こ
の
点
で
、
日
本
は
、
十
九
世
紀
の
生
産
奨
励
政
策
の
中
で
、
集
権
化
さ
れ
た
農
商
務
省
官
僚
制
と
半
官
的
農
民
団

体
と
い
う
「
制
度
的
遺
産
」（p.

81

）
を
有
し
て
い
た
も
の
の
、
第
一
次
大
戦
期
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
特
に
米
穀
を
め
ぐ
っ

て
は
、
地
主
と
小
作
人
、
投
機
的
米
穀
商
人
、
都
市
消
費
者
お
よ
び
植
民
地
（
台
湾
・
朝
鮮
）
農
業
投
資
家
間
で
、
諸
利
害
の
多
元
主
義

的
対
立
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
年
代
末
か
ら
の
農
村
経
済
の
悪
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
一
連
の
米
穀
法
改
正
、
米
穀
自
治
管

理
法
、
そ
し
て
米
穀
統
制
法
へ
と
進
み
、
政
府
に
よ
る
流
通
統
制
と
価
格
統
制
は
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
米
穀
商
や
植
民
地
投
資
家
さ

ら
に
は
地
主
的
利
益
が
否
定
さ
れ
、
他
方
、
政
府
保
護
に
よ
り
「
価
格
支
持
施
策
の
展
開
の
中
で
、
産
業
組
合
や
農
会
の
地
位
は
強
化
さ

れ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
争
経
済
に
お
い
て
、
四
三
年
「
農
業
会
」
が
成
立
し
、「
食
糧
の
生
産
と
分
配
に
対
す
る
国
家
の
独
占
的
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統
制
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
る
中
、
日
本
の
農
業
団
体
は
国
家
機
関
か
ら
不
可
分
の
も
の
と
な
っ
た
」（p.

90

）。
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、「
日

本
こ
そ
が
、
三
カ
国
の
中
で
も
、
農
産
物
統
制
の
協
力
者
と
し
て
国
家
官
僚
と
結
合
す
る
、
単
一
の
頂
上
組
織
と
い
う
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ズ
ム
の
理
念
型
に
最
も
類
似
し
た
農
業
統
制
手
段
を
持
つ
国
」（p.81

・82

）
と
な
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

【
２．

フ
ラ
ン
ス
】

同
様
の
「
制
度
的
遺
産
」
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
で
は
あ
っ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
の
軍
隊
へ
の
食
糧
供
給
の

失
敗
と
、
ド
イ
ツ
軍
に
最
も
肥
沃
な
農
業
地
帯
を
蹂
躙
さ
れ
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
新
た
な
農
業
官
僚
制
の
強
化
が
行
わ
れ
た
と

シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
言
う
。
一
つ
に
は
、
農
村
土
木
官
吏
団C
orps

du
génie

rural

が
農
村
の
イ
ン
フ
ラ
の
再
建
と
電
化
を
担
い
、
ま
た
、

農
業
技
術
指
導
の
強
化
の
中
で
新
た
な
専
門
家
集
団
が
拡
大
し
、
そ
れ
ら
全
体
を
調
整
す
る
た
め
に
、
農
業
政
策
監
督
官
が
お
か
れ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
農
村
の
保
守
派
エ
リ
ー
ト
は
、
強
化
さ
れ
る
国
家
介
入
か
ら
農
村
の
自
由
・
自
治
を
守
る
た
め
に
、
協
同
組
合
へ
の
参

加
へ
と
転
じ
、「
国
家
よ
り
も
む
し
ろ
、
農
業
の
同
業
者
仲
間
が
、
農
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
援
助
を
提
供
す
る
よ
う
な
、
農
村
政
治

経
済
体
制
と
い
う
対
案
」（p.

92

）
を
提
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
二
九
年
ま
で
に
、
一
万
五
千
組
合
一
五
〇
万
人
へ
と
、

協
同
組
合
の
一
層
の
拡
大
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
政
府
も
ま
た
二
四
年
、
農
業
技
術
の
振
興
と
農
業
利
益
の
代
表
機
関
と
し
て
、
農
業
会
議

所
を
公
設
し
、
ま
た
、
保
守
派
と
共
和
派
は
共
同
し
て
超
党
派
の
全
国
農
業
団
体
連
盟C

N
A

A
:

C
onfédération

nationale
des

associations
agricole

を
結
成
し
た
。
こ
れ
ら
団
体
は
、
政
府
と
の
間
で
ハ
イ
・
レ
ベ
ル
の
協
議
に
参
加
し
、
農
業
利
益
の
実
現
に
成
功

す
る
。
他
方
、
三
〇
年
代
の
農
産
物
価
格
下
落
に
際
し
て
、
実
際
に
政
府
と
協
調
し
生
産
調
整
を
担
っ
た
の
は
、
農
産
品
目
別
生
産
者
団

体
で
あ
っ
た
。
葡
萄
栽
培
者
、
小
麦
生
産
者
、
シ
ュ
ガ
ー
ビ
ー
ト
栽
培
者
な
ど
の
全
仏
連
盟
で
あ
る
。
拡
張
さ
れ
た
政
府
の
官
僚
制
が
生

産
調
整
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ら
生
産
者
団
体
は
、
政
府
に
積
極
的
に
協
力
す
る
。
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
減
反
や
生
産
物
の
転

用
に
対
す
る
補
償
、
あ
る
い
は
支
持
さ
れ
る
べ
き
価
格
水
準
に
つ
い
て
、
生
産
者
団
体
が
事
実
上
の
決
定
権
を
握
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら

で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
麦
に
関
す
る
職
業
部
門
間
全
仏
調
整
局

O
N

IB
:

O
ffice

national
interprofessional

du
blé

内
で
は
、「
小
麦
価
格



広島法学　33 巻４号（2010 年）－14

決
定
に
責
任
を
持
つ
全
国
委
員
会
で
、
五
二
名
の
委
員
の
内
、
生
産
者
代
表
が
三
〇
名
を
占
め
た
」（p.

98

）。
政
府
は
、
品
目
別
生
産
者

団
体
を
公
的
な
政
府
機
関
に
包
摂
し
、
決
定
に
参
与
さ
せ
る
こ
と
で
、
政
府
の
官
僚
制
が
進
め
る
生
産
の
全
面
的
な
生
産
調
整
政
策
へ
の

同
意
と
協
力
を
取
り
付
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、「
日
本
の
よ
う
な
農
業
部
門
全
体
に
わ
た
る
コ
ー
ポ
ラ
テ

ィ
ズ
ム
と
は
異
な
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
農
産
品
部
門
別
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」（p.

94

）
と
い
う
差
異
を

指
摘
し
て
い
る
。

【
３．

米
国
】

米
国
に
お
い
て
も
ま
た
、
農
業
技
術
指
導
の
拡
大
の
中
で
郡
農
業
指
導
員
が
米
国
の
農
村
部
に
農
務
省
の
影
響
力
を

拡
大
す
る
一
方
、
農
業
指
導
員
は
農
民
を
組
織
し
て
、
生
産
者
利
益
団
体
で
あ
る
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
Ｆ
Ｂ
と
略
記
）
を
形

成
し
、
一
九
一
九
年
ま
で
に
は
、
米
国
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
連
盟A

FB
F

:A
m

erican
Farm

B
ureau

Federation

へ
と
結
合
さ
せ
た
。

ま
た
、
第
一
次
大
戦
後
の
農
産
物
価
格
の
下
落
に
際
し
て
、
共
和
党
政
権
は
政
府
の
直
接
的
な
市
場
介
入
を
拒
否
し
な
が
ら
も
、
フ
ー
バ

ー
大
統
領
は
「
組
合
主
義associationalism
」（p.

103

）
を
標
榜
し
、
政
府
融
資
の
拡
大
な
ど
で
協
同
組
合
の
設
立
を
奨
励
し
、
三
二
年

に
は
、
種
々
の
協
同
組
合
の
組
合
員
数
は
、
三
〇
〇
万
を
超
す
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
年
代
の
農
産
品
価
格
の
傾
向
的
低
下
や
世
界

恐
慌
後
の
価
格
暴
落
に
は
ほ
と
ん
ど
有
効
に
対
処
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、「
農
業
担
当
行
政
機
構
も
農
業

生
産
者
団
体
も
と
も
に
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
線
で
全
米
的
な
政
策
を
形
成
し
実
施
す
る
に
は
十
分
な
能
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」

（p.107

）
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
民
主
党
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
中
で
、
三
三
年
に
農
業
調
整
法A

A
A

:
A

gricultural
A

djustm
ent

A
ct

を
施
行
し
、
本
格
的
な
生
産
調
整
政
策
を
導
入
す
る
。
そ
の
際
、
農
業
調
整
法
の
実
施
に
あ
た
る
調
整
局A

A
A

dm
inistration

は
、

農
務
長
官
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
傘
下
に
お
か
れ
、
米
国
農
務
省
と
一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と
で
、
農
業
行
政
機
関
の
統
合
を
進
め
、
さ
ら
に
地

域
に
お
け
る
政
策
実
施
に
巡
回
指
導
員
を
動
員
す
る
こ
と
で
、
施
策
の
末
端
へ
の
浸
透
を
可
能
に
し
た
。
農
業
行
政
官
僚
制
の
新
た
な
集
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権
化
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
巡
回
指
導
員
は
農
民
の
公
的
地
方
調
整
委
員
会
を
組
織
し
て
、
減
反
割
当
や
政
策
遵
守
の
監
視

に
あ
た
ら
せ
た
が
、
そ
れ
は
、
利
益
団
体
た
る
Ｆ
Ｂ
の
組
織
と
重
複
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
農
務
省
は
農
民
か
ら
の
政
策
実

施
へ
の
協
力
と
政
治
的
な
支
持
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
り
、
他
方
、
Ｆ
Ｂ
は
、
農
務
省
と
の
関
係
を
梃
子
に
組
織
の
維
持
・
拡
大
を
手
に

入
れ
た
。
実
際
、
南
部
で
は
、
巡
回
指
導
員
は
、
公
的
な
職
務
と
並
ん
で
Ｆ
Ｂ
へ
の
加
入
を
奨
励
し
、「
Ｆ
Ｂ
へ
拠
出
す
る
一
ド
ル
毎
に
、

政
府
か
ら
一
二
五
ド
ル
の
補
助
を
得
る
」（p.

111

）
と
宣
伝
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
乳
産
品
、
煙
草
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
で
は
、
生
産
者
協

同
組
合
と
政
府
認
可
を
受
け
た
加
工
・
販
売
業
者
と
の
間
の
「
市
場
合
意m

arketing
agreem

ents

」（p.112

）
が
形
成
さ
れ
、
政
府
の
市

場
規
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
産
調
整
と
価
格
維
持
が
成
功
裏
に
行
わ
れ
た
。「
優
越
的
な
官
僚
制
、
農
民
団
体
頂
上
組
織
、
そ
し

て
政
府
規
制
の
目
標
に
つ
い
て
の
合
意
」
と
い
う
「
コ
ー
ポ
テ
ィ
ズ
ム
的
編
成
の
全
て
の
構
成
要
素
」（p.

113

）
が
、
米
国
に
お
い
て
も

一
九
三
四
年
ま
で
に
出
そ
ろ
っ
た
と
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
編
成
」
は
、
米
国
で
は
永
続
し
な
い
。
ウ
ォ
ー
レ
ス
農
務
長
官
等
が
、
政
策
に
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
対
立
、
―
―
商
業
的
大
規
模
農
場
の
利
益
か
、
小
作
人
・
刈
り
分
け
小
作
人
の
保
護
か
―
―
が
持
ち
込
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
の
民
主
党
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
後
者
を
保
護
す
る
た
め
、
農
場
経
営
安
定
局Farm

Security
A

dm
inistration

や
再
入
植
局R

esettlem
ent

A
dm

inistration

を
農
務
省
の
内
外
に
独
立
し
た
執
行
担
当
庁
と
し
て
設
置
し
、
農
業
官
僚
制
を
分
裂
に
導
い

た
（
７
）

。
ま
た
、
保
守
的
な
Ｆ
Ｂ
に
対
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
一
九
三
六
年
の
Ａ
Ａ
Ａ
違
憲
判
決
後
に
、
地
方
調
整
委
員
会
に
代
わ
り
設
置

さ
れ
た
州
・
郡
土
地
利
用
委
員
会
か
ら
、
Ｆ
Ｂ
の
影
響
力
を
意
図
的
に
後
退
さ
せ
る
べ
く
、
そ
こ
に
各
執
行
担
当
庁
の
職
員
を
委
員
と
し

て
送
り
込
ん
だ
。
さ
ら
に
、
対
立
を
深
め
る
保
守
的
Ｆ
Ｂ
に
対
抗
す
る
た
め
、
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
別
の
生
産
者
団
体
、
全
米
農
民
組
合
Ｎ

Ｆ
Ｕ
を
新
た
に
動
員
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
農
産
加
工
業
者
に
よ
る
訴
訟
を
通
じ
た
司
法
権
の
利
用
、
保
守
派
に
よ
る
議
会
の
利
用
、

リ
ベ
ラ
ル
派
の
大
統
領
権
限
の
行
使
が
行
わ
れ
た
。
か
く
し
て
、
農
業
政
策
を
め
ぐ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
、
農
務
省
と
利
益
集
団
・
Ｆ
Ｂ
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と
の
協
調
は
崩
れ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
、
農
務
省
の
分
裂
・
断
片
化
、
特
定
の
国
家
機
関
（
議
会
や
司
法
）
と
結
合
し
た
諸
利
益
の
表

出
、
利
益
集
団
の
党
派
的
分
裂
・
抗
争
が
噴
出
し
、「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
、
農
民
、
政
治
家
そ
し
て
官
僚
も
、
農
業

に
お
け
る
多
元
的
な
政
策
作
成
と
い
う
現
実
に
適
応
」（p.120

）
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
指
摘
し
て
い
る
。

【
４．

政
策
の
効
果
】

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
、
各
国
に
お
け
る
　
農
業
政
策
の
帰
結
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
新
た
に

登
場
し
た
、「
生
産
調
整
、
価
格
支
持
政
策
」
と
い
う
政
策
課
題
に
対
し
て
、
各
国
は
、
農
業
担
当
省
と
生
産
者
団
体
に
よ
る
「
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
編
成
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
課
題
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
で
は
米
価
が
三
一
年
に
底
を
打
ち
穏
や
か

な
上
昇
に
転
じ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
小
麦
価
格
が
三
五
年
に
底
を
打
ち
急
上
昇
に
転
じ
た
（p.

123

の
表
3.1
）。
し
か
も
、
そ
の
過
程
で
、

両
国
に
お
い
て
は
、
商
業
利
益
の
後
退
と
協
同
組
合
の
優
位
と
い
う
市
場
関
係
の
再
編
や
、
地
主
―
小
作
（
借
地
農
）
関
係
の
生
産
者
優

位
の
再
編
成
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
厳
格
な
三
権
分
立
・
連
邦
制
の
下
で
分
断
的
・
分
散
的
農
業
官
僚
制
と
分
裂

し
た
生
産
者
団
体
し
か
持
ち
得
な
か
っ
た
米
国
は
、
一
旦
は
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
編
成
」
の
形
成
に
向
か
う
が
、
党
派
的
対
立
が
持

ち
込
ま
れ
た
が
故
に
、
そ
れ
が
定
着
せ
ず
、
多
元
的
政
治
過
程
へ
と
逆
転
す
る
。
そ
こ
で
は
、
議
会
の
保
守
勢
力
が
リ
ベ
ラ
ル
派
の
小

作
・
借
地
農
保
護
施
策
の
予
算
を
削
減
し
、
司
法
権
が
商
業
利
益
を
保
護
し
た
こ
と
で
、
市
場
関
係
や
農
業
部
門
内
の
再
編
成
は
阻
止
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
乳
産
品
を
の
ぞ
く
、
米
国
の
主
要
生
産
物
価
格
、
特
に
小
麦
価
格
は
、
低
迷
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ

ム
と
い
う
政
府
―
利
益
集
団
関
係
の
構
造
化
の
成
否
が
、
政
策
課
題
の
達
成
の
成
否
を
決
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

【
５．

検
討
】

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
議
論
は
、
理
論
的
に
は
、
国
家
中
心
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
（F

inegold
and

Skocpol1995

）
と
、「
社
会
中
心
主
義
」
ア
プ
ロ
ー
チ
（P.77

）
と
で
も
言
う
べ
き
社
会
的
利
益
へ
の
国
家
の
従
属
＝（M

cC
onnell1969

）

の
「
虜
」
理
論
へ
の
、
両
面
批
判
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
生
産
調
整
・
価
格
支
持
政
策
を
遂

行
す
る
た
め
の
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
編
成
」
は
、
経
済
介
入
を
担
う
に
た
る
よ
う
な
官
僚
制
そ
れ
自
体
の
強
化
と
と
も
に
、
農
民
団
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体
の
政
策
決
定
・
実
施
へ
の
組
み
込
み
と
、
そ
こ
で
の
特
権
的
な
組
織
拡
大
を
促
す
。
国
家
＝
官
僚
制
は
、
利
益
団
体
と
の
相
互
依
存
に

お
い
て
、
社
会
の
末
端
に
ま
で
至
る
政
策
執
行
能
力
を
確
保
し
、
政
策
遂
行
能
力
を
高
め
る
が
、
逆
に
利
益
団
体
の
政
策
形
成
・
決
定
・

実
施
過
程
へ
の
参
入
に
伴
い
、
政
策
過
程
に
お
け
る
そ
の
社
会
的
利
益
の
表
出
と
影
響
力
の
拡
大
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点

に
お
い
て
、
社
会
的
利
益
か
ら
の
国
家
の
自
立
性
の
み
を
強
調
す
る
国
家
中
心
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
一
面
的
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
利

益
集
団
の
組
織
的
拡
大
と
政
府
に
よ
る
特
権
的
な
地
位
付
与
を
も
っ
て
、
国
家
が
利
益
団
体
の
「
虜
」
と
な
っ
て
い
る
と
み
る
の
も
、
同

じ
く
一
面
的
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
官
僚
制
も
利
益
団
体
も
、
補
完
的
に
相
互
を
必
要
と
し
、
そ
の
結
果
、「
国
家
と
社
会
を
分
け
る
境

界
線
自
体
が
、
変
化
さ
せ
ら
れ
る
」
の
だ
（p.79

）
と
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
理
論
的
整
理
に
基
づ
い
て
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、
歴
史
叙
述
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ォ
ー
レ
ス
等
民
主
党

リ
ベ
ラ
ル
は
、
い
っ
た
ん
は
形
成
さ
れ
た
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
編
成
」
を
、
自
己
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
・
党
派
的
政
策
志
向
か
ら
、

自
ら
解
体
・
再
編
す
る
と
い
う
、
大
き
な
政
治
的
自
律
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
の
主
体
性
に
注
目
す
れ
ば
、「
国
家
中

心
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
極
め
て
親
和
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
編
成
」
の
解
体
は
、
市
場
介
入
、

生
産
調
整
、
価
格
支
持
政
と
い
う
政
策
課
題
の
達
成
を
、
日
仏
と
の
対
比
に
お
い
て
、
失
敗
さ
せ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
社
会
的
諸
利
益

に
超
越
す
る
「
強
い
国
家
」
が
、
政
策
課
題
の
達
成
に
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
の
含
意
で
あ
る
。

第
四
節
　
戦
後
農
業
福
祉
国
家
の
発
展

一
九
三
〇
年
代
に
、「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
編
成
」
を
も
っ
て
登
場
し
た
農
産
物
価
格
支
持
政
策
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
平
時
経
済

へ
の
移
行
の
た
め
の
長
期
的
な
農
業
政
策
を
必
要
と
し
た
各
国
政
府
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
戦
後
の
米
仏

日
の
諸
政
党
は
、
そ
こ
で
の
補
助
金
政
策
を
、
選
挙
戦
略
上
、
積
極
的
に
利
用
し
始
め
る
。
農
産
品
価
格
支
持
政
策
は
、
政
治
家
に
よ
っ
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て
、
農
民
と
の
政
治
的
な
連
携
を
促
進
す
る
よ
う
な
、
制
度
的
な
枠
組
み
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
際
、「
農
業
団
体
は
、
政
策
形
成
と
政

策
実
施
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
政
党
の
た
め
の
効
果
的
な
投
票
動
員
機
関
と
し
て
も
、
活
動
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
」（p.

127

）。
か
く

し
て
、
戦
後
農
業
政
策
は
、
各
国
の
政
党
政
治
の
あ
り
方
と
結
び
つ
い
て
、
成
熟
し
た
農
業
保
護
体
制
＝
農
業
福
祉
国
家
を
形
成
す
る
と
、

シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
い
う
。

【
１．

米
国
】

そ
の
際
、
米
国
で
は
、
地
域
的
・
非
集
権
的
な
政
党
組
織
と
二
大
政
党
間
の
党
派
対
立
、
さ
ら
に
単
一
農
業
利
益
団

体
の
欠
如
（
党
派
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
分
裂
し
た
全
米
的
農
業
団
体
）
と
地
理
的
に
多
様
な
農
産
品
目
別
の
生
産
者
諸
団
体
の
併
存
、

ま
た
、
分
権
的
・
分
散
的
な
政
治
制
度
の
中
で
、「
分
割
政
府
」（
大
統
領
所
属
政
党
と
議
会
多
数
党
と
の
「
ね
じ
れ
」）
な
ど
、
制
度
的

な
可
能
性
を
利
用
す
れ
ば
、
ど
の
当
事
者
に
も
一
定
の
影
響
力
の
行
使
が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
農
業
政
策
の
変
更
を
め
ぐ
る
紛
争
が

永
続
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
（W

ilson
1977

）
を
援
用
し
、
主
張
す
る
。

具
体
的
に
は
、
綿
花
・
小
麦
・
タ
バ
コ
生
産
農
家
は
南
部
民
主
党
支
配
地
域
に
位
置
し
、
大
平
原
の
小
麦
生
産
農
家
は
民
主
党
支
持
の

全
米
農
民
組
合
Ｎ
Ｆ
Ｕ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
コ
ー
ン
と
畜
産
農
家
は
共
和
党
支
持
の
中
西
部
に
集
中
し
フ
ァ
ー
ム
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｆ
Ｂ
）
の
組
織
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
前
者
は
、
民
主
党
に
依
拠
し
て
、
高
水
準
の
価
格
支
持
と
生
産
調
整
か

ら
な
る
戦
時
保
護
政
策
の
継
続
、「
固
定
さ
れ
た
価
格
支
持
」
を
要
求
し
、
後
者
は
、
共
和
党
に
依
拠
し
て
、
戦
後
食
肉
需
要
の
増
大
を

見
込
ん
で
、
生
産
調
整
を
緩
和
し
、
増
産
に
従
い
価
格
支
持
水
準
を
低
下
さ
せ
る
「
弾
力
的
な
価
格
支
持
」
を
要
求
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
対
立
を
出
発
点
に
、
民
主
・
共
和
そ
れ
ぞ
れ
の
政
権
は
、
包
括
的
な
農
業
政
策
を
提
示
す
る
が
、
党
派
的
・
地
域
的
な
対

立
の
中
で
、
一
貫
し
た
政
策
が
展
開
で
き
な
い
。
四
九
年
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、「
ブ
ラ
ナ
ン
計
画

B
rannan

Plan

」
を
提
示
し
、
Ｎ

Ｆ
Ｕ
の
支
持
を
得
て
、
価
格
支
持
政
策
を
廃
止
し
価
格
形
成
を
市
場
に
委
ね
る
か
わ
り
に
、
農
家
へ
の
直
払
い
に
よ
る
所
得
保
障
を
行
お

う
と
す
る
。
し
か
し
、
共
和
党
と
Ｆ
Ｂ
は
党
派
的
に
強
く
対
立
し
、
南
部
民
主
党
も
「
固
定
さ
れ
た
価
格
支
持
」
を
支
持
し
て
反
対
し
た
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た
め
に
、
ブ
ラ
ナ
ン
計
画
に
基
づ
く
農
業
法
は
不
成
立
に
終
わ
る
。
次
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
共
和
党
政
権
は
、
農
務
省
か
ら
民
主
党

や
Ｎ
Ｆ
Ｕ
の
影
響
力
を
排
除
し
、
代
わ
っ
て
Ｆ
Ｂ
と
の
蜜
月
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
五
四
年
に
は
、
最
低
価
格
支
持
水
準
を
引
き
下
げ

る
一
方
で
、
作
付
け
制
限
の
緩
和
や
廃
止
を
含
む
「
弾
力
的
な
価
格
支
持
」
に
基
づ
く
農
業
法
を
成
立
さ
せ
た
。
し
か
し
、
五
四
年
の
中

間
選
挙
で
共
和
党
が
敗
北
す
る
と
、
共
和
党
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
再
選
の
た
め
に
、
勝
敗
を
分
け
る
「
コ
ー
ン
・
ベ
ル
ト
で
票
を

獲
得
で
き
る
よ
う
な
施
策
」（p.

137

）
を
追
求
す
る
。
共
和
党
は
、
五
四
年
農
業
法
で
、
コ
ー
ン
・
ベ
ル
ト
農
民
に
対
し
、
生
産
調
整
に

参
加
し
て
も
、
し
な
く
て
も
、
多
額
の
補
助
金
を
受
け
取
る
よ
う
な
党
派
的
な
保
護
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。

か
わ
っ
て
、
民
主
党
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
余
剰
農
産
物
在
庫
の
累
積
、
農
家
所
得
の
停
滞
、
政
策
コ
ス
ト
の
膨
張
に
直
面
し
、
六
一
年
、

「
フ
リ
ー
マ
ン
計
画Freem

an
Plan

」
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
、
議
会
の
個
々
の
議
決
を
経
ず
し
て
、
生
産
者
団
体
と
の
協
議
に
基
づ
き
、

農
務
長
官
の
提
案
す
る
強
制
的
生
産
調
整
（
販
売
割
当
制
）
と
価
格
支
持
水
準
を
、
生
産
者
に
よ
る
直
接
投
票referrendum

の
三
分
の

二
以
上
の
賛
成
に
よ
っ
て
、
決
定
、
執
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
農
業
部
門
全
体
に

わ
た
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
協
働
を
形
成
し
よ
う
と
い
う
最
後
の
試
み
」（p.

140

）
と
評
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
動
揺

す
る
南
部
民
主
党
は
、
強
制
的
生
産
調
整
条
項
を
削
除
し
、
任
意
的
減
反
へ
の
参
加
条
項
を
挿
入
す
る
修
正
に
賛
成
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

の
農
業
政
策
を
骨
抜
き
と
し
た
。
か
く
し
て
、
包
括
的
な
政
策
構
想
に
基
づ
く
、
一
貫
し
た
農
業
政
策
の
追
求
は
、
こ
れ
以
後
、
放
棄
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
一
方
で
、
議
会
は
、
コ
ー
ン
と
飼
料
穀
物
に
対
す
る
六
一
年
の
緊
急
法
を
通
過
さ
せ
、
作
付
け
の
二
〇
〜
五
〇
％
に
及
ぶ
減
反
を

受
け
入
れ
た
任
意
参
加
者
に
、
価
格
支
持
と
直
払
い
に
よ
る
所
得
保
障
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
施
策
は
、
生
産
調
整
に
予
想
外
の

成
功
を
収
め
た
た
め
、
六
二
年
法
で
は
、
直
払
い
に
よ
る
所
得
保
障
を
強
め
る
こ
と
で
、
価
格
支
持
水
準
を
国
際
価
格
に
ま
で
低
下
さ
せ
、

補
助
金
（
輸
出
奨
励
金
）
な
し
の
輸
出
を
可
能
に
し
た
。
そ
し
て
、
六
三
年
に
は
、
任
意
参
加
の
減
反
施
策
を
、
小
麦
生
産
に
も
拡
張
す
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る
こ
と
が
企
図
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
民
主
党
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
都
市
リ
ベ
ラ
ル
の
支
持
を
得
る
た
め
に
、
恒
久
的
な
食
糧
ス
タ
ン
プ

（
低
所
得
者
へ
の
食
糧
配
給
）
制
度
を
抱
き
合
わ
せ
て
、
六
四
年
に
農
業
法
は
議
会
を
通
過
す
る
。
こ
こ
に
、
米
国
の
農
業
政
策
は
、
大

き
く
転
換
す
る
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
六
五
年
農
業
法
を
、
新
し
い
「
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
の
農
業
法
案
」（p.

142

）
と
し
て
、
上
記
の
成
果
を
盛
り
込

ん
だ
。
以
後
、
包
括
的
な
農
業
法
案
は
姿
を
消
し
、
農
産
物
品
目
別
の
個
別
政
策
の
寄
せ
集
め
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
大
別
す
れ

ば
、
小
麦
・
綿
花
・
コ
ー
ン
に
対
し
て
は
、
任
意
の
生
産
調
整
参
加
と
参
加
者
へ
の
直
払
い
所
得
保
障
、
ま
た
乳
産
品
・
砂
糖
・
タ
バ

コ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
は
、
強
制
的
販
売
割
当
と
価
格
支
持
が
、
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

８
）

。
こ
こ
に
、「
政
党
の
政
策
綱
領
で
提
唱
さ
れ
、

全
米
農
業
団
体
に
擁
護
さ
れ
る
包
括
的
な
政
策
提
案
」（p.

143

）
は
、
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
画
一
的
・
包
括
的
農
業
政
策
案
が
惹
起

し
た
、
農
産
品
目
間
の
利
害
対
立
や
、
Ｆ
Ｂ
や
Ｎ
Ｆ
Ｕ
の
よ
う
な
全
米
的
農
業
団
体
間
の
党
派
的
対
立
は
、
オ
ム
ニ
バ
ス
法
案
化
す
る
こ

と
で
、
農
務
省
と
個
別
品
目
ご
と
の
生
産
者
団
体
間
の
調
整
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
市
場
に
よ
る
価
格
形
成
と
直
払
い
に
よ
る
所
得
保

障
は
、
政
策
コ
ス
ト
を
消
費
者
か
ら
納
税
者
に
転
化
す
る
こ
と
で
、
穀
物
生
産
者
と
畜
産
農
家
と
の
対
立
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
政
党
間

の
党
派
的
対
立
と
政
党
を
縦
断
す
る
地
域
的
対
立
に
よ
る
、
農
業
法
案
の
混
乱
も
な
く
な
っ
て
い
く
。
実
際
、
米
国
議
会
に
お
け
る
農
業

法
案
の
採
決
で
は
、
総
採
決
回
数
に
対
す
る
党
派
的
な
賛
否
の
分
裂
回
数
は
、
一
九
四
五
〜
六
四
年
の
平
均
値
四
三
・
七
％
か
ら
、
一
九

六
五
〜
八
〇
年
の
二
四
・
〇
％
（p.144 ,146

）
に
劇
的
に
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
戦
後
に
お
け
る
農
村
人
口
の
急
速
な
減
少
は
、
農
村
選
出
・
農
業
利
益
代
表
の
議
員
数
を
減
少
さ
せ
て
い
く
。
今
や
農
業
法

案
の
通
過
は
、
都
市
的
・
非
農
村
的
な
議
員
の
支
持
を
必
要
と
し
た
。
七
三
年
に
は
、
イ
ン
フ
レ
の
昂
進
に
よ
る
消
費
者
団
体
の
農
業
政

策
批
判
が
高
ま
り
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
、
食
糧
価
格
高
騰
に
つ
な
が
る
よ
う
な
農
業
施
策
に
は
、
拒
否
権
を
発
動
す
る
と
言
明
す
る
に

至
る
。
そ
し
て
、
都
市
的
・
非
農
業
的
な
議
員
の
支
持
の
調
達
が
益
々
必
要
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
農
務
省
関
係
予
算
の
中
で
、
食
糧
ス
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タ
ン
プ
な
ど
の
消
費
者
向
け
支
出
が
著
し
く
拡
大
す
る
。
党
派
的
な
対
立
を
脱
し
て
、
個
別
農
産
品
目
別
生
産
者
団
体
の
「
虜
」
に
な
る

か
に
見
え
た
農
業
政
策
は
、
非
農
業
的
利
益
に
よ
る
批
判
と
介
入
に
さ
ら
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

【
２．

日
本
】

さ
て
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、「
自
由
民
主
党
と
農
業
協
同
組
合
と
の
共
通
す
る
利
害
は
、
日
本
農

村
が
巨
大
な
経
済
的
・
社
会
的
変
化
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
農
業
福
祉
国
家
を
支
え
た
」（p.

150

）
と
指
摘
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
戦
後

日
本
農
政
は
、
農
地
改
革
と
農
業
協
同
組
合
を
制
度
的
な
前
提
と
し
て
始
ま
る
。
農
地
改
革
は
、
地
主
勢
力
を
無
力
化
し
、
左
翼
農
民
組

合
運
動
を
急
速
に
弱
体
化
さ
せ
、
そ
し
て
戦
後
食
糧
統
制
が
、
農
業
協
同
組
合
の
活
動
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
ド
ッ
ジ
・

ラ
イ
ン
で
打
撃
を
受
け
た
農
協
を
、
保
守
政
治
家
は
政
府
補
助
金
に
よ
っ
て
支
え
た
。
そ
の
結
果
、「
政
府
補
助
金
と
引
き
替
え
に
、
保

守
政
治
家
た
ち
は
農
村
有
権
者
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
た
」（p.

155

）。
ま
た
、
五
五
年
に
就
任
し
た
河
野
一
郎
農
相
に
よ
る
食
管

制
度
の
廃
止
や
農
業
団
体
の
再
編
成
＝
新
団
体
設
立
の
試
み

（
９
）

も
、
農
協
は
成
功
裏
に
自
民
党
議
員
を
動
員
し
頓
挫
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
六

〇
年
の
米
価
算
定
方
式
の
改
訂
に
お
い
て
、
米
生
産
の
労
賃
算
定
方
式
を
、
工
業
や
他
の
産
業
部
門
の
賃
金
に
連
動
・
固
定
化
し
た
。
こ

れ
を
経
て
、
六
一
年
「
農
業
基
本
法
」
は
、
工
業
部
門
で
拡
大
す
る
豊
か
さ
を
、
米
価
算
定
を
通
じ
て
、
農
業
に
も
波
及
さ
せ
る
こ
と
を

法
文
化
し
、「
日
本
の
農
業
福
祉
国
家
の
法
的
基
礎
を
提
供
し
た
」（p.158

）
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

以
後
、
農
協
は
政
府
米
価
に
政
治
的
関
心
を
集
中
さ
せ
、
自
民
党
は
そ
れ
に
応
え
た
。
六
三
年
に
は
、
政
府
生
産
者
米
価
の
逆
ザ
ヤ
が

生
じ
、
政
府
食
管
会
計
の
赤
字
は
拡
大
す
る
が
、
農
協
・
自
民
党
の
ラ
イ
ン
は
、
大
蔵
官
僚
に
有
効
に
抵
抗
し
て
、
高
米
価
政
策
を
維
持

し
た
。
高
度
成
長
の
過
程
で
、
農
業
人
口
の
著
し
い
減
少
（
男
性
労
働
人
口
の
四
〇
％
か
ら
一
五
％
へ
）
な
ど
、
巨
大
な
変
化
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
保
険
や
金
融
等
へ
と
業
務
を
拡
大
す
る
農
協
は
、
七
〇
年
代
を
通
じ
て
農
村
経
済
の
中
心
に
あ
り
、
農
民
の
八
〇
％
は
自
民
党

に
投
票
し
続
け
た
の
で
あ
る
。「
日
本
に
お
け
る
農
業
政
策
は
、
保
守
の
政
治
的
優
越
性
の
継
続
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
農
村
経
済
に

お
け
る
農
協
の
中
心
的
な
地
位
も
保
障
し
た
」（p.161

）
の
で
あ
っ
た
。
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【
３．

フ
ラ
ン
ス
】

シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、「
日
本
と
同
様
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
農
業
政
策
の
制
度
化
は
、
農

民
と
政
治
家
と
の
政
治
同
盟
に
依
存
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
同
盟
の
発
展
は
、
順
調
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
だ
っ
た
」（p.

161

）

と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、
価
格
支
持
政
策
を
求
め
る
大
規
模
穀
物
農
家
と
、
構
造
改
善
を
求
め
る
中
小
複
合
経
営
農
家
と
の
間
に
対
立
が

存
在
し
て
い
た
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
四
五
年
に
組
織
さ
れ
た
農
業
経
営
者
団
体
全
国
連
盟

F
N

S
E

A
:

F
édération

nationale
des

syndicates
d'exploitants

agricoles

は
、
農
民
の
投
票
に
よ
り
指
導
部
に
、
パ
リ
盆
地
の
大
規
模
穀
物
農
家
に
基
礎
を
お
く
、
保
守
主
義

者
を
選
出
し
た
。
そ
し
て
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
は
、
第
四
共
和
制
の
強
い
議
会
権
限
と
議
会
内
の
小
党
分
立
の
下
で
、
五
〇
年
代
に
は
一
三
〇

名
に
の
ぼ
る
超
党
派
の
農
業
ブ
ロ
ッ
ク
議
員
を
擁
し
、
そ
こ
か
ら
農
業
大
臣
を
出
す
な
ど
強
い
影
響
力
を
行
使
し
、
価
格
支
持
政
策
に
よ

っ
て
、
利
益
を
享
受
し
て
き
た
。
し
か
し
、
組
織
内
で
は
、
五
〇
年
代
末
か
ら
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
の
青
年
組
織
、
青
年
農
業
者
全
国
会
議

C
N

JA
:C

ercle
nationale

des
junes

agricultures

が
、
若
い
中
小
規
模
の
畜
産
・
複
合
経
営
者
を
基
盤
に
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
。

五
八
年
に
ド
・
ゴ
ー
ル
が
権
力
を
掌
握
す
る
と
、
彼
は
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
が
議
会
勢
力
と
提
携
し
て
形
成
し
て
き
た
価
格
支
持
政
策
を
廃
棄

し
、
む
し
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
経
済
の
「
近
代
化
」
を
標
榜
し
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｊ
Ａ
の
政
策
で
あ
る
、
構
造
改
善
政
策
を
提
起
す
る
。
第
五
共
和
制

の
統
治
構
造
は
、
議
会
に
対
す
る
行
政
権
の
優
位
を
規
定
し
、
ド
・
ゴ
ー
ル
政
権
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
と
結
ぶ
議
会
、
と
り
わ
け
保
守
的
な

上
院
の
抵
抗
を
排
除
し
て
、
自
己
の
政
策
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
内
で
の
Ｃ
Ｎ
Ｊ
Ａ
の
台
頭
を
さ
ら
に
促

し
、
六
二
年
に
Ｃ
Ｎ
Ｊ
Ａ
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
内
の
事
務
総
長
ポ
ス
ト
を
確
保
し
た
。
し
か
し
、
主
流
派
と
Ｃ
Ｎ
Ｊ
Ａ
は
、
政
府
に
対
し
て
、

両
者
の
政
策
要
求
を
併
記
し
、
単
一
組
織
を
維
持
す
る
こ
と
で
政
治
的
影
響
力
の
確
保
を
狙
っ
た
。
だ
が
、
60
年
代
に
、
ド
・
ゴ
ー
ル
政

権
の
政
策
は
、
農
産
物
価
格
の
下
落
を
招
き
、
提
起
さ
れ
た
構
造
改
善
政
策
も
具
体
化
が
遅
れ
、
欧
州
共
同
体
の
共
通
農
業
政
策

C
A

P
:

C
om

m
on

A
gricultural

Policy

の
導
入
も
交
渉
が
行
き
詰
ま
る
こ
と
で
、
政
権
と
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
と
の
軋
轢
は
強
ま
っ
た
。
六
五
年
の
大
統

領
選
挙
で
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
を
支
持
せ
ず
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
第
一
回
投
票
で
過
半
数
を
と
れ
な
か
っ
た
。
第
五
共
和
制
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が
導
入
し
た
二
回
投
票
制
の
下
で
は
、
決
選
投
票
に
お
け
る
勝
利
の
た
め
に
農
民
票
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
く
る
。

農
民
、
特
に
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
と
和
解
し
、
ド
・
ゴ
ー
ル
派
の
た
め
に
、「
根
気
強
く
農
民
票
を
培
養
し
た
」（p.

172

）
の
は
、
後
に
大
統

領
と
な
る
シ
ラ
ク
で
あ
っ
た
。
シ
ラ
ク
は
農
相
時
代
一
九
七
二
―
七
四
に
、「
年
次
政
策
協
議C

onférences
annuelles

」（p.
174

）
を
制
度

化
し
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
の
排
他
的
な
農
民
代
表
権
を
認
め
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
と
の
政
治
的
結
合
を
強
め
た
。
ま
た
、
既
に
六
〇
年
代
に
、
フ
ラ

ン
ス
農
務
省
は
、
農
業
技
術
指
導
・
構
造
改
善
指
導
を
半
公
的
機
関
で
あ
る
「
農
業
会
議
所
」
に
補
助
金
を
下
し
て
委
託
し
は
じ
め
て
い

た
。
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
は
、「
農
業
会
議
所
」
の
委
員
選
挙
を
通
じ
て
、
会
議
所
の
指
導
権
を
握
り
、
補
助
金
分
配
に
お
け
る
支
配
権
を
も
確

保
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
欧
州
共
通
農
業
政
策
が
、
六
七
年
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る
と
、
農
業
政
策
の
決
定
は
、
パ
リ
か
ら
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
へ
移
り
、
フ
ラ
ン
ス
議
会
の
介
入
は
困
難
と
な
り
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
結
ん
で
、
欧
州
理
事
会
に
影
響
力
を
行
使
し
た
。

六
八
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
が
共
通
農
業
政
策
の
た
め
に
拠
出
し
た
分
担
金
は
、
全
体
の
二
四
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
農
民
は
、

そ
の
七
八
％
を
受
け
取
っ
た
（p.

175

）
の
で
あ
る
。
ま
た
、
価
格
維
持
政
策
を
、
共
通
関
税
政
策
を
通
じ
た
欧
州
共
同
体
の
基
金
に
委

ね
る
こ
と
の
で
き
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
国
内
資
金
を
構
造
改
善
事
業
に
投
入
す
る
。
か
く
し
て
、
保
守
支
配
と
結
び
つ
い
た
、
単
一
頂
上
団

体
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
の
組
織
的
優
位
性
、
す
な
わ
ち
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
の
政
策
決
定
や
政
策
執
行
に
お
け
る
特
権
的
な
地
位
を
基
礎
と
し
、
Ｃ
Ａ
Ｐ

の
最
大
の
受
益
者
と
な
る
こ
と
で
、「
フ
ラ
ン
ス
の
農
業
福
祉
国
家
」
は
完
成
を
見
た
と
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
言
う
の
で
あ
る
。

【
４．

政
策
の
効
果
】

四
章
に
お
い
て
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
各
国
で
展
開
さ
れ
た
政
策
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
い
な

い
。
こ
の
点
で
は
、
各
章
の
編
成
に
お
い
て
、
不
整
合
が
あ
る
。

【
５．

検
討
】

さ
て
、
以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
が
打
ち
出
す
論
点
は
、「「
強
い
」
国
家
と
み
な
さ
れ
る
フ
ラ
ン

ス
や
日
本
に
お
い
て
、
農
業
政
策
が
「
虜
」
に
な
っ
て
い
る
よ
り
大
き
な
証
拠
が
あ
る
」（p.

179

）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
従

来
、
米
国
の
よ
う
な
「
弱
い
国
家
」（
集
権
的
な
政
治
機
構
と
官
僚
制
を
持
た
な
い
）
に
お
い
て
こ
そ
、
政
府
の
公
共
政
策
が
社
会
的
諸
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勢
力
＝
利
益
集
団
に
よ
っ
て
「
虜
」
に
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
そ
の
結
論
を
シ
ャ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
逆
転
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
日
仏
と
米
国
を
分
か
つ
も
の
は
、
継
続
す
る
保
守
政
権
と
単
一
頂
上
農
業
団
体
の
政
治
同
盟
か
、
党
派
的
に
分
裂
し
た
頂
上

団
体
と
二
大
政
党
間
の
競
合
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
観
点
か
ら
、
よ
り
突
き
詰
め
て
言
え
ば
、
当
該
時
期
に
お
け
る
、
政
権

交
代
の
有
無
に
、
変
数
を
収
斂
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
分
析
は
政
党
と
農
業
利
益
団
体
と
の
関
係
に
集
中
し
、

こ
の
章
で
は
、
農
業
官
僚
制
（
農
業
担
当
省
）
は
独
立
し
た
行
為
主
体
と
し
て
現
れ
る
こ
と
は
な
く
、
農
業
官
僚
制
と
農
業
団
体
と
の
構

造
化
さ
れ
た
関
係
に
つ
い
て
の
分
析
が
、
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
点
で
、
彼
の
言
及
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
「
年
次
政
策
協
議
」
が
、
戦
後
、
英
国
に
お
い
て
本
格
導
入
さ
れ
たannual

review

を
モ
デ

ル
と
し
て
い
る
な
ら
、
そ
こ
か
ら
次
章
で
検
討
す
る
ス
ミ
ス
が
「
政
策
共
同
体
」
論
を
導
出
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
農
業
官

僚
制
と
農
業
団
体
と
の
構
造
化
さ
れ
た
関
係
を
、
理
論
化
す
る
可
能
性
も
開
け
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
米
国
に
お
け
る

「
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
の
農
業
法
案
」
に
お
い
て
は
、
個
別
農
産
品
目
別
生
産
者
団
体
に
よ
っ
て
、
品
目
別
に
分
割
さ
れ
た
農
業
政
策
が
、

「
虜
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
生
じ
て
く
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
本
節
で
は
、
各
国
の
農
業
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
、

農
業
人
口
の
減
少
に
つ
い
て
の
み
、
言
及
さ
れ
る
だ
け
で
、
当
該
時
期
の
農
業
政
策
の
有
効
性
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
い
う
政
策
遂
行
能
力

governance

の
分
析
も
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
仏
間
の
構
造
改
善
政
策
の
成
否
な
ど
、
農
業
の
国
際
競
争
力
の
問
題
や
、
政
策

対
象
で
あ
る
産
業
と
し
て
の
農
業
自
体
の
盛
衰
も
、
次
期
の
政
策
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
前
節
に
お
い
て
、
国
家
中
心
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
と
「
虜
」
理
論
と
の
両
面
批
判
を
行
い
、「
国
家
と
社
会
を
分
け
る
境

界
線
」
自
体
の
変
更
を
問
題
と
し
た
、
そ
の
観
点
が
本
節
で
は
、「
強
い
国
家
」
に
お
い
て
公
共
政
策
が
「
虜
」
と
な
る
と
い
う
議
論
に

転
移
し
、
論
旨
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
。
成
熟
し
た
農
業
福
祉
国
家
に
お
け
る
、
農
業
官
僚
制
と
農
業
団
体

と
の
構
造
化
さ
れ
た
関
係
、
す
な
わ
ち
、
農
業
政
策
に
お
け
る
「
国
家
と
社
会
を
分
け
る
境
界
線
」
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
の
分
析
は
、
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我
々
の
残
さ
れ
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
五
節
　
農
業
に
お
け
る
歳
出
削
減
の
政
治

一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
農
業
政
策
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
大
き
く
変
わ
り
始
め
る
。
成
熟
し
た
農
業
保
護
体
制
＝
農
業
福
祉
国
家
は
、

そ
の
保
護
の
高
さ
故
に
、
歳
出
削
減
の
政
治politics

of
retrenchm

ent

の
標
的
に
さ
れ
は
じ
め
る
と
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
い
う
。「
農
業

部
門
の
従
事
者
の
減
少
、
余
剰
作
物
の
山
な
す
ス
ト
ッ
ク
、
そ
し
て
農
産
物
の
国
際
取
引
の
増
大
が
、
農
業
補
助
金
の
削
減
を
求
め
る
批

判
を
、
政
府
内
外
で
激
化
さ
せ
た
」（p.

181

）。
歳
出
削
減
を
求
め
る
納
税
者
、
農
産
物
を
め
ぐ
る
貿
易
摩
擦
が
貿
易
自
由
化
の
障
害
と

な
る
こ
と
を
批
判
す
る
工
業
生
産
者
、
そ
し
て
農
薬
や
肥
料
に
よ
る
水
質
汚
染
な
ど
を
批
判
す
る
環
境
保
護
派
に
、
食
の
安
全
を
懸
念
す

る
消
費
者
が
、
農
業
政
策
の
転
換
を
求
め
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
。

こ
の
農
業
歳
出
削
減
の
政
治
を
分
析
す
る
際
の
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
理
論
枠
組
み
は
、
Ｒ
・
Ｋ
・
ウ
ェ
ー
バ
ーW

eaver

に
依
拠
し
た
、

政
治
家
の
「
非
難
回
避
戦
略
」
と
、
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ンPierson

の
「
管
轄
権
の
移
動venue

change

」
の
議
論
（p.

184 -5

）
を
踏
ま
え
た
、

彼
の
制
度
論
的
考
察
で
あ
る
。
一
般
に
既
存
の
政
策
か
ら
支
持
を
調
達
し
て
い
る
政
治
家
は
政
策
変
更
に
抵
抗
し
、
政
策
が
変
更
さ
れ
る

場
合
に
は
、「
非
難
回
避
」
戦
略
を
と
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
、
既
存
の
政
策
を
審
議
・
決
定
し
て
き
た
政
策
上
の
管
轄
権
を
有
す
る
機
関

は
、「
議
題
の
統
制
」
を
通
じ
て
、
政
策
変
更
を
議
題
に
乗
せ
ぬ
よ
う
妨
害
す
る
。
そ
こ
で
、
新
し
い
政
策
に
よ
る
新
た
な
支
持
者
の
開

拓
を
目
指
す
「
起
業
家
的
政
治
家
」
は
、
政
策
上
の
管
轄
権
を
別
の
機
関
・
場
所
に
移
す
こ
と
で
、
抵
抗
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の

「
管
轄
権
の
移
動
」
は
、
起
業
家
的
政
治
家
に
成
功
の
可
能
性
を
開
く
と
と
も
に
、
政
策
変
更
の
反
対
者
に
も
、
最
終
的
に
は
、
管
轄
権

を
奪
わ
れ
抵
抗
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
弁
明
＝
「
非
難
回
避
」
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
管
轄
権
の
移
動
」
を
可
能
に

す
る
か
ど
う
か
は
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、「
①
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
政
治
制
度
、
②
農
業
政
策
過
程
の
特
性
、
そ
し
て
③
利
益
表
出
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の
構
造
」（p.186

な
お
①
〜
③
の
番
号
は
引
用
者
が
付
加
）
と
い
う
、
制
度
的
な
特
性
に
依
存
す
る
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
以
下
、
米
仏

日
に
お
け
る
、
そ
の
具
体
的
有
り
様
に
つ
い
て
、
彼
の
議
論
を
追
跡
し
よ
う
。

【
１．

米
国
】

歳
出
削
減
の
政
治
の
前
提
と
し
て
、
米
国
で
は
、
七
〇
年
代
に
二
つ
の
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
七
〇
年
代

の
イ
ン
フ
レ
昂
進
の
中
で
、
七
三
年
か
ら
、
農
産
物
価
格
高
騰
に
つ
な
が
る
価
格
支
持
制
度
か
ら
、
価
格
形
成
を
市
場
に
委
ね
る
代
わ
り

に
所
得
補
償
・
不
足
払
い
制
度
が
、
小
麦
・
コ
ー
ン
・
大
豆
な
ど
に
順
次
導
入
さ
れ
始
め
る
。
他
方
、
七
四
年
に
は
議
会
予
算
統
制
法

T
he
1974

C
ongressional

B
udget

and
Im

poundm
ent

C
ontrol

A
ct

が
成
立
し
、
新
た
に
上
下
両
院
に
予
算
委
員
会
を
設
置
し
、
連
邦
の

歳
出
目
標
額
を
定
め
る
「
予
算
決
議
」
を
行
い
、
そ
の
下
に
あ
る
農
業
な
ど
個
々
の
歳
出
小
委
員
会
は
、
歳
出
を
「
予
算
決
議
」
の
目
標

額
内
に
抑
制
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
議
会
予
算
統
制
法
は
、
大
統
領
に
対
し
て
議
会
の
予
算
統
制
権
限
を
強
化
す
る

も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
同
法
を
歳
出
削
減
の
有
用
な
道
具
と
し
て
用
い
、
八
一
年
の
「
農
業
施
策
三
二
億
ド
ル

の
歳
出
削
減
」（p.

199

）
を
皮
切
り
と
し
て
、
歳
出
削
減
を
促
し
、
削
減
に
見
合
う
農
業
法
案
の
改
正
を
上
下
両
院
の
農
業
委
員
会
に
強

い
る
こ
と
に
な
る
。
予
算
全
体
の
削
減
の
中
で
、
先
ず
食
糧
ス
タ
ン
プ
支
持
の
都
市
リ
ベ
ラ
ル
派
と
農
業
保
護
派
の
同
盟
関
係
が
八
五
年

に
は
完
全
に
崩
壊
し
、
オ
ム
ニ
バ
ス
農
業
法
に
よ
っ
て
共
存
し
て
き
た
農
産
品
目
別
生
産
者
団
体
も
、
削
減
の
押
し
付
け
合
い
の
中
で
、

個
別
に
撃
破
さ
れ
、
順
次
個
々
に
保
護
水
準
の
引
き
下
げ
が
迫
ら
れ
た
。

そ
し
て
つ
い
に
、
一
九
九
五
年
に
は
、
下
院
農
業
委
員
会
委
員
長
の
パ
ッ
ト
・
ロ
バ
ー
ツPat

R
oberts

は
、
い
わ
ゆ
る
「
農
業
自
由
化

計
画T

he
Freedom

to
Farm

plan

」（p.202

）
を
提
案
す
る
。
全
て
の
作
付
け
調
整
と
、
目
標
価
格
や
不
足
払
い
を
含
む
価
格
支
持
政
策

を
廃
止
し
、
七
年
間
の
「
市
場
移
行
補
助
金
」
を
経
て
、
そ
れ
ら
の
農
業
保
護
を
終
了
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
下
院
農
業
委
員

会
は
、
民
主
党
と
一
部
共
和
党
議
員
の
反
対
で
、
ロ
バ
ー
ツ
の
提
案
を
否
決
す
る
。
し
か
し
、
下
院
歳
出
委
員
会
は
、「
農
業
自
由
化
計

画
」
の
内
容
を
予
算
法
律
に
盛
り
込
み
、「
主
要
な
農
作
物
（
コ
ー
ン
、
小
麦
、
大
豆
、
綿
花
お
よ
び
米
）
の
目
標
価
格
と
不
足
払
い
に
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関
す
る
歳
出
を
削
除
し
た
」（p.

203

）。
こ
の
予
算
法
案
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
拒
否
権
発
動
で
不
成
立
に
終
わ
る
が
、
翌
九
六
年

の
農
業
法
案
審
議
で
は
、
下
院
本
会
議
に
て
、
百
名
の
共
同
提
案
に
よ
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、「
農
業
自
由
化
計
画
」
の
内
容
に
そ
っ

た
修
正
が
可
決
さ
れ
た
。「
食
品
加
工
業
者
、
自
由
市
場
支
持
の
保
守
主
義
者
、
消
費
者
団
体
お
よ
び
環
境
保
護
派
」（p.

204

）
の
超
党

派
連
合
が
形
成
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
院
と
の
調
整
を
経
て
、
一
九
九
六
年
「
連
邦
農
業
改
善
改
革
法
」
が
成
立
し
、
予
算

法
と
あ
い
ま
っ
て
、
戦
後
六
〇
年
間
続
い
た
主
要
穀
物
の
生
産
調
整
と
、
不
足
払
い
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

米
国
で
は
、
大
統
領
制
（
厳
格
な
三
権
分
立
制
）
の
下
で
、
行
政
権
が
予
算
法
律
を
含
む
法
案
提
出
権
を
持
た
ず
、
議
会
が
実
質
的
な

農
業
政
策
の
決
定
に
あ
た
っ
て
き
た
。
そ
の
際
、
上
下
両
院
の
農
業
委
員
会
と
い
う
比
較
的
閉
鎖
的
な
場
が
、
政
策
決
定
の
中
心
で
あ
り
、

そ
こ
に
、
地
域
的
・
農
産
品
目
別
の
断
片
化
さ
れ
た
農
業
利
益
や
、
党
派
的
な
主
張
が
表
出
さ
れ
、
オ
ム
ニ
バ
ス
法
案
と
い
う
形
で
、
多

様
な
農
業
利
益
の
並
立
が
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
米
国
連
邦
議
会
は
、
様
々
な
非
農
業
的
利
益
に
対
し
て
も
、
開
か
れ
た

場
で
あ
り
、
農
業
政
策
の
「
管
轄
権
」
が
、
予
算
統
制
を
媒
介
に
予
算
委
員
会
（
と
そ
の
農
業
等
小
委
員
会
）
に
移
行
し
、
さ
ら
に
農
業

委
員
会
の
抵
抗
を
排
除
す
る
非
農
業
利
益
の
連
合
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
、「
管
轄
権
」
は
、
下
院
本
会
議
に
移
行
さ
せ
ら
れ
、
農
業
に

お
け
る
「
歳
出
削
減
の
政
治
」
が
進
行
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、
大
統
領
制
・
厳
格
な
権
力
分
立
と
い
う
マ
ク
ロ
レ
ベ

ル
の
政
治
制
度
、
単
一
頂
上
団
体
を
持
た
な
い
地
域
別
・
農
産
品
目
別
農
業
利
益
と
い
う
利
益
表
出
の
構
造
と
、「
管
轄
権
」
の
移
行
と

非
農
業
利
益
の
連
合
を
可
能
と
し
た
政
治
過
程
が
、
米
国
に
お
け
る
歳
出
削
減
の
政
治
を
規
定
し
、
そ
の
削
減
に
成
功
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。

【
２．

フ
ラ
ン
ス
】

共
通
農
業
政
策
Ｃ
Ａ
Ｐ
下
の
欧
州
連
合
も
、
過
剰
農
産
物
、
特
に
乳
製
品
の
余
剰
ス
ト
ッ
ク
に
対
す
る
補
助
金

が
Ｅ
Ｃ
（
当
時
）
予
算
の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
調
整
と
補
助
金
の
削
減
と
が
課
題
と
な
っ
た
。
一
九
八
三
年
に
、
Ｅ
Ｃ

農
業
総
局
Ｇ
Ｄ-

6
が
、
生
乳
に
対
す
る
国
別
生
産
割
り
当
て
の
提
案
を
行
い
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
改
革
が
本
格
化
し
、
翌
年
そ
れ
は
実
施
さ
れ
る
。
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そ
し
て
、
八
六
年
に
始
ま
る
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
伴
い
、
九
二
年
Ｃ
Ａ
Ｐ
改
革
（
価
格
支
持
水
準
の
引
き
下
げ
、
減

反
と
直
接
支
払
い
補
償
制
度
の
導
入
）
が
実
施
さ
れ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
妥
結
の
た
め
の
米
・
Ｅ
Ｕ
合
意
＝
ブ
レ
ア
ハ
ウ
ス
合
意
で

は
、
輸
出
補
助
金
の
六
年
間
で
の
二
一
％
引
き
下
げ
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
拡
大
Ｅ
Ｕ
に
対
応
す
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
〇
〇
交
渉
で

は
、
九
九
年
合
意
に
よ
り
、
牛
肉
と
穀
物
の
支
持
価
格
の
引
き
下
げ
が
決
め
ら
れ
、
生
乳
の
価
格
引
下
げ
も
〇
五
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
過
程
に
お
い
て
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
農
業
補
助
金
の
削
減
は
、
フ
ラ
ン
ス

国
内
の
農
業
政
治
に
よ
っ
て
、
抑
制
さ
れ
た
」（p.222

）
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
八
一
年
に
社
会
党
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
が
誕
生
し
、
左
翼
系
の
農
民
団
体
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
、
Ｃ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
を
「
年
次
政
策

協
議
」
に
加
え
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
の
排
他
的
な
農
民
代
表
権
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
が
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
へ
の
抗
議
を
有

効
に
組
織
し
、
八
三
年
農
業
会
議
所
選
挙
で
も
七
〇
％
以
上
の
得
票
を
確
保
し
て
、
社
会
党
政
権
に
よ
る
「
利
益
表
出
構
造
」
に
対
す
る

改
革
の
試
み
は
挫
折
す
る
。
し
か
も
、
議
会
選
挙
で
敗
れ
た
社
会
党
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
は
保
革
共
存
（
保
守
派
か
ら
の
首
相
任
命
）
政
権

と
な
り
、
農
民
票
Ｆ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
を
有
力
基
盤
と
す
る
ド
・
ゴ
ー
ル
（
シ
ラ
ク
）
派
の
制
約
を
大
き
く
受
け
、
や
が
て
九
五
年
シ
ラ
ク
大
統

領
政
権
へ
移
行
す
る
。

そ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
閣
僚
理
事
会
の
全
会
一
致
制
と
い
う
Ｅ
Ｕ
（
Ｅ
Ｃ
）
の
「
政
治
制
度
構
造
」
を
利
用
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
有

利
な
譲
歩
を
最
大
限
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
八
四
年
の
生
乳
生
産
割
当
で
は
、
英
国
九
％
、
独
逸
七
％
等
の
削
減
割
り
当
て
に
対

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
二
％
削
減
に
と
ど
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
妥
結
を
求
め
る
工
業
利
益

や
米
国
の
外
圧
を
利
用
し
て
、
九
二
年
Ｃ
Ａ
Ｐ
改
革
や
ブ
レ
ア
ハ
ウ
ス
合
意
を
進
め
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
そ
れ
ら
を
国
内
向
け
の
「
非

難
回
避
」
戦
略
に
利
用
し
つ
つ
、
Ｅ
Ｕ
の
「
政
治
制
度
構
造
」
を
利
用
し
て
、「
補
助
金
付
輸
出
の
総
量
の
実
質
的
な
増
加
」
や
「
こ
れ

以
上
の
減
反
無
し
」（p.

220

）
な
ど
の
譲
歩
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
〇
〇
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
提
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案
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
並
行
す
る
各
国
政
府
補
助
金
の
復
活
を
葬
り
、
保
護
削
減
等
の
実
施
を
〇
五
年
ま
で
延
期
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
、
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
下
で
農
業
の
「
利
益
表
出
構
造
」
の
改
革
に
失
敗
し
た
こ
と
か
ら
、「
フ
ラ
ン
ス

の
政
治
家
は
、
歳
出
削
減
か
ら
生
じ
る
リ
ス
ク
を
極
小
化
す
る
こ
と
に
心
を
砕
」（p.

122

）
い
た
。
政
治
過
程
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
改
革
や
ウ

ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
外
圧
を
「
非
難
回
避
」
戦
略
に
利
用
し
つ
つ
、
閣
僚
理
事
会
の
全
会
一
致
制
と
い
う
Ｅ
Ｕ
の
「
政
治
制
度
構

造
」
を
最
大
限
利
用
し
て
、
歳
出
削
減
を
限
定
す
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
副
次
的
な
優
遇
措
置side

paym
ents

を
獲
得
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
と
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
指
摘
し
た
。

【
３．

日
本
】

日
本
で
は
、
先
ず
、
八
〇
年
代
の
中
曽
根
内
閣
の
「
増
税
な
き
財
政
再
建
」
政
策
の
中
で
、
食
糧
管
理
制
度
の
逆
ザ

ヤ
の
解
消
が
目
指
さ
れ
、
消
費
者
米
価
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
八
七
年
に
は
逆
ザ
ヤ
が
解
消
す
る
。
一
九
八
二
年
と
九
一
年
の
間
に
、
一

般
会
計
に
食
管
会
計
を
加
え
た
農
業
予
算
の
歳
出
削
減
の
内
、
七
六
％
は
食
糧
管
理
費
の
削
減
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
、
シ
イ
ン
ゲ

ー
ト
は
主
張
す
る
（p.

224

表
5.4
）。
こ
の
歳
出
削
減
の
成
功
は
、「
消
費
者
米
価
を
犠
牲
に
し
て
、
農
業
に
お
け
る
財
政
緊
縮
を
実
現
し

た
も
の
で
あ
り
、
農
業
政
策
の
予
算
に
及
ぼ
す
影
響
は
八
〇
年
代
を
通
じ
て
減
少
し
た
が
、
農
業
の
保
護
水
準
は
相
対
的
に
不
変
の
ま
ま

で
あ
っ
た
」（p.

244

）。
こ
う
し
て
、
日
本
政
府
は
、
消
費
者
を
犠
牲
に
し
つ
つ
、
農
業
保
護
水
準
の
維
持
を
図
っ
た
が
、
工
業
製
品
の

対
米
貿
易
摩
擦
問
題
が
、
米
国
か
ら
の
農
産
物
市
場
開
放
要
求
と
結
び
つ
い
て
、
八
四
年
の
オ
レ
ン
ジ
・
牛
肉
輸
入
枠
の
拡
大
、
さ
ら
に

輸
入
制
限
自
体
が
ガ
ッ
ト
の
ル
ー
ル
に
抵
触
と
の
裁
定
を
受
け
て
、
八
八
年
牛
肉
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
自
由
化
＝
関
税
化
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
最
終
的
に
は
、
九
三
年
、
自
民
党
分
裂
・
非
自
民
党
細
川
政
権
の
誕
生
、
お
よ
び
記
録
的
な
不
作
に
よ
り
米
穀
輸
入
が
行
わ
れ
、

九
四
年
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
基
づ
き
、
自
社
連
立
政
権
は
、
米
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
市
場
開
放
政
策
の
中
で
、「
外
圧
」
を
梃
子
に
、
党
幹
部
や
他
省
庁
の
官
僚
や
財
界
な
ど
の
利
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益
集
団
の
介
入
と
、「
農
政
改
革
志
向
」
を
持
ち
政
界
再
編
を
目
指
す
起
業
家
的
政
治
家
の
政
治
過
程
へ
の
介
入
が
見
ら
れ
た
と
す
る
も

の
の
、「
合
意
の
基
本
線
を
め
ぐ
る
実
際
の
政
策
決
定
は
、
農
林
族
議
員
の
リ
ー
ダ
ー
、
農
協
の
代
表
お
よ
び
農
林
省
官
僚
の
手
に
握
ら

れ
続
け
て
い
た
」（p.

222 -3

）
と
い
う
。
そ
れ
故
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
で
、
日
本
が
関
税
化
で
は
な
く
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
を

受
け
入
れ
た
の
も
、
輸
入
管
理
は
、
食
管
制
度
と
両
立
可
能
で
あ
り
、「
食
管
制
度
が
、
農
林
官
僚
の
存
在
証
明
で
あ
り
、
農
協
の
経
済

的
収
益
の
源
だ
っ
た
」（p.

231

）
か
ら
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
日
本
で
は
、
農
協
に
独
占
さ
れ
た
利
益
表
出
構
造
は
不

変
で
あ
り
、
政
界
再
編
成
の
過
程
の
中
で
も
、
農
林
族
・
農
協
・
農
林
官
僚
の
手
に
握
ら
れ
た
「
管
轄
権
」
の
移
動
は
有
効
に
行
わ
れ
ず
、

そ
の
結
果
、
市
場
開
放
に
対
す
る
補
償
的
代
替
措
置
と
し
て
、
六
兆
円
に
の
ぼ
る
農
業
保
護
施
策
が
約
束
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し

て
、
農
業
政
策
に
お
け
る
歳
出
削
減
は
、
き
わ
め
て
限
定
的
で
あ
り
、
日
本
の
農
業
福
祉
国
家
は
生
き
残
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

【
４．

政
策
の
効
果
】

以
上
の
よ
う
に
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、
米
国
に
お
け
る
「
歳
出
削
減
の
政
治
」
の
成
功
と
、
日
仏
に
お
け
る

そ
の
失
敗
を
指
摘
す
る
。
実
際
、
彼
の
政
府
農
業
歳
出
の
経
年
的
変
化
の
算
定
（p.

233

表
5.5
）
に
よ
れ
ば
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇

年
代
全
体
を
通
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
業
歳
出
は
常
に
微
増
、
日
本
は
八
〇
年
代
の
米
価
政
策
に
よ
り
八
〇
年
代
後
半
に
は
微
減
す
る
も

の
の
、
九
〇
年
代
を
通
じ
て
増
加
、
米
国
は
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
向
け
て
急
減
す
る
。
ま
た
、
狭
義
補
助
金
の
み
な
ら
ず
税

制
優
遇
や
研
究
奨
励
な
ど
の
政
府
に
よ
る
全
て
の
農
業
保
護
の
た
め
の
総
支
出
を
示
す
、
生
産
者
補
助
金
相
当
額PSE

で
見
て
も
、
日
仏

が
九
〇
年
代
を
通
じ
て
微
減
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
米
国
は
二
〇
ポ
イ
ン
ト
を
超
え
て
、
下
落
し
た
。
三
国
に
お
け
る
政
策
上
の
効

果
に
つ
い
て
、
そ
の
落
差
は
明
白
で
あ
る
。

【
５．

検
討
】

さ
て
、
以
上
の
紹
介
を
踏
ま
え
て
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
議
論
を
検
討
す
れ
ば
、
結
局
、
米
国
の
成
功
と
、
日
仏
の
失

敗
を
分
か
つ
も
の
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
制
度
と
な
る
。「
避
難
回
避
の
可
能
性
も
起
業
家
的
成
功
も
共
に
制
度
に
依
存
し
て
い
る
」（p.

237

）
と
、
彼
は
言
い
、
そ
の
制
度
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
マ
ク
ロ
な
制
度
」（p.

187

）
の
こ
と
で
あ
る
。
農
業
利
益
そ
れ
自
体
の
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利
益
表
出
の
あ
り
方
は
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
叙
述
に
従
え
ば
、
米
仏
日
に
お
い
て
、
結
局
、
不
変
で
あ
り
、
違
い
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、

非
（
反
）
農
業
利
益
が
政
策
決
定
過
程
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
許
す
よ
う
な
マ
ク
ロ
な
政
治
制
度
構
造
の
有
無
と
い
う
こ
と
に

帰
着
す
る
。
よ
り
一
般
化
し
て
い
え
ば
、
農
業
利
益
と
そ
の
代
弁
者
で
あ
る
政
治
家
お
よ
び
農
業
官
僚
制
に
よ
っ
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ

閉
鎖
的
に
行
わ
れ
て
き
た
政
策
決
定
に
、
非
農
業
利
益
を
代
弁
す
る
起
業
家
的
政
治
家
の
容
易
な
参
入
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
、
マ
ク
ロ

な
政
治
構
造
＝
分
散
的
統
治
機
構
と
政
党
の
組
織
構
造
（
選
挙
を
候
補
者
個
人
に
依
存
し
政
党
規
律
が
弱
い
）
が
米
国
に
は
あ
る
。
つ
ま

り
は
、
米
国
の
マ
ク
ロ
な
政
治
制
度
は
、
多
元
主
義
（
へ
の
回
帰
）
を
通
じ
て
の
政
策
変
更
に
、
適
合
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。ま

た
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
一
般
的
に
は
、
強
い
国
家
＝
官
僚
制
で
あ
る
が
故
に
、
社
会
的
な
圧
力
か
ら
自
律
性
を
持
つ
と
さ
れ
る
よ
う

な
国
、
仏
日
に
お
い
て
、
農
業
政
策
当
局
が
農
業
利
益
の
「
虜

agency
capture

」（p.238

）
に
な
っ
て
い
る
と
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
主
張

す
る
。
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
や
日
本
に
つ
い
て
の
、
こ
こ
で
の
実
証
が
米
国
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
手
薄
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
特
に
、

国
内
―
域
内
調
整
に
適
合
的
な
よ
う
に
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
を
リ
ー
ド
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
一
貫
し
た
態
度
を
考
え
る
と
、
フ
ラ
ン

ス
政
府
の
行
動
が
、
単
な
る
農
業
利
益
の
代
弁
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
国
家
中
心
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
主

体
的
な
戦
略
性
を
強
調
す
る
こ
と
も
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る（

10
）

。
一
九
三
〇
年
代
の
分
析
で
示
さ
れ
た
、
官
僚
制
と
利
益
団
体
と
の
関
係

に
お
け
る
、
多
様
な
ニ
ア
ン
ス
を
捨
象
し
て
、「
虜
」
か
否
か
と
い
う
、
こ
こ
で
の
性
急
な
問
題
の
た
て
方
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
野
を

狭
め
、
様
々
な
理
論
・
モ
デ
ル
の
適
用
可
能
性
に
道
を
閉
ざ
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

小
括以

上
の
よ
う
に
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
、
農
業
政
策
の
歴
史
的
展
開
の
内
に
、
四
つ
の
段
階
を
設
定
し
、
米
仏
日
に
お
け
る
各
段
階
で
の
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農
業
政
策
の
政
治
過
程
と
政
府
の
政
策
遂
行
能
力
を
検
討
し
た
。
そ
の
際
、
彼
の
そ
も
そ
も
の
理
論
的
な
課
題
で
あ
っ
た
、
農
業
政
策
の

政
治
過
程
に
対
す
る
多
様
な
理
解
＝
理
論
の
対
立
を
、
農
業
政
策
の
歴
史
的
展
開
の
内
に
併
置
し
、
統
一
的
な
農
業
政
策
の
歴
史
理
解
を

得
る
と
い
う
課
題
が
、
ど
こ
ま
で
成
功
裏
に
遂
行
さ
れ
た
と
見
る
か
は
、
論
者
に
よ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
よ
う
。
し
か
し
、
本
稿
の
関
心

か
ら
、
こ
の
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
著
作
の
意
義
を
指
摘
す
れ
ば
、
概
ね
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

第
一
に
、
各
国
の
農
業
官
僚
制
、
農
業
生
産
者
団
体
そ
し
て
そ
の
両
者
の
関
係
が
、
各
国
の
農
業
そ
れ
自
体
の
構
造
を
捨
象
し
て
も
、

当
該
諸
国
の
マ
ク
ロ
な
政
治
制
度
や
政
治
的
競
合
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
説
明
さ
れ
得
る
こ
と
を
本
書
は
示
し
た
。
わ
が
国
に
は
、
農
業

経
済
学
の
深
い
蓄
積
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
農
家
経
営
や
農
業
の
生
産
・
市
場
構
造
の
分
析
か
ら
、
農
業
政
策
を
説
明
す
る
と
い
う
研
究

ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
議
論
は
新
鮮
な
印
象
を
与
え
て
く
れ
る
。

第
二
に
は
、
前
段
階
で
形
成
さ
れ
た
農
業
官
僚
制
・
生
産
者
団
体
お
よ
び
そ
の
構
造
化
さ
れ
た
関
係
が
、
次
の
段
階
で
の
新
た
な
政
策

課
題
の
遂
行
を
制
約
す
る
と
い
う
観
点
を
示
し
た
こ
と
に
関
わ
る
。
こ
う
し
た
政
策
の
「
累
積
的
」
展
開
そ
れ
自
体
は
、
政
治
学
で
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

11
）

。
し
か
し
、
そ
の
作
ら
れ
た
構
造
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
政
策
課
題
（
生
産
奨
励→

生
産
調
整
、

高
度
な
保
護
体
制→

予
算
削
減
）
の
遂
行
に
と
っ
て
、
適
合
的
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
し
、
前
段
階
の
政
策
課
題
の
遂
行
に
適
合
的
で

あ
っ
た
構
造
が
、
次
段
階
で
の
新
た
な
政
策
課
題
の
遂
行
に
適
合
的
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
点
に
本
書
の
新
し

さ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
際
、
集
権
的
な
農
業
官
僚
制
と
政
府
と
協
調
的
な
農
業
生
産
者
団
体
を
共
に
欠
い
て
い
た
米
国
が
、
そ
の

両
者
を
擁
す
る
日
仏
に
比
べ
て
、
生
産
奨
励
と
い
う
政
策
課
題
の
遂
行
に
は
適
合
的
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
意
想
外
な
も
の
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
第
三
に
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
、
強
い
国
家
＝
集
権
的
な
官
僚
制
を
擁
す
る
日
仏
に
於
い
て
、
農
業
政
策
が
「
虜
」
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
社
会
的
利
益
か
ら
の
自
律
性
が
高
い
と
見
な
さ
れ
る
集
権
的
な
官
僚
制
を
擁
す
る
国
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家
＝
「
強
い
国
家
」
に
お
い
て
は
、
政
策
が
社
会
的
利
益
（
団
体
）
の
「
虜
」
に
な
り
に
く
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
理
解
を
シ

イ
ン
ゲ
ー
ト
は
逆
転
さ
せ
て
お
り
、
理
論
的
に
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
そ
の
原
因
と
し
て
挙
げ
る
も
の
は
、
マ
ク
ロ

な
政
治
制
度
の
相
違
と
、
米
国
と
日
仏
間
の
戦
後
に
お
け
る
政
治
的
競
合
の
違
い
、
つ
ま
り
、
米
国
に
お
け
る
農
業
生
産
者
団
体
を
も
貫

く
二
大
政
党
の
党
派
的
競
合
と
、
そ
こ
で
の
政
権
交
代
に
対
比
さ
れ
る
、
仏
日
に
お
け
る
保
守
の
長
期
支
配
と
農
業
利
益
と
の
結
合
で
あ

る
。
つ
ま
り
は
、
官
僚
制
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
マ
ク
ロ
な
政
治
制
度
と
党
派
的
競
合
の
あ
り
方
が
、
政
府
の
社
会
的
利
益
か
ら
の
自
立
性

そ
の
も
の
を
規
定
す
る
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
わ
っ
て
、
実
証
的
に
も
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
戦
後
農
業
政
策
の
政
治
過
程
に
お
け
る
農
業
官
僚
制
の
分
析
は
、
戦
前
期
に

比
べ
て
手
薄
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
米
仏
日
と
も
に
、
マ
ク
ロ
な
政
治
制
度
と
政
党
の
政
治
的
競
合
の
あ
り
方
、
ま
た
、
議
会
制

な
ど
マ
ク
ロ
な
政
治
制
度
へ
の
農
業
利
益
の
表
出
構
造
な
ど
、
マ
ク
ロ
な
政
治
制
度
へ
の
注
目
が
、
逆
に
、
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
、
い
わ

ゆ
る
メ
ゾ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
農
業
官
僚
制
と
農
業
利
益
と
の
結
合
＝
関
係
の
構
造
化
に
つ
い
て
、
分
析
に
課
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
と

も
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
二
大
政
党
の
政
治
的
競
合
と
政
権
交
代
の
下
で
も
、
一
貫
し
て
、「
二
つ
の
支
柱
、
生
産
拡
大
と
高
度
な
国
家

保
護
、
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
」（Sm

ith
1990

p.3

）
と
さ
れ
る
、
英
国
農
業
政
策
の
政
策
決
定
過
程
の
分
析
を
通
じ
て
、
国
家
（
官
僚
制
）

と
農
業
利
益
の
構
造
化
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
し
た
、「
政
策
共
同
体
」
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

註（
５
）

本
文
で
は
、
米
国
農
務
「
局
」
と
米
国
農
務
「
省
」
と
、
訳
し
分
け
た
が
、
原
文
は
ど
ち
ら
も
、U

SD
A

:
T

he
U

.
S.

D
epartm

ent
of

A
griculture

で
あ

る
。
六
二
年
に
、
米
国
農
務
局
は
、
米
国
内
務
省
か
ら
分
離
、
独
立
し
成
立
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
閣
僚
ポ
ス
ト
を
持
た
な
い
独
立
し
たD

epartm
ent

と

い
う
、
変
則
的
な
地
位
に
あ
ま
ん
じ
る
も
の
で
、
や
が
て
、
八
九
年
に
閣
僚
ポ
ス
ト
を
持
つ
「
省
」
へ
と
昇
格
し
た
。

（
６
）

シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
に
直
接
の
言
及
は
な
い
が
、
小
沢
健
二
に
よ
れ
ば
、
農
民
同
盟F

arm
ers

A
lliance

の
母
体
と
な
る
テ
キ
サ
ス
農
民
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
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の
は
、
一
八
七
七
年
で
、
そ
の
組
織
発
展
が
本
格
化
す
る
の
は
、
一
九
八
五
年
以
降
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
小
沢1990

六
六
頁
）。
一
九
世
紀
後
半
の

グ
レ
ン
ジ
や
農
民
同
盟
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
同
書
が
詳
し
い
。

（
７
）

こ
の
点
で
、
久
保
文
明
（
久
保1988

）
は
む
し
ろ
、
農
務
省
の
独
立
機
関
の
吸
収
と
そ
れ
に
伴
う
権
限
強
化
を
強
調
す
る
（
同
書
　
一
九
二
頁
）。
た
だ

し
、
そ
れ
は
、
急
進
的
農
務
省
の
成
立
を
評
価
す
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
久
保
の
関
心
は
、
後
期
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
中
に
、
ア
メ
リ
カ
民

主
制
の
質
に
関
わ
る
、
急
進
的
改
革
の
試
み
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
意
義
を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
保
守
化
し
た
と
さ
れ

る
調
整
局A

A
A

dm
inistration

は
、
分
析
の
対
象
か
ら
外
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
（
同
書
　
一
二
〇
頁
）、
結
局
、
当
該
時
期
に
お
け
る
農
業
政
策
全
体
の

ア
ウ
ト
カ
ム
や
そ
の
業
績
評
価
に
は
言
及
さ
れ
ず
に
終
わ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
急
進
的
な
農
業
政
策
を
追
求
し
た
農
務
長
官
の
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
政
策
構
想
、

政
策
実
施
の
た
め
の
官
僚
機
構
の
整
備
や
利
益
集
団
の
影
響
力
の
遮
断
と
い
っ
た
側
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
分
析
手
法
と
し
て
は
、
ス
コ
ッ
チ
ポ
ー
ル
の

国
家
中
心
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
に
接
近
す
る
。
な
お
、
既
存
の
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ
ロ
ー
と
政
府
諸
機
関
の
「
共
生
的
関
係
」
に
対
す
る
、
農
場
保
障
局
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
敵
対
に
つ
い
て
は
、
秋
元
英
一
（
秋
元1989

二
八
二
―
三
頁
）
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
８
）

一
連
の
農
業
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
コ
ク
レ
ン
・
ウ
ィ
ラ
ー
ド
・
Ｗ
、
ラ
イ
ア
ン
・
メ
ア
リ
ー
・
Ｅ
（1980

）
吉
岡
裕
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
農
業
政
策
』

が
、
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
る
。

（
９
）

日
本
の
五
〇
年
代
に
お
け
る
農
業
団
体
再
編
問
題
に
つ
い
て
は
、
光
川
元
親
（1972

）『
戦
後
農
業
団
体
発
展
史
』
の
01
「
第
二
次
農
業
団
体
再
編
成
問

題
」
を
参
照
し
て
、
シ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
叙
述
を
補
っ
た
。

（
10
）

フ
ラ
ン
ス
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
交
渉
に
お
け
る
「
し
た
た
か
さ
」
に
つ
い
て
は
、
篠
原
孝
（2000

）
が
随
所
で
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

特
に
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、「
農
民
に
真
の
国
益
を
説
明
し
、
過
激
に
な
り
が
ち
な
要
求
を
ま
っ
と
う
な
も
の
に
変
え
」（
二
一
六
頁
）
つ
つ
、
政
府
と
農
民

は
一
体
と
な
っ
て
、
要
求
を
通
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
府
官
僚
と
政
治
家
が
、
彼
等
が
国
益
と
見
な
す
も
の
を
追
求
し
、

利
益
団
体
の
要
求
を
操
作
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
11
）

政
策
の
累
積
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
大
嶽
秀
夫
の
教
科
書
、
大
嶽
（1990
）
五
頁
が
、H

eclo

（1974

）
に
言
及
し
て
、
簡
潔
に
紹
介
し
て
い
る
。
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第
二
章
　
英
国
農
業
政
策
と
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
政
策
共
同
体
論

以
下
で
取
り
上
げ
る
、『
英
国
に
お
け
る
農
業
保
護
の
政
治
学
―
農
業
政
策
共
同
体
の
発
展
―
』（S

m
ith
1990

）
の
著
者
、
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ス
ミ
ス
は
、
英
国
の
Ｒ
・
Ａ
・
Ｗ
・
ロ
ー
ズ
や
Ｄ
・
マ
ー
シ
ュ
（M

arsh
and

R
hodes

1992 .M
arsh
1998

）
ら
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
論
の
中
で
、
英
国
の
農
業
政
策
の
分
析
か
ら
、
そ
の
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン
と
も
言
う
べ
き
「
政
策
共
同
体
」
論
を
展
開
し
た
人
物
で
あ

る
。政

策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
、
比
較
的
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
（
新
川
敏
光1992

、
小
池
治

1995

、
中
村
祐
司1995

、
原
田
久1998

、
中
野
晃
一2003

）、
ま
た
理
論
を
利
用
し
た
実
証
的
な
研
究
も
な
さ
れ
（
松
井
隆
幸1997

、

風
間
規
男1999 a,b

、
今
里
佳
奈
子2002
、
稗
田
健
志2005

）、
教
科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
伊
藤
光
利
ほ
か2000

第
十
一
章
）。

し
た
が
っ
て
、
以
下
の
こ
と
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
に
よ
れ
ば
、
通
例
、
メ
ゾ
レ
ベ

ル
と
呼
ば
れ
る
、
省
庁
な
ど
を
単
位
と
す
る
各
政
策
分
野
、
あ
る
い
は
、
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
た
各
政
策
分
野
に
「
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
成
立
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
。
そ
こ
で
は
、
政
策
決
定
過
程
は
、
完
全
に
開
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
そ
こ
に
参
入

で
き
る
ア
ク
タ
ー
に
は
制
限
が
あ
る
。
そ
の
際
、
そ
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
何
種
類
か
に
「
類
型
化
」
す
る
試
み
が
、
様
々
に
行
わ
れ

た
も
の
の
、
必
ず
し
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
、
結
局
、
様
々
な
ア
ク
タ
ー
に
対
し
て
閉
鎖
的
な
「
政
策
共
同
体
」

を
一
方
の
極
と
し
、
対
方
の
極
に
開
か
れ
た
「
イ
シ
ュ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
置
き
、
そ
の
両
極
端
の
間
の
ど
こ
か
に
、
個
々
の
具
体

的
な
「
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
に
、
そ
の
類
型
化
が
落
ち
着
い
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
第
二
章
で
は
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
の
一
方
の
極
に
位
置
す
る
「
政
策
共
同
体
」
の
モ
デ
ル
を
、
英
国
の
農
業
政
策

の
分
析
か
ら
具
体
的
に
提
示
し
た
ス
ミ
ス
の
議
論
を
追
い
、
先
ず
、
そ
れ
が
構
造
的
権
力
論
と
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
次
い
で
、
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ロ
ー
ズ
等
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
の
中
に
定
置
さ
れ
る
過
程
を
追
い
、
最
後
に
英
国
農
業
政
策
の
変
容
と
政
策
共
同
体
を
め
ぐ
る
ジ
ョ

ー
ダ
ン
と
ス
ミ
ス
の
論
争
を
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。
こ
う
し
た
検
討
が
、
わ
が
国
の
農
業
政
策
分
析
に
何
を
示
唆
す
る
か
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、「
む
す
び
に
か
え
て
」
に
お
い
て
簡
単
に
触
れ
た
い
と
思
う
。

第
一
節
　
構
造
的
権
力
論
と
し
て
の
政
策
共
同
体
論

【
１．

既
成
の
理
論
へ
の
批
判
】

第
二
次
大
戦
中
・
戦
後
の
英
国
で
は
、
農
業
経
営
者
は
高
度
な
水
準
で
の
農
業
保
護
を
享
受
し
、

そ
の
利
益
団
体
、「
全
国
農
業
経
営
者
協
会N

F
U

:
N

ational
F

arm
ers

U
nion （

12
）

」
は
、
政
策
過
程
に
お
い
て
、
農
業
水
産
食
料
省M

A
F

F

と
の
交
渉
で
排
他
的
で
独
占
的
な
地
位
を
確
保
し
、
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
て
き
た
。
ス
ミ
ス
は
、『
英
国
に
お
け
る
農
業
保
護
の
政

治
学
』（S

m
ith
1990

）
に
お
い
て
、「
わ
ず
か
二
十
万
人
の
会
員
し
か
な
い
一
圧
力
団
体
が
、
農
業
政
策
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
影
響
力

を
持
ち
続
け
て
き
た
の
は
何
故
か
」（S
m

ith
1990

p.
213

以
下
本
書
か
ら
の
引
用
は
頁
数
だ
け
を
示
す
。）
と
問
題
を
提
起
し
た
の
で

あ
る
。

一
般
に
、
多
元
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
利
益
集
団
の
影
響
力
は
、
そ
の
集
団
が
動
員
で
き
る
資
源
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
構
成
員
数
、
組
織
的
動
員
力
、
集
票
力
や
資
金
力
、
あ
る
い
は
情
報
と
い
っ
た
資
源
の
大
小
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

全
国
農
業
経
営
者
協
会N

FU

は
、
構
成
員
二
〇
万
人
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
選
挙
政
治
に
お
い
て
も
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、「
労
働

人
口
の
四
分
の
一
以
上
を
農
民
が
占
め
る
選
挙
区
は
、
わ
ず
か
八
選
挙
区
に
過
ぎ
ず
」、「
農
業
経
営
者
と
農
業
労
働
者
は
、
全
有
権
者
の

四
・
六
％
を
し
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」（p.

17

）。
し
た
が
っ
て
、
農
業
者
「
票
」
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
決
し
て
大
き
な
も
の
で
は
あ
り

得
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
農
業
者
は
通
例
、
保
守
党
の
支
持
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
党
政
権
の
期
間
で
す
ら
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
は
政

府
か
ら
特
権
的
な
地
位
と
利
益
を
与
え
ら
れ
続
け
た
。
動
員
で
き
る
資
源
が
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
政
権
交
代
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
何
故
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
は
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
ス
ミ
ス
は
い
う
。

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
は
、
農
業
保
護
水
準
の
改
訂
を
行
う
「
年
次
協
議A

nnual
R

eview

」
へ
の
排
他
的
独
占
的
、
参
入
権
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
む
し
ろ
、
組
合
員
の
大
衆
動
員
や
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
そ
の
組
織
的
資
源
の
活
用
を
自
制
す
ら
し
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ

う
ど
、「
利
益
団
体
が
﹇
年
次
協
議
な
ど
に
―
引
用
者
﹈
組
込
ま
れ
る
と
、
利
益
団
体
は
、
政
治
的
責
任
の
ル
ー
ル
に
同
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
特
に
、
国
家
に
対
し
て
は
穏
当
な
要
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（p.

21

）
と
い
う
圧
力
に
屈
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
多
元
主
義
が
前
提
と
す
る
よ
う
な
、
集
団
の
も
つ
資
源→

対
政
府
活
動
の
影
響
力
の
大
き
さ→

政
策
ア
ウ
ト
カ
ム
の
獲
得
と
い
う

図
式
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
大
き
な
影
響
力
を
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
は
行
使
し
た
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
そ
れ
は
何
故
に
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

と
ス
ミ
ス
は
い
う
。

そ
こ
で
、
ス
ミ
ス
は
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論
か
ら
、
そ
う
し
た
問
題
が
説
明
可
能
か
ど
う
か
検
討
す
る
。
英
国
農
政
を
コ
ー
ポ
ラ
テ

ィ
ズ
ム
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
、
コ
ッ
ク
ス
ら
の
研
究
（C

ox,
L

ow
e

and
W

inter
1986

）
は
、「
年
次
協
議
を
創
出
し
た
一
九
四
七
年
農

業
法
が
、
農
業
に
お
け
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
編
成
に
適
合
的
な
基
礎
を
提
供
し
た
」（p.

27

）
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
ス
ミ
ス
は
、

「
第
一
に
、
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
お
い
て
、
対
立
す
る
経
済
的
利
益
﹇
例
え
ば
労
・
使
間
の
利
益
―
引
用
者
﹈
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
、
あ
る
の
は
た
だ
農
民
の
利
益
だ
け
で
あ
る
。
第
二
に
、
官
僚
制
の
強
さ
と
自
立
性
の
程
度
が
問
題
で
あ
る
。
農
務
省
は
、

増
産
の
た
め
の
政
府
の
政
策
を
独
自
に
執
行
し
て
き
た
。
第
三
に
、
価
格
政
策
や
生
産
政
策
に
関
し
て
、
政
策
執
行
に
お
け
る
農
業
経
営

者
の
役
割
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」。
そ
し
て
、「
交
渉
の
余
地
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
、
政
府
が
究
極
的
に
政
策
を
決
定
し
て
い

た
」。
し
た
が
っ
て
、「
イ
ギ
リ
ス
農
業
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
存
在
す
る
よ
う
な
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
水
準
に
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
資
金
の
配
分
権
や
生
産
政
策
へ
の
責
任
を
有
す
る
共
同
管
理
機
関
に
主
要
な
農
業
団
体
が
直
接
的
に
組
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」

（p.
27

）
と
指
摘
す
る
。
ス
ミ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
い
う
な
ら
ば
、
英
国
は
、
そ
の
例
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
い
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う
。

【
２．

構
造
的
権
力
論
】

以
上
の
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
は
、
多
元
論
お
よ
び
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
を
批
判
し
、
そ
れ
ら
に
対
置
し
て
、

農
水
食
料
省
と
全
国
農
業
経
営
者
協
会
の
二
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
構
造
的
権
力
と
し
て
の
「
政
策
共
同
体
」
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
こ

う
し
た
「
政
策
共
同
体
論
」
を
支
え
る
、
ス
ミ
ス
の
構
造
的
権
力
モ
デ
ル
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
図
２
・
１
に
示
さ
れ
る
、
第
一
の
「
非
構
造
的
権
力
」
と
は
、
多
元
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
示
さ
れ
る
、
利
益
集
団
に
よ
る

圧
力
活
動
な
ど
、
行
為
の
結
果
生
ず
る
権
力
で
あ
る
。
第
二
の
「
制
度
的
特
権
」
と
は
、
制
度
的
な
規
則
や
手
続
き
に
よ
っ
て
、
も
た
ら

さ
れ
る
特
権
で
あ
る
。
行
政
機
関
に
は
、
組
織
的
な
ル
ー
チ
ン
が
存
在
し
、
公
式
に
は
、
ア
リ
ソ
ンA

lison

の
第
三
モ
デ
ル
に
あ
る
よ
う

な
「
標
準
作
業
手
続
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
中
立
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、「
権
力
の
地
位
に
あ
る
も
の

が
、
誰
が
政
策
決
定
に
参
加
し
、
ど
の
よ
う
に
参
加
す
る
の
か
、
そ
し
て
、
何
を
彼
ら
は
議
論
す
る
の
か
に
つ
い
て
定
め
た
ル
ー
ル
」（p.

35

）
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ル
ー
ル
を
通
じ
て
、
利
益
は
組
織
化
さ
れ
、
信
頼
を
与
え
ら
れ
な
い
集
団
は
意
図
的
に
排
除
さ
れ
、
さ
ら

に
、
そ
れ
が
惰
性
に
転
化
す
る
と
無
意
識
的
な
排
除
が
生
ま
れ
る
、
と
ス
ミ
ス
は
い
う
。

１
　
非
構
造
的
権
力
　N

on-Structuralpow
er

２
　
制
度
的
特
権
　Institutionalprivilege

３
　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
権
　Ideologicalprivilege
構
造
的
権
力Structuralpow

er

４
　
経
済
的
特
権
　E

conom
icalprivilege

５
　
構
造
的
制
約
　Structuralconstraints

図 2. 1 スミスの構造的
権力のモデル

出典　Smith 1990 p. 35


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第
三
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
権
」
は
、
組
織
一
般
が
、
既
存
の
価
値
体
系
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
政
策
作
成
過
程
を
可
能
な
限
り
安

定
さ
せ
、
単
純
化
す
る
こ
と
に
利
益
を
見
い
だ
す
こ
と
か
ら
、
派
生
す
る
。
こ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
、
階
級
意
識
に
根
ざ
し
た
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
直
接
関
係
が
な
い
。「
あ
る
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
成
立
し
て
い
る
政
策
領
域
で
は
―
―
そ
の
特
定
の
政
策
領
域
に

お
い
て
、
あ
る
思
考
様
式
が
支
配
的
だ
と
い
う
意
味
で
―
―
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
見
て
正
当
な
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
よ

う
な
集
団
、
価
値
あ
る
い
は
利
害
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
力
の
一
形
態
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
」（p.

37

）。
つ
ま
り
、
異

な
る
価
値
観
や
ア
イ
デ
ィ
ア
、
つ
ま
り
異
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
根
ざ
し
た
代
替
案
と
、
そ
れ
を
掲
げ
る
集
団
は
、
政
策
担
当
者
か
ら
は

実
現
可
能
性
の
な
い
も
の
と
見
な
さ
れ
、
政
策
過
程
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
そ
れ

を
共
有
す
る
者
に
特
権
を
与
え
、
共
有
せ
ざ
る
も
の
に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
四
の
「
経
済
的
特
権
」
と
は
、
リ
ン
ド
ブ
ロ
ム
（L

indblom
1977

）
ら
が
主
張
す
る
、
資
本
・
産
業
界
が
持
つ
経
済
的
特
権
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
経
済
構
造
に
根
ざ
し
た
特
権
の
こ
と
で
あ
る
。
や
や
補
足
的
に
、
本
稿
の
観
点
か
ら
ス
ミ
ス
の
主
張
を
補
足
し
、
敷
衍
す

れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
政
府
は
、
自
己
の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
執
行
の
た
め
の
財
源
を
確
保
し
選
挙
で
の
再
選
を
果
た
す
た
め
に
良
好
な
経
済
を

必
要
と
す
る
。
資
本
主
義
経
済
で
は
、
投
資
な
ど
民
間
部
門
に
お
け
る
経
済
活
動
の
決
定
は
、
政
府
か
ら
独
立
し
て
、
資
本
・
企
業
が
行

う
か
ら
、
良
好
な
経
済
を
望
む
政
府
は
、
経
済
界
の
信
頼
を
つ
な
ぎ
止
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
望
ま
し
い
環
境
を
自
ら
整
備
す
る
こ
と
で
、

経
済
活
動
を
促
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
て
、
資
本
・
経
済
界
は
、
外
的
な
行
為
と
し
て
現
れ
る
活
動
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
、
影
響

力
を
行
使
し
得
る
構
造
的
な
権
力
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
（H

ow
lettand

R
am

esh
2003

pp.39 -40

）。

そ
し
て
、
最
後
に
、「
構
造
的
制
約
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
権
力
で
は
な
い
が
、
環
境
的
な
条
件
と
し
て
、
政
府
や
利
益
団
体
が
活
動

す
る
可
能
性
の
範
囲
を
限
定
す
る
も
の
で
、「
政
府
や
利
益
団
体
が
変
更
不
能
な
も
の
で
あ
る
」（p.

38

）。
例
え
ば
、
戦
争
や
世
界
恐
慌

や
世
界
経
済
の
構
造
な
ど
と
い
っ
た
要
因
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
一
次
元
的
権
力
や
構
造
的
権
力
が
、
制
約
を
受
け
る
外
部
条
件
で
あ
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る
。こ

の
よ
う
に
、「
構
造
的
制
約
」
の
下
に
あ
り
、
非
構
造
的
な
権
力
と
は
区
別
さ
れ
る
、
構
造
的
な
権
力
と
し
て
の
「
政
策
共
同
体
」

が
、
英
国
の
農
業
部
門
に
お
い
て
成
立
す
る
。「
農
業
政
策
共
同
体
は
、
二
つ
の
重
要
な
内
的
構
成
を
も
つ
、
す
な
わ
ち
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
な
る
も
の
と
構
造
的
な
る
も
の
で
あ
る
」（p.

45

）。
ス
ミ
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
農
業
保
護
＝
増
産
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
、
他

の
団
体
の
「
年
次
協
議
」
か
ら
の
排
除
と
い
う
構
造
的
要
因
が
、
構
造
的
権
力
と
し
て
の
「
政
策
共
同
体
」
の
本
質
を
成
す
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
戦
後
法
制
度
化
さ
れ
た
「
年
次
協
議
」
に
依
拠
し
、
も
っ
ぱ
ら
農
水
食
糧
省
と
全
国
農
業
経
営
者
協
会
を
構
成
要
素
と
し
、
他

の
諸
団
体
を
政
策
決
定
過
程
か
ら
排
除
す
る
、
す
な
わ
ち
「
構
造
的
特
権
」
と
、
同
時
に
、
両
者
に
共
有
さ
れ
る
農
業
保
護
＝
増
産
と
い

う
政
策
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
き
、
そ
れ
に
反
す
る
政
策
的
対
案
を
排
除
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
権
」
に
よ
っ
て
、

そ
れ
は
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
う
し
た
権
力
が
「
構
造
的
」
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
は
、「
そ
う
し
た
諸
要
因
が
、
意
図
的

な
行
為
な
く
し
て
行
使
さ
れ
る
権
力
に
結
果
す
る
」（p.37

）
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
ス
ミ
ス
の
農
業
政
策
共
同
体
の
議
論
で
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、
政
策
共
同
体
形
成
に
お
け
る
国
家
の
優
位
性
で
あ
る
。「
国
家
、

特
殊
に
は
農
業
省
が
、
政
策
共
同
体
の
発
展
に
利
害
を
持
っ
て
い
た
。
農
業
省
が
、
農
業
経
営
者
を
組
込
み
、
国
家
の
政
策
能
力
を
拡
張

す
る
こ
と
で
、
農
業
政
策
の
政
策
執
行
を
進
め
や
す
く
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」（p.

48

）
と
さ
れ
て
お
り
、
国
家
が
、
食
糧
増
産
と

い
う
政
策
目
標
の
執
行
の
た
め
に
、
農
業
政
策
共
同
体
を
形
成
し
、
維
持
・
発
展
さ
せ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
英
国
農
業

政
策
史
の
展
開
の
中
で
、
具
体
的
に
「
政
策
共
同
体
」
が
ど
の
よ
う
に
形
成
、
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
節
　
政
策
共
同
体
の
形
成
と
そ
の
展
開

【
１．

政
策
共
同
体
の
形
成
】

ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
英
国
の
一
九
三
〇
年
は
、「
多
元
主
義
の
時
代
」（p.

83

）
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
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支
配
的
な
政
策
課
題
で
あ
っ
た
「
自
由
放
任
主
義
」
に
「
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
」（p.
58

）
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
争
点
が
、

「
農
業
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
ど
の
程
度
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
」（p.

59

）
を
め
ぐ
る
も
の

へ
と
変
化
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
当
時
、
農
業
利
益
は
、
貴
族
院
の
地
主
利
益
と
、
全
国
農
業
経
営
者
協
会N

F
U

と
に
分
裂
し
て
い

た
し
、
さ
ら
に
、
政
党
も
、
保
守
党
内
は
自
由
貿
易
派
と
Ｎ
Ｆ
Ｕ
に
接
近
す
る
保
護
派
と
に
分
裂
し
、
そ
の
自
由
貿
易
派
も
ま
た
完
全
自

由
貿
易
派
と
帝
国
域
内
自
由
貿
易
派
に
分
裂
し
て
い
た
。
自
由
党
も
様
々
な
自
由
貿
易
派
と
保
護
派
に
分
裂
し
て
お
り
、
労
働
党
は
土
地

私
有
制
度
の
廃
止
に
基
づ
く
農
業
保
護
政
策
を
主
張
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
政
府
内
部
で
も
、
保
護
政
策
を
指
向
す
る
農
業
省
と
工
業
利

益
を
代
弁
す
る
工
業
省
や
、
英
連
邦
内
の
食
糧
輸
出
国
へ
の
配
慮
を
求
め
る
殖
民
地
省
、
価
格
補
給
金
な
ど
の
補
助
金
散
布
に
反
対
す
る

大
蔵
省
な
ど
、
対
応
は
区
々
に
分
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
恐
慌
に
よ
る
農
産
物
価
格
の
暴
落
の
危
機
が
、
当
時
の
労
働
党
政
権
を
し
て
、
一
九
三
〇
年
に
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
、
労

組
、
地
主
利
益
か
ら
な
る
「
農
業
会
議
」（p.

71

）
を
開
催
せ
し
め
、
政
府
は
農
業
救
済
の
た
め
の
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
価
格
補
給
金
制
度

を
実
施
し
始
め
た
。
こ
れ
が
転
換
点
と
な
り
、
自
由
放
任
政
策
か
ら
、
国
家
介
入
農
業
保
護
政
策
へ
と
農
政
の
転
換
が
は
じ
ま
る
。
そ
し

て
、
こ
の
時
期
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
は
、
議
員
の
動
員
や
大
衆
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
が
、
恒
久
的
な
農
業
補
助
金
制
度
の
確
立
を
獲
得
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
非
構
造
的
権
力
の
行
使
＝
圧
力
活
動
は
、
実
を
結
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
と
の
開
戦
の
可
能
性
が
高
ま
り
、
英
国
政
府
は
農
業
保
護
を
順
次
拡
大
し
、
包
括
的
な

増
産
政
策
を
準
備
し
た
。
そ
し
て
、
三
九
年
に
は
英
独
開
戦
と
な
り
、
戦
時
食
糧
自
給
政
策
＝
増
産
政
策
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
政
策
手
段

と
し
て
の
恒
久
的
な
価
格
保
障
政
策
＝
補
助
金
の
散
布
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
転
換
を
、
ス
ミ
ス
は
、
戦
時
体
制
準
備
と
い
う
「
構
造
的

制
約
」
に
規
定
さ
れ
て
、
戦
時
食
糧
自
給
と
い
う
農
業
の
戦
略
的
重
要
性
故
に
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
の
影
響
力
か
ら
は
独
立
し
て
進
め
ら
れ
た
と
す

る
。
む
し
ろ
、
戦
時
経
済
へ
の
移
行
と
い
う
「
制
度
的
制
約
」
が
、
農
業
経
営
者
に
「
経
済
的
特
権
」
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
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の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
財
政
的
な
制
約
か
ら
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
が
要
求
す
る
水
準
で
の
価
格
保
障
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
四
〇
年
に
、
農
業
大

臣
は
下
院
で
演
説
し
、「
食
糧
増
産
を
、
現
行
の
価
格
水
準
に
対
す
る
不
満
と
い
う
状
況
に
抗
し
て
、
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政

府
は
、
戦
争
中
お
よ
び
少
な
く
と
も
戦
後
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、
現
行
の
固
定
価
格
制
度
の
維
持
を
保
証
し
、
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
決
定

し
た
」（p.

92

）
と
表
明
し
た
。
政
府
は
、
戦
時
農
業
保
護
政
策
の
戦
後
を
含
む
継
続
を
約
束
す
る
と
と
も
に
、
背
景
を
成
す
価
格
水
準

に
対
す
る
農
民
の
不
満
を
処
理
す
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
と
の
定
期
的
で
頻
繁
な
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
農
水
食
糧
省
は
、
食
糧
増
産

と
い
う
政
策
課
題
を
共
有
で
き
る
Ｎ
Ｆ
Ｕ
の
み
を
交
渉
の
相
手
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
は
、
実
利
的
に
は
、
多
く
を
得
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
唯
一
の
農
業
者
代
表
で
、
正
式
の
協
議
対
象
団
体
と
い
う
地
位
を
獲
得
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
は
、
会
員
の

拡
大
に
努
力
し
て
、
農
業
者
を
網
羅
す
る
唯
一
の
農
業
組
織
と
し
て
の
体
裁
を
確
保
す
る
こ
と
に
多
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
い
た
。

そ
し
て
、
四
四
年
に
、
農
業
保
護
の
四
七
年
ま
で
の
延
長
と
「
年
次
協
議

A
nnual

R
eview

」
の
実
施
が
合
意
さ
れ
た
。「
年
次
協
議
」

で
は
、「
政
府
と
生
産
者
が
と
も
に
価
格
交
渉
の
基
礎
と
し
て
受
入
れ
可
能
な
経
済
的
デ
ー
タ
の
収
集
、
デ
ー
タ
の
使
用
手
続
き
、
お
よ

び
﹇
四
七
年
ま
で
の
―
引
用
者
﹈
生
産
四
カ
年
計
画
に
対
す
る
市
場
保
証
と
固
定
価
格
に
関
す
る
手
段
」（p.

97

）
に
つ
い
て
、
協
議
さ

れ
る
こ
と
が
政
府
と
Ｎ
Ｆ
Ｕ
の
間
で
合
意
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｆ
Ｕ
は
制
度
的
な
特
権
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
農
水
食
料
省
は
、
政

策
目
標
に
つ
い
て
合
意
の
あ
る
Ｎ
Ｆ
Ｕ
の
み
を
交
渉
相
手
と
し
、
価
格
交
渉
を
ル
ー
チ
ン
化
す
る
こ
と
で
、
政
策
過
程
を
単
純
化
し
、
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、「
政
策
共
同
体
」
が
成
立
す
る
。

ス
ミ
ス
は
、
以
上
の
プ
ロ
セ
ス
を
、「
農
業
政
策
に
お
け
る
国
家
の
利
害
が
変
化
し
、
国
家
が
介
入
を
必
要
と
し
は
じ
め
、
介
入
の
正

当
性
と
介
入
能
力
を
確
保
す
る
た
め
に
、
政
府
は
農
業
者
か
ら
の
支
持
と
協
力
を
欲
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
者
の
影
響
力

が
政
策
を
変
え
さ
せ
た
と
い
う
よ
り
も
、
政
策
の
変
更
が
農
業
者
の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
た
の
で
あ
る
」（P

.
79

）
と
指
摘
し
て
い
る
。



43－農業政策における政府・利益集団関係の構造化（森邊）

こ
こ
で
は
、
政
策
共
同
体
成
立
に
お
け
る
、
外
部
的
環
境
要
因
（
戦
争
）
と
、
国
家
の
自
律
性
へ
の
強
調
が
顕
著
で
あ
る
。

【
２．

政
策
共
同
体
の
戦
後
的
展
開
】

こ
う
し
て
、
い
っ
た
ん
、
政
策
共
同
体
が
成
立
す
る
と
、
戦
時
経
済
と
戦
後
の
英
国
経
済
の

疲
弊
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
食
糧
自
給
政
策
が
継
続
さ
れ
た
。
特
に
、
戦
後
経
済
の
中
で
、
英
国
が
工
業
国
と
し
て
衰
退
す
る
と
、
ポ
ン

ド
も
世
界
基
軸
通
貨
の
地
位
を
失
い
、
通
貨
危
機
が
発
現
す
る
に
至
る
。
そ
の
結
果
、
ポ
ン
ド
防
衛
＝
国
際
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
確
保→

食
糧
輸
入
防
遏→
農
業
生
産
奨
励
と
い
う
政
策
の
論
理
が
成
立
す
る
。
四
七
年
に
は
、「
農
業
へ
の
歳
出
に
反
対
す
る
伝
統
的
堡
塁
」
た

る
「
大
蔵
省
」
も
、「
国
内
食
糧
生
産
の
拡
大
の
必
要
性
を
受
入
れ
る
」（p.

106

）
よ
う
に
な
っ
た
。
食
糧
増
産
＝
自
給
政
策
に
全
政
府

的
な
合
意
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
構
造
的
制
約
」
条
件
の
変
化
が
、
農
業
の
「
経
済
的
特
権
」
を
維

持
、
拡
大
さ
せ
、
生
産
拡
大
に
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
権
」
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

四
七
年
農
業
法
は
、「
年
次
協
議
」
を
法
制
化
し
、
価
格
保
障
水
準
の
毎
年
度
の
改
訂
を
、
そ
こ
で
公
式
に
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
法
は
、「
大
臣
は
、
農
業
生
産
者
の
利
害
を
代
表
す
る
も
の
見
な
さ
れ
る
者
と
協
議
す
る
」（P

.
108

）
と
規
定
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
政
府
は
Ｎ
Ｆ
Ｕ
の
み
を
、
法
に
い
う
生
産
者
利
害
の
代
表
者
と
み
な
し
て
、「
制
度
的
特
権
」
を
付
与
し
、
農
村
地
主
協
会C

L
A

:

C
ountry

L
andow

ners'A
ssociation

や
農
業
労
働
者
組
合N

U
A

W
:

N
ational

U
nion

of
A

gricultural
W

orkers

な
ど
の
他
の
団
体
を
排

除
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
を
通
じ
て
、
消
費
者
利
益
や
環
境
保
護
と
い
う
争
点
は
、
有
力
な
消
費
者
団

体
や
環
境
保
護
団
体
の
未
形
成
や
、
農
業
政
策
に
対
す
る
専
門
的
知
識
の
欠
如
に
よ
り
、「
年
次
協
議
」
の
よ
う
な
政
策
決
定
の
場
か
ら

排
除
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
七
三
年
に
、
英
国
が
欧
州
経
済
共
同
体
に
加
盟
す
る
と
、
英
国
も
「
共
通
農
業
政
策C

A
P

」
の
適
用
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
欧
州
共
同
体
が
英
国
政
府
に
代
わ
り
、
農
業
補
助
金
を
散
布
す
る
よ
う
に
な
り
、
農
業
政
策
共
同
体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
、
英

国
国
内
で
は
完
結
し
得
ず
、
大
き
な
変
容
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、「
こ
の
新
た
な
国
際
的
な
文
脈
は
、
政
策
共
同
体
に
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脅
威
を
与
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
強
化
す
る
も
の
だ
っ
た
」（p.

151

）
と
、
ス
ミ
ス
は
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
に
、
英
国
農
政
以
上
に
「
保
護
主
義
的
」
で
あ
り
、「
生
産
拡
大
主
義
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
構
造
的
に
も
、
欧
州

レ
ベ
ル
で
の
政
策
決
定
過
程
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
は
、
利
益
団
体
の
場
合
、
欧
州
規
模
の
団
体
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
、
農
業
団
体

は
Ｎ
Ｆ
Ｕ
も
加
盟
す
る
「
農
業
者
団
体
委
員
会C

O
PA

:
C

om
ité

O
rgnisations

Profesionelles
A

gricoles

」
を
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ａ
の
団
体
職
員
は
、
欧
州
理
事
会
の
中
堅
ク
ラ
ス
の
職
員
と
頻
繁
に
接
触
し
て
い
た
」（p.

154

）
の
で
あ
る
。
英
国
農
業
省
と

Ｎ
Ｆ
Ｕ
は
、
協
議
に
基
づ
い
て
、
対
欧
州
委
員
会
対
応
を
決
定
し
、
欧
州
レ
ベ
ル
の
団
体
と
英
国
政
府
を
通
じ
て
、
両
面
か
ら
影
響
力
を

行
使
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
欧
州
理
事
会
も
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
関
す
る
究
極
的
な
政
策
決
定
の
場
で
あ
る
農
業
閣
僚
会
議
も
、
と
も
に
全
会
一
致
制
で
あ
り
、
各

国
農
業
大
臣
が
自
国
農
民
の
保
護
と
い
う
国
益
を
追
求
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
農
業
保
護
と
い
う
政
策
課
題
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
欧
州
統
合
と
い
う
「
制
度
的
制
約
」
と
、
欧
州
諸
国
内
で
の
農
業
保
護
と
い
う
共
有
さ
れ
た
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
＝
「
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
権
」、
さ
ら
に
は
、
欧
州
共
同
体
内
で
の
英
国
の
国
益
の
追
求
が
、
英
国
国
内
の
「
政
策
共
同
体
」
を
一
層
強
化
し
た

の
で
あ
る
。

【
３．

政
策
共
同
体
の
変
容
】

し
か
し
な
が
ら
、
八
〇
年
代
に
な
る
と
、「
過
剰
生
産
の
水
準
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
コ
ス
ト
、
そ
し
て
農
業
を

め
ぐ
る
国
際
情
勢
」
と
い
う
三
つ
の
「
構
造
的
な
圧
力
」（p.

179
）
が
、
農
業
政
策
の
政
策
課
題
、
ひ
い
て
は
政
策
共
同
体
に
変
化
を
も

た
ら
す
。
過
剰
生
産
が
著
し
い
水
準
に
達
し
た
八
四
年
に
は
、
乳
製
品
の
国
別
生
産
割
当
制
が
導
入
さ
れ
、
八
七
年
に
は
、
一
定
の
生
産

量
を
超
え
る
小
麦
農
家
に
対
し
て
、
価
格
保
証
を
削
減
す
る
「
安
定
化
措
置
」
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
米
国
は
八
三
年
に

補
助
金
付
き
輸
出
に
踏
み
切
り
、
農
産
品
を
め
ぐ
る
欧
州
と
の
貿
易
摩
擦
が
深
刻
化
し
た
。

七
九
年
に
は
、
保
守
党
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
誕
生
し
、
保
守
党
内
に
は
、
政
府
介
入
や
農
業
補
助
金
の
廃
止
を
主
張
す
る
急
進
派
グ
ル
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ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
も
八
四
年
に
は
、「
農
民
の
特
権
を
再
検
討
す
る
よ
う
に
事
務
方
に
指
示
し
」、
八
七
年
に
は
、「
過

剰
生
産
の
結
果
を
直
視
し
よ
う
と
し
な
い
農
業
者
を
非
難
し
た
」。
そ
し
て
、
八
七
年
の
保
守
党
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、「
Ｃ
Ａ
Ｐ
の

根
本
的
な
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
」（p.

185

）
が
唱
え
ら
れ
た
。
過
剰
生
産
と
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
過
大
な
コ
ス
ト
の
顕
在
化
と
い
う
、「
構
造
的
制
約
」

が
、
農
業
生
産
の
拡
大
か
ら
生
産
調
整
＝
縮
小
へ
と
政
策
課
題
を
転
換
さ
せ
、
農
業
経
営
者
の
「
経
済
的
特
権
」
は
な
く
な
り
、「
増
産
」

と
い
う
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
＝
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
権
」
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
消
費
者
団
体
の
農
業
政
策
批
判
＝
介
入
が
起
こ
り
、
高
価
格
に
対
す
る
批
判
や
、
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
疑
問
が

提
示
さ
れ
、
八
八
年
の
鶏
卵
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
感
染（

13
）

と
そ
の
予
防
の
た
め
の
添
加
物
を
め
ぐ
る
食
品
安
全
論
争
の
結
果
、
保
健
省
が
農
業

政
策
共
同
体
の
一
構
成
員
に
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
環
境
保
護
団
体
は
、
窒
素
肥
料
や
農
薬
に
よ
る
土
壌
汚
染
を
告
発
し
、
国
民
の
環
境

問
題
へ
の
関
心
と
農
業
の
環
境
へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
英
国
政
府
も
欧
州
共
同
体
も
、
と
も
に
環

境
保
護
に
自
覚
的
と
な
り
、
環
境
団
体
と
妥
協
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、「﹇
英
国
―
引
用
者
﹈
農
水
食
糧
省
と

欧
州
連
合
の
農
業
総
局
Ｄ
Ｇ-

6
に
と
っ
て
、
生
産
削
減
に
は
、
環
境
保
護
措
置
が
利
用
価
値
の
あ
る
手
段
だ
」
っ
た
（p.

189

）
か
ら
で

あ
る
。
こ
う
し
た
農
業
政
策
の
転
換
に
対
し
て
は
、
英
国
で
も
、
欧
州
で
も
、
農
業
団
体
の
政
府
に
対
す
る
街
頭
で
の
抗
議
活
動
が
見
ら

れ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
「
戦
闘
性
の
拡
大
は
、
農
業
者
の
強
さ
で
は
な
く
、
弱
さ
の
し
る
し
」（p.191

）
だ
と
ス
ミ
ス
は
い
う
。

し
か
し
、
ス
ミ
ス
は
、
消
費
者
団
体
や
環
境
保
護
団
体
は
、
政
府
に
政
策
の
転
換
を
促
す
ほ
ど
の
経
済
的
ま
た
は
政
治
的
な
力
を
持
っ

て
お
ら
ず
、「
政
策
共
同
体
」
へ
の
大
き
な
脅
威
で
は
な
い
と
い
う
。
む
し
ろ
、
農
業
政
策
共
同
体
へ
の
脅
威
は
、
政
府
内
部
に
あ
り
、

そ
れ
は
、「
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
ル
多
元
主
義
の
再
出
現
」（p.

207

）
で
あ
る
と
い
う
。
増
産
と
い
う
農
業
政
策
の
政
策
課
題
へ
の
合
意
が

消
滅
し
た
こ
と
か
ら
、
政
府
部
内
に
お
け
る
、
省
庁
間
の
多
元
的
な
対
立
が
顕
在
化
し
、
大
蔵
省
は
農
業
歳
出
の
削
減
を
、
環
境
省
は
農

水
食
糧
省
を
批
判
し
、
通
商
産
業
省
は
消
費
者
保
護
を
求
め
、
保
健
省
は
食
品
の
安
全
を
め
ぐ
っ
て
農
水
食
糧
省
と
対
立
し
た
。
八
〇
年
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代
末
の
時
点
で
は
、
ス
ミ
ス
は
、
英
国
の
農
業
政
策
共
同
体
は
、
基
本
的
に
は
維
持
さ
れ
、
農
業
者
、
英
国
農
水
食
糧
省
お
よ
び
欧
州
経

済
共
同
体
は
、
譲
歩
し
つ
つ
も
、
環
境
保
護
派
や
新
自
由
主
義
の
唱
え
る
急
進
的
な
農
政
改
革
を
遠
ざ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
が
、

「
我
々
は
、
ま
す
ま
す
、
農
業
政
策
に
批
判
的
な
よ
り
多
く
の
団
体
や
思
想
か
ら
な
る
多
元
主
義
の
時
代
に
入
り
込
む
」（p.

210

）
と
結

論
づ
け
て
い
る
。

【
４．

農
業
政
策
共
同
体
の
成
立
条
件
】

最
後
に
、
農
業
政
策
の
分
野
で
「
政
策
共
同
体
」
が
、
成
立
し
た
の
は
、
以
下
の
よ
う
な

条
件
に
よ
る
と
ス
ミ
ス
は
い
う
。
①
農
水
食
糧
省
の
よ
う
な
単
一
の
明
確
に
規
定
さ
れ
た
政
策
決
定
の
中
心
の
存
在
、
②
一
つ
の
良
く
組

織
さ
れ
た
、
集
団
を
代
表
す
る
責
任
あ
る
圧
力
団
体
の
存
在
、
③
政
策
が
脱
政
治
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
④
政
策
共
同

体
の
構
成
員
間
で
統
一
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ま
た
は
共
有
さ
れ
た
世
界
観
の
存
在
、
⑤
年
次
協
議
の
よ
う
な
「
政
策
共
同
体
」
の
正
式

な
制
度
的
な
基
盤
の
存
在
、
そ
し
て
、
⑥
最
も
重
要
な
の
は
、
政
策
共
同
体
が
、
国
家
ま
た
は
国
家
の
一
部
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
以
上
で
あ
る
（pp.221 -223

）。
特
に
、
最
後
の
点
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
政
策
共
同
体
を
維
持
す
る
政
治
的
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
と
、

国
家
が
見
な
し
た
場
合
に
は
、
国
家
は
そ
の
保
護
を
撤
回
し
、
積
極
的
に
そ
の
共
同
体
を
解
体
す
る
」（p.

224

）、
と
ス
ミ
ス
は
指
摘
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
構
造
的
制
約
」
の
下
で
の
、
国
家
の
自
律
性
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

【
５．

検
討
】

以
上
の
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
『
英
国
に
お
け
る
農
業
保
護
の
政
治
学
』
は
、
理
論
的
起
点
に
「
構
造
的
権
力
」
と
し
て

の
「
政
策
共
同
体
」
を
置
く
も
の
の
、
最
終
的
に
は
、
国
家
ア
ク
タ
ー
の
能
動
性
・
優
越
性
を
強
調
す
る
国
家
中
心
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
に

接
近
す
る
も
の
と
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
政
策
共
同
体
」
は
、
国
家
の
採
用
す
る
政
策
手
法
、
あ
る
い
は
政
策
手
段
で
あ
る
。

極
言
す
れ
ば
、
一
定
の
条
件
の
下
で
、
国
家
は
政
策
共
同
体
を
形
成
し
、
特
定
の
利
益
団
体
に
特
権
を
付
与
し
、
影
響
力
を
行
使
さ
せ
、

そ
し
て
「
構
造
的
制
約
」
が
変
化
し
、
国
家
に
と
っ
て
利
用
価
値
が
な
く
な
れ
ば
、
国
家
は
政
策
共
同
体
を
解
体
す
る
と
、
い
う
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
政
策
課
題
に
対
す
る
合
意
、
つ
ま
り
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
権
」
も
、
政
府
内
部
で
の
合
意
の
存
在
と
、
改
革
を
求
め
る



47－農業政策における政府・利益集団関係の構造化（森邊）

強
力
な
利
益
諸
集
団
が
未
形
成
、
あ
る
い
は
未
成
熟
故
に
、
深
刻
な
挑
戦
を
未
だ
受
け
て
い
な
い
、
つ
ま
り
は
、「
脱
政
治
化
」
さ
れ
て

い
る
、
と
い
う
条
件
に
お
い
て
の
み
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
脱
政
治
化
」
を
め
ぐ
っ
て
、
ド
ブ
チ
ェ
ルC

arsten
D

augbjerg

が
批
判
的
に
論
じ
た
よ
う
に
、
政
策
共
同
体
は
、
脱
政
治
化
さ

れ
た
、「
狭
い
政
策
領
域
内
で
政
策
作
成
を
統
制
す
る
」。
あ
る
い
は
、「
政
治
化
さ
れ
た
争
点
の
細
部
（
と
、
た
ま
に
は
そ
の
実
体
）
を

処
理
す
る
た
め
の
手
段
」
と
限
定
さ
れ
て
解
釈
さ
れ
る
。
ま
た
、
政
策
共
同
体
の
持
つ
最
も
顕
著
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
排
他
性
・
閉
鎖

性
に
つ
い
て
も
、
政
策
共
同
体
の
有
す
る
「
参
入
障
壁
も
限
定
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
政
治
的
に
ど
ん
な
公
務
員
あ

る
い
は
政
府
も
、
資
源
を
豊
富
に
も
つ
団
体
を
排
除
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
（D

augbjerg

1998
p.24

）。
つ
ま
り
は
、
政
策
過
程
へ
の
参
入
に
関
し
て
、
一
定
の
高
さ
の
敷
居
は
あ
る
が
、
排
除
と
参
入
を
分
か
つ
も
の
は
、
結
局
、

集
団
の
持
つ
資
源
に
還
元
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の
農
業
政
策
共
同
体
論
は
、
様
々
な
問
題
を
持
ち
つ
つ
も
、
本
稿
は
、
構
造
的
権
力
を
構
成
す
る
１
〜
５
の

諸
要
素
を
引
照
基
準
と
し
た
、
分
析
の
有
効
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
本
章
の
「
小
活
」
に
お
い
て
、
立
ち
戻
る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
後
の
ス
ミ
ス
の
議
論
の
展
開
を
、
先
ず
は
跡
づ
け
よ
う
。

第
三
節
　
ス
ミ
ス
「
政
策
共
同
体
」
論
の
そ
の
後

【
１．

農
業
政
策
共
同
体
論
の
変
容
】

そ
も
そ
も
は
、「
構
造
的
な
権
力
」
論
と
し
て
展
開
さ
れ
た
ス
ミ
ス
の
「
農
業
政
策
共
同
体
」

は
、
他
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
者
と
の
共
同
作
業
の
中
で
、
変
容
し
て
い
く
。
Ｄ
・
マ
ー
シ
ュ
と
Ｒ
・
Ａ
・
Ｗ
・
ロ
ー
ズ
の
共
編
著

『
英
国
政
府
に
お
け
る
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（M

arsh
and

R
hodes

1992

）
は
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
を
用
い
て
、
英
国
政
府
の
メ
ゾ

レ
ベ
ル
に
お
け
る
種
々
の
公
共
政
策
の
作
成
に
関
す
る
実
証
分
析
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
、
と
共
に
、「
類
型
学
（
分
類
学
）
を
超
え
て
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B
eyond

T
ypology

」
と
題
さ
れ
た
終
章
の
副
題
の
よ
う
に
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
を
、
政
策
形
成
の
動
態
を
分
析
す
る
有
効
な
ツ
ー
ル

た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
企
図
が
ど
こ
ま
で
成
功
し
た
か
は
、
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿

が
検
討
し
て
き
た
、
ス
ミ
ス
の
農
業
政
策
共
同
体
論
は
、
同
書
の
第
二
章
「
農
業
政
策
共
同
体
―
閉
鎖
的
関
係
の
持
続
―
」（Sm

ith
1992

）

に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
変
化
を
見
せ
る
。

ス
ミ
ス
の
第
二
章
は
、
上
述
の
著
書
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
著
の
理
論
的
な
前
提
を
成
し
て
い

た
「
構
造
的
権
力
」
論
は
、
こ
の
論
文
で
は
、
完
全
に
姿
を
消
し
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
ス
ミ
ス
は
、
ロ
ー
ズ
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
諸
類
型
と
そ
こ
で
の
政
策
共
同
体
の
特
徴
付
け
を
紹
介
す
る
。
ス
ミ
ス
は
、「
ロ
ー
ズ
が
論
じ
た
こ
と
は
、
政
策
共
同
体
が
高
度
な

統
合
力
を
持
ち
、
政
策
共
同
体
は
五
つ
の
諸
元
、
構
成
員
、
諸
利
益
の
配
置
、
垂
直
的
な
相
互
依
存
、
水
平
的
な
相
互
依
存
、
資
源
の
配

分
、
に
よ
っ
て
多
様
な
も
の
と
な
る
」（Sm

ith
1992

p.
28

）
と
指
摘
し
、
そ
の
五
つ
の
諸
元
に
基
づ
い
て
英
国
の
農
業
政
策
共
同
体
を
、

簡
潔
に
特
徴
付
け
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
ロ
ー
ズ
の
指
標
を
用
い
た
分
析
は
徹
底
せ
ず
、
行
論
は
、
英
国
の
農
業
政
策
共
同
体
が
「
二

つ
の
重
要
な
内
部
構
造
」
を
持
つ
と
し
て
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
」
と
「
制
度
構
造
」
を
指
摘
す
る
（ibid.

p.
28

）。
こ
こ
で
は
、
前
書

に
あ
っ
た
、「
権
力
」
概
念
と
構
造
的
権
力
内
部
の
重
層
構
造
（
図
２
・
１
参
照
）
が
捨
て
ら
れ
、
並
列
的
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
制
度
が

置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
構
造
的
権
力
論
が
、
捨
て
ら
れ
た
結
果
、
こ
の
論
文
で
は
未
だ
明
確
で
は
な
い
が
、
や
が
て
、
ス
ミ
ス
の

議
論
は
、
国
家
の
自
律
性
を
強
調
し
て
、
国
家
中
心
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
に
著
し
く
接
近
し
た
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
文
に
見
ら
れ
る
、
も
う
一
つ
の
新
た
な
論
点
は
、「
二
層
の
政
策
共
同
体tw

o-track
com

m
unity

」
の
概
念
を
提
示
し
た
こ
と

で
あ
る
。
政
策
共
同
体
に
は
、「
第
一
義
的
な
共
同
体the

prim
ary

com
m

unity

」
と
「
二
義
的
な
共
同
体the

secondary
com

m
unity

」

（ibid.
p31

）
が
あ
り
、
前
者
は
、
政
策
形
成
に
密
接
な
形
で
、
日
常
的
に
参
入
し
て
い
る
集
団
」
で
、
政
策
形
成
の
全
て
の
段
階
や
主
題

で
関
与
す
る
。
年
次
協
議
の
全
て
の
段
階
と
主
題
に
参
与
す
る
Ｎ
Ｆ
Ｕ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
、
問
題
が
そ
の
団
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体
に
特
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
の
み
、
農
水
食
糧
省
と
の
接
触
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
団
体
で
、
農
村
地
主
協
会
や
農
業
労
働
関

連
労
組
、
家
禽
肥
育
農
家
協
会
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
こ
の
論
点
は
、
そ
の
存
在
の
指
摘
以
上
に
詳
細
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
は
、
後
述
の
ジ
ョ
ー
ダ
ン
と
の
論
争
の
一
論
点
と
な
る
。

【
２．

国
家
の
自
律
性
と
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

こ
の
論
文
の
理
論
的
な
未
整
備
を
、
お
そ
ら
く
、
克
服
す
る
た
め
に
、
執
筆
さ
れ

た
の
が
、「
英
国
と
合
衆
国
に
お
け
る
国
家
の
自
律
性
と
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
の
副
題
を
持
つ
、
ス
ミ
ス
の
著
書
、『
圧
力
、
権
力
お

よ
び
政
策
』（Sm

ith
1993

）
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
前
著
『
英
国
に
お
け
る
農
業
保
護
の
政
治
学
』
は
、
理
論
的
な

前
提
と
し
て
、「
構
造
的
権
力
」
論
に
始
ま
り
、
国
家
の
自
律
性
に
対
す
る
強
調
で
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
次
に
構
造
的
権
力
論
が
捨
て

ら
れ
る
と
、
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
家
の
自
律
性
に
対
す
る
強
調
が
引
き
継
が
れ
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
と
接
合
さ
れ

る
。ス

ミ
ス
は
、
国
家
ア
ク
タ
ー
は
、
独
自
の
組
織
利
益
、
政
策
の
選
好
を
持
ち
、
そ
れ
を
政
策
に
変
換
し
、
実
施
す
る
潜
在
能
力
を
も
つ

と
し
て
、
国
家
中
心
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
の
論
点
を
受
入
れ
る
。
そ
れ
故
、
利
益
団
体
が
動
員
可
能
な
資
源
の
大
小
と
は
別
に
、
国
家
ア
ク

タ
ー
の
政
策
選
好
を
共
有
し
支
持
す
る
利
益
団
体
は
、
国
家
ア
ク
タ
ー
の
支
持
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
利
点
）
と
、

多
元
主
義
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、「
国
家
ア
ク
タ
ー
が
特
定
の
政
策
に
利
益
関
心
を
持
つ
な
ら
、
国
家
ア
ク
タ
ー
は
、
そ
の
政
策
の
展

開
を
支
え
る
機
能
を
提
供
す
る
団
体
と
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
」（S

m
ith
1993

p.
48

）
と
い
い
、
制
度
的
な
利
点
の
議
論
に
接

続
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
国
家
ア
ク
タ
ー
は
、
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
い
。
国
家
ア
ク
タ
ー
は
、
政
策
領
域
ご
と
に
対
応
し
た
国
家
の
各
省
庁
・
部

局
と
い
っ
た
単
位
に
分
節
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
メ
ゾ
レ
ベ
ルm

eso-level
の
枠
内
で
行
為
す
る
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
ケ
イ
ン
ズ
主

義
が
国
家
の
介
入
を
進
め
、
新
保
守
主
義
が
民
営
化
や
民
間
化
に
よ
っ
て
市
民
社
会
か
ら
の
国
家
の
撤
収
を
行
っ
た
よ
う
に
、「
現
代
国



広島法学　33 巻４号（2010 年）－50

家
に
お
け
る
、
国
家
と
市
民
社
会
の
境
界
線
は
、
曖
昧
化
し
て
い
る
」（ibid.

p.
53

）。
し
か
も
、
国
家
ア
ク
タ
ー
は
政
策
の
策
定
や
執
行

に
必
要
な
全
て
の
資
源
を
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
各
政
策
領
域
の
国
家
と
市
民
社
会
の
浮
動
す
る
境
界
線
上
で
は
、
資
源
の

交
換
と
、
交
換
に
基
づ
く
相
互
依
存
が
展
開
す
る
。
こ
の
関
係
性
の
制
度
化
と
し
て
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、「
政
府
機
関
が
利
益
団
体
の
も
つ
資
源
の
う
ち
の
何
か
を
必
要
と
す
る
な
ら
、
政
策
に
何
か
を
付
け
加
え
る
提
案
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
」（ibid.

p64

）
と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
。
資
源
の
交
換
＝
相
互
依
存
に
は
、
国
家
ア
ク
タ
ー
＝
官
僚
制
が
一
方
的
に

社
会
に
介
入
し
て
い
く
と
い
う
国
家
中
心
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
批
判
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
政
策
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
う
ち
で
も
、「
政
策
共
同
体
」
は
、
紛
争
を
回
避
し
、
争
点
を
脱
政
治
化
し
、
政
策
の
予
見
性
を
高
め
る
と
い
う
点
で
、

政
府
ア
ク
タ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
利
点
が
あ
る
と
い
う
。
ス
ミ
ス
は
ロ
ー
ズ
を
引
い
て
、「
政
策
共
同
体
は
安
定
性
創
出
の
手
段
で
あ
り
、

そ
れ
故
、
既
存
の
権
力
の
配
分
を
制
度
化
す
る
」（ibid.p66

）
と
い
う
の
で
あ
る
。

【
３．

検
討
】

と
は
い
え
、
こ
の
本
は
、
英
米
、
両
国
の
比
較
に
議
論
を
広
げ
た
た
め
に
、
議
論
は
錯
綜
す
る
。
つ
ま
り
、
政
策
共

同
体
が
国
家
ア
ク
タ
ー
の
自
律
性
を
高
め
、
多
元
主
義
的
状
況
に
近
い
イ
シ
ュ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
国
家
に
低
い
自
律
性
を
与
え
る
と

い
う
の
な
ら
ば
、
言
い
換
え
れ
ば
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
類
型
（
独
立
変
数
）
が
国
家
の
律
立
性
（
従
属
変
数
）
を
規
定
す
る
と
い
う

の
な
ら
、
理
論
と
し
て
明
快
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ミ
ス
は
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
類
型
と
国
家
の
自
律
性
は
、
と
も
に
独
立
変
数
で

あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
提
示
す
る
（
図
２
・
２
）。
米
国
の
下
位
政
府
論
や
「
虜
理
論
」
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と

で
、
ス
ミ
ス
は
、「（
図
２
・
２
の
③
）
利
益
団
体
に
支
配
さ
れ
る
政
策
共
同
体
」（ibid.

p.
69

）
も
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

政
策
共
同
体
が
、
政
府
ア
ク
タ
ー
の
政
策
形
成
や
政
策
実
施
に
お
い
て
、
政
府
ア
ク
タ
ー
の
自
律
的
な
活
動
の
イ
ン
フ
ラ
、
基
盤
を
創
出

す
る
よ
う
な
政
策
共
同
体
（
図
２
・
２
の
①
）
が
常
態
だ
と
い
う
の
で
は
あ
る
が
。
イ
シ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
の
場
合
で
も
同
じ
よ
う
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に
、
ス
ミ
ス
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
類
型
と
国
家
の
自
律
性
が
相
互
に
独
立
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
し
、
そ
の
瞬
間
か
ら
、
国
家
の
自
律
性
を
高
め
た
り
、
低
め
た
り
す
る
も
の
は
何
か
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
類
型
と
は
別
の
変
数
を
確
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
管
見
の
限
り
で
は
、
そ
れ
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
は
、
こ
こ
で
の
政
策
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
議
論
も
、
記
述
の
た
め
の
分
類
学
・
類
型
学
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
分
析

ツ
ー
ル
と
し
て
は
、
大
き
な
限
界
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
ス
ミ
ス
は
、
同
書
の
第
五
章
で
、
米
国
の
農
業
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
英
国

と
の
比
較
に
お
い
て
、
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
米
国
に
お
け
る
農
業
政
策
の
展
開
が
、

一
九
三
〇
―
五
〇
年
代
に
「
政
策
共
同
体
に
近
い
よ
く
統
合
さ
れ
た
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（ibid.
p.
124

）、
六
〇
―
七
〇
年
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
弱
体
化
、
八
〇
年
代
の
「
イ
シ
ュ

ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（ibid.p.127

）
へ
の
移
行
と
い
う
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
類
型
の

変
化
と
と
も
に
、
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
第
一
に
、
世
界
恐
慌
と
戦
争
、
農
業
人
口
の

縮
小
、
過
剰
生
産
と
農
業
保
護
コ
ス
ト
の
増
大
と
い
っ
た
社
会
的
要
因
、
第
二
に
、
既
に
シ

ャ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
著
作
を
検
討
し
た
わ
れ
わ
れ
に
は
な
じ
み
の
あ
る（

14
）

、
米
国
の
分
立
的
・
分

散
的
な
政
治
制
度
、
米
国
農
務
省
の
弱
体
と
政
策
決
定
に
お
け
る
議
会
の
農
業
委
員
会
の
優

位
、
複
数
の
農
業
生
産
者
団
体
の
並
立
と
生
産
品
目
別
団
体
へ
の
分
裂
、
生
産
者
団
体
を
も

縦
断
す
る
二
大
政
党
間
の
党
派
的
競
合
、
そ
し
て
、
第
三
に
、
七
〇
年
代
以
降
の
消
費
者
、

図 2. 2 政策ネットワークと国家の自律性

出典　Smith 1993 p. 69

国家の自律性の水準
政策ネットワーク

政策共同体 イシュー・ネットワーク

高い自律性

①閉鎖的な関係

政府アクターのインフラ

となる権力の創出

②対立する多数のアクター

国家に高い自由度を提供

低い自律性

③閉鎖的な関係

圧力団体による政府アター

の「虜」化

④多数のアクター

国家の政策に対する統制

力を限定
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貧
困
対
策
ロ
ビ
ーPoverty

lobby

、
農
業
労
働
者
、
環
境
保
護
派
な
ど
非
農
業
生
産
者
ロ
ビ
ー
の
台
頭
、
こ
れ
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

米
国
の
農
業
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
農
業
政
策
を
め
ぐ
る
「
合
意
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
困
難
な
妥
協
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
」（ibid.

p.133
）
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
諸
要
因
は
、
農
業
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
容
を
説
明
す
る
け
れ
ど
も
、
逆
に
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
容
に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
る
事
柄
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
こ
に
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
が
持
つ
、
分
析
ツ
ー
ル
と

し
て
の
限
界
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
や
が
て
、
ス
ミ
ス
は
、
ロ
ー
ズ
と
共
に
、
メ
ゾ
レ
ベ
ル
で
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
個
別
的
、

類
型
学
的
分
析
を
離
れ
て
、
そ
う
し
た
種
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
省
庁
等
個
々
の
政
府
機
構
を
、
国
家
レ
ベ
ル
で
調
整
す
る
機
能
を
担

う
、「
中
核
的
執
政
府T

he
C

ore
executive

」
へ
と
研
究
を
展
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（Sm

ith
1999

）。
そ
れ
は
『
英
国
に
お
け
る

農
業
保
護
の
政
治
学
』
で
指
摘
し
た
、「
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
ル
多
元
主
義
の
再
出
現
」
と
い
う
問
題
の
、
批
判
的
継
承
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
四
節
　
ジ
ョ
ー
ダ
ン
と
ス
ミ
ス
の
論
争

と
こ
ろ
で
、
ス
ミ
ス
『
英
国
に
お
け
る
農
業
保
護
の
政
治
学
』
の
最
後
の
ポ
イ
ン
ト
を
め
ぐ
っ
て
、
す
な
わ
ち
八
〇
年
代
以
降
の
英
国

農
業
政
策
に
お
い
て
は
、
農
業
政
策
共
同
体
の
外
部
諸
集
団
か
ら
様
々
な
攻
撃
に
晒
さ
れ
つ
つ
も
、
農
水
食
糧
省
と
Ｎ
Ｆ
Ｕ
か
ら
成
る

「
政
策
共
同
体
」
が
基
本
的
に
、
政
策
形
成
に
お
け
る
排
他
的
で
独
占
的
地
位
を
占
め
て
い
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
等

の
共
同
論
文
「
農
業
政
策
に
お
け
る
政
策
作
成
の
特
徴
」（Jordan,

G
rant.,

M
alony

W
illam

.
A

.
and

M
claughin,

A
ndrew

1994

）
が
批

判
を
加
え
、
そ
れ
に
対
し
、『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
』
誌
上
で
、
反
批
判
（C

avanagh,
M

ichel.,
M

arsh,
D

avid

and
Sm

ith,M
artin

1995

）
と
反
反
批
判
（Jordan,G

rantand
M

alony
W

illam
1995

）
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
論
争
が
行
わ
れ
た
。

【
１．

変
容
す
る
農
業
政
策
の
政
策
形
成
過
程
】

ジ
ョ
ー
ダ
ン
等
の
主
張
（Jordan,

G
rant,

M
alony

W
illam

.
A

.
and

M
claughin,
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A
ndrew

1994

）
は
、
80
年
代
以
降
、
英
国
の
農
水
食
糧
省
が
作
成
し
て
い
る
協
議
対
象
団
体
リ
ス
ト
に
著
し
い
増
加
が
あ
り
、
農
水
食

糧
省
の
「
協
議
リ
ス
ト
上
に
は
何
百
も
の
団
体
が
あ
ら
わ
れ
、
職
員
は
既
存
の
争
点
に
関
し
て
役
立
ち
そ
う
な
十
か
ら
二
十
の
参
加
団
体

を
素
早
く
容
易
に
特
定
で
き
る
」
と
（Jordan

et.
al
1994

p.514

）
指
摘
し
た
。
ま
た
一
九
九
二
年
に
土
地
利
用
の
規
制
緩
和
を
め
ざ
し

た
協
議
に
は
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
以
外
の
諸
団
体
を
加
え
て
、
農
村
地
主
協
会
や
借
地
農
協
会
な
ど
十
か
ら
十
二
の
団
体
が
参
加
し
、
意
見
の
対
立

か
ら
、
つ
い
に
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
（ibid.

p.
508

）。
ま
た
、
動
物
の
保
護
、
鶏
卵
の
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
汚
染
、
食
品
の
品
質
表
示
な
ど
の
例
も
挙
げ
て
、
農
水
食
糧
省
と
Ｎ
Ｆ
Ｕ
か
ら
成
る
「
単
一
の
（
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
の
）
農
業
政
策
共

同
体
と
い
う
考
え
方
は
支
持
で
き
な
い
」（ibid.p.509

）
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
ダ
ン
等
は
、
ま
た
、
欧
州
共
同
体
の
農
業
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
で
の
協
議
に
は
、
既
に
消
費
者
団
体
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
セ

ク
タ
ー
レ
ベ
ル
で
の
農
業
生
産
者
の
排
他
的
代
表
権
は
失
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
欧
州
共
同
体
の
品
目
別
の
「
農
産
品
管

理
委
員
会
」
に
対
応
し
て
、
ミ
ル
ク
、
麦
・
穀
物
、
肉
牛
等
の
農
産
品
目
別
に
分
け
ら
れ
た
、
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
欧
州
の
価
格

保
障
協
議
に
対
応
し
て
、
英
国
の
品
目
別
生
産
者
団
体
と
農
水
食
糧
省
と
の
閉
鎖
的
で
排
他
的
な
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

彼
ら
は
、
農
業
政
策
全
般
に
お
け
る
農
水
食
糧
省
と
Ｎ
Ｆ
Ｕ
に
よ
る
政
策
共
同
体
の
存
在
を
否
定
し
た
上
で
、
む
し
ろ
、「
政
策
共
同
体

の
概
念
は
、
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
よ
り
広
く
見
ら
れ
る
」（ibid.p.509

）
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
主
張
は
、
理
論
的
に
は
、
第
一
に
、
政
策
共
同
体
の
特
徴
と
し
て
常
に
挙
げ
ら
れ
る
「
閉
鎖
性
」
の
内
容
如
何
を
問
う
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
二
に
、
政
策
共
同
体
が
存
在
す
る
の
は
、
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
な
の
か
、
農
産
品
目
毎
に
分
か
れ
る
サ
ブ
・
セ
ク
タ

ー
レ
ベ
ル
な
の
か
と
い
う
、
政
策
共
同
体
が
形
成
さ
れ
る
レ
ベ
ル
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
問
題
は
、
Ｎ
Ｆ

Ｕ
の
よ
う
な
頂
上
団
体
の
持
つ
影
響
力
の
性
格
や
、
政
策
共
同
体
が
扱
う
こ
と
の
で
き
る
政
策
決
定
の
矮
小
性
と
い
っ
た
問
題
に
関
わ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
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【
２．

反
批
判
】

こ
う
し
た
ジ
ョ
ー
ダ
ン
等
の
主
張
に
対
し
て
、
キ
ャ
バ
ナ
ッ
ク
等
は
、
ス
ミ
ス
の
見
解
を
擁
護
し
て
、
反
批
判
を

加
え
た
（C

avanagh,M
ichel.,M

arsh,D
avid

and
Sm

ith,M
artin

1995

）。
ス
ミ
ス
等
は
、
農
水
食
糧
省
の
協
議
団
体
リ
ス
ト
は
、
ジ
ョ

ー
ダ
ン
等
の
主
張
を
支
え
る
根
拠
足
り
得
な
い
と
し
て
、
省
と
利
益
集
団
と
の
「
関
係
の
強
さ
」
が
問
題
で
あ
る
と
し
た
（ibid.p.627

）。

協
議
リ
ス
ト
は
、
あ
く
ま
で
も
リ
ス
ト
に
過
ぎ
ず
、
農
水
食
糧
省
は
、
行
政
の
中
立
性
か
ら
、
様
々
な
団
体
と
の
間
で
話
し
合
い
に
応
じ

る
が
、
実
際
の
重
要
な
政
策
作
成
に
つ
い
て
は
、
専
ら
Ｎ
Ｆ
Ｕ
と
の
み
協
議
し
て
い
る
と
ス
ミ
ス
等
は
主
張
し
た
。
ス
ミ
ス
は
、
行
政
職

員
と
利
益
団
体
双
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
重
要
な
政
策
問
題
が
誰
と
ど
こ
で
協
議
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
べ

き
だ
と
ジ
ョ
ー
ダ
ン
等
の
方
法
を
批
判
し
た
。

ま
た
、
ス
ミ
ス
等
は
、
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
に
も
政
策
共
同
体
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
自
ら
も
指
摘
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
重
要
な
こ

と
は
、
今
日
で
は
、「
欧
州
連
合
レ
ベ
ル
で
の
、
セ
ク
タ
ー
タ
ー
レ
ベ
ル
の
農
業
政
策
共
同
体
で
設
定
さ
れ
る
枠
組
み
の
内
側
で
」（ibid.

p.628

）、
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
の
個
別
品
目
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
し
て
、
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
の
政
策
作
成
の
重
要
性
と
、

サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
の
協
議
の
従
属
性
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
以
上
の
点
か
ら
、
農
業
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
の
政
策
共
同
体
の
存
在

と
、
政
策
ア
ウ
ト
カ
ム
に
照
ら
し
た
そ
の
重
要
性
を
再
度
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

【
３．

反
・
反
批
判
】

こ
う
し
た
ス
ミ
ス
等
の
反
論
に
対
し
て
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
等
（Jordan

G
rant,

M
alony

W
illam

1995

）
は
、

反
・
反
批
判
を
展
開
し
た
。
ジ
ョ
ー
ダ
ン
等
は
、
協
議
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
諸
集
団
間
に
は
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
に
大
き
な
ば
ら

つ
き
が
あ
る
の
は
、
当
初
か
ら
認
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
閉
鎖
的
で
政
策
過
程
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
政
策
共
同

体
の
定
義
と
、
農
水
食
糧
省
の
多
様
な
団
体
と
の
協
議
と
い
う
実
態
と
に
は
、
乖
離
が
あ
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る
、
と
反
論
し
た
。

そ
の
上
で
、
団
体
の
影
響
力
は
、
事
後
的
に
活
動
の
成
果
か
ら
経
験
的
に
決
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
の
議
会
担
当
責
任

者
の
発
言
、「
わ
れ
わ
れ
が
勝
利
し
た
事
例
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
事
例
で
、
わ
れ
わ
れ
は
敗
れ
た
」（ibid.

p.
630

）
を
引
い
て
、
Ｎ
Ｆ
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Ｕ
の
影
響
力
の
限
界
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
の
政
策
共
同
体
、
彼
ら
に
よ
れ
ば
、「
特
定
関
係
者
の
ニ
ッ
チ

specialist
niches

」（ibid.
p.
631

）
に
お
け
る
協
議
の
積
み
上
げ
こ
そ
が
、
政
策
体
系
の
全
体
像
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
ス
ミ
ス
の
よ
う

に
、
定
義
か
ら
「
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
」
型
の
理
解
を
導
く
の
で
は
な
く
、
経
験
的
に
事
例
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
批
判
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
ス
ミ
ス
い
う
農
業
政
策
共
同
体
が
な
お
も
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
は
、「
現
代
の
農
業
政
策
策
定
シ
ス
テ
ム

が
、
ま
す
ま
す
複
雑
か
つ
﹇
非
農
業
利
益
と
農
業
内
の
農
産
品
目
別
間
の
﹈
競
合
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
の
重
要

な
特
徴
付
け
を
拒
否
」（ibid.p.631

）
す
る
も
の
だ
と
し
て
、
ど
ち
ら
が
、
よ
り
よ
く
現
実
と
一
致
し
て
い
る
か
を
問
う
た
の
で
あ
る
。

【
４．

検
討
】

こ
れ
ら
の
論
争
を
通
じ
て
、
第
一
に
、
政
策
共
同
体
の
も
つ
「
排
他
性
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
再
検
討
が
せ
ま
ら
れ
、

重
要
政
策
に
お
け
る
、
政
策
形
成
に
、
そ
の
内
容
に
深
く
関
わ
っ
て
、
実
質
的
な
、
す
な
わ
ち
結
論
に
影
響
を
与
え
得
る
ほ
ど
、
協
議
に

深
く
参
加
し
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
、
政
策
ア
ウ
ト
カ
ム
に
照
ら
し
た
実
績
と
い
う
質
的
側
面
が
、
基
準
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ア

ク
セ
ス
の
限
定
と
は
、
農
水
食
糧
省
に
よ
る
門
前
払
い
で
は
な
く
、
農
水
省
の
門
を
く
ぐ
っ
た
上
で
、
そ
の
奥
の
会
議
場
に
入
場
で
き
る

か
ど
う
か
と
い
う
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
政
策
共
同
体
概
念
の
そ
れ
自
体
の
再
検
討
と
と
も
に
、
そ
の
概
念
の
有
効
性
が
問
わ

れ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
第
二
に
、
政
策
共
同
体
が
存
在
す
る
レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
、
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
な
の
か
、
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
な
の
か

と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
同
時
に
、
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
の
政
策
が
持
つ
階
層
的
な
性
質
（
例
え
ば
、
政
策
―
施
策
―
事
務

事
業
と
い
っ
た
）
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
政
策
の
ど
の
レ
ベ
ル
の
決
定
に
実
質
的
な
意
義
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

セ
ク
タ
ー
全
体
の
政
策
を
方
向
付
け
、
限
定
づ
け
る
政
策
の
基
本
概
念
、
こ
こ
で
は
具
体
的
に
、
恒
久
的
な
価
格
保
障
制
度
に
よ
る
農
業

保
護
、
つ
ま
り
ス
ミ
ス
の
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
権
を
産
み
出
す
よ
う
な
、
合
意
の
維
持
の
場
に
注
目
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ

を
具
体
化
す
る
個
別
農
産
品
目
ご
と
の
価
格
協
議
の
場
こ
そ
が
実
質
的
な
政
策
合
意
の
場
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
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問
題
で
あ
る
。

こ
の
論
争
は
、
農
業
政
策
に
、
生
産
者
団
体
だ
け
で
は
な
く
、
農
産
加
工
業
界
団
体
、
流
通
業
界
団
体
、
消
費
者
団
体
、
環
境
保
護
団

体
と
い
う
、
と
り
わ
け
後
二
者
の
参
入
と
い
う
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
ア
ク
タ
ー
の
増
加
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
諸
団
体
の
影

響
力
の
濃
淡
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
よ
り
一
般
的
な
問
題
に
広
が
る
と
同
時
に
、
セ
ク

タ
ー
と
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
の
相
互
関
係
も
ま
た
、
農
業
政
策
全
体
の
理
解
の
た
め
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の

で
あ
る
。
な
お
、
総
じ
て
言
え
ば
、
こ
の
論
争
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
、
政
策
共
同
体
概
念
は
、
マ
ー
シ
ュ
も
言
う
よ
う
に
、「
問
題

発
見
に
有
用
な
概
念
装
置
」（M

arsh
1998

p.186

）
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

小
括以

上
の
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
は
、
英
国
農
業
政
策
の
歴
史
的
な
展
開
を
ふ
ま
え
て
、
三
〇
年
代
ま
で
の
多
元
主
義
、
四
〇
年
代
の
農
水
食

糧
省
と
Ｎ
Ｆ
Ｕ
に
よ
る
農
業
政
策
共
同
体
の
形
成
、
七
〇
年
代
の
英
国
政
策
共
同
体
の
欧
州
レ
ベ
ル
に
お
け
る
そ
れ
へ
の
編
入
と
、
八
〇

年
以
降
の
多
元
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
に
は
「
政
策
共
同
体
」
に
よ
る
農
業
政
策
の
政
策
形
成
の
維
持
と
い
う
、
図
式
を
描
い
た
。

そ
の
際
、
ス
ミ
ス
の
、
当
初
の
「
農
業
政
策
共
同
体
」
論
は
、
構
造
的
権
力
論
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
図
２
・
１
に
示
さ
れ
る
図

式
を
、
国
家
ア
ク
タ
ー
の
自
律
性
と
能
動
性
を
前
面
に
出
し
、
さ
ら
に
議
論
を
や
や
単
純
化
し
て
、
一
般
的
な
用
語
で
、
本
稿
な
り
に
言

い
換
え
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ま
ず
、「
１

構
造
的
制
約
」
＝
経
済
的
社
会
的
環
境
条
件
の
制
約
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、

「
２

経
済
的
特
権
」
＝
国
家
と
市
場
の
分
離
を
前
提
と
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ズ
供
与
に
基
づ
く
経
済
ア
ク
タ
ー
の
誘
導
の
必
要
性
と
、

「
３

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
権
」
＝
自
律
性
を
持
つ
国
家
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
、
そ
の
政
策
選
好
を
共
有
す
る
利
益
団
体
の
優
遇
が
導
か
れ
、

さ
ら
に
、
そ
の
優
遇
の
制
度
化
と
し
て
「
４

制
度
的
特
権
」
＝
恒
常
的
・
密
接
な
協
議
制
度
の
構
築
と
一
定
の
高
さ
の
敷
居
を
持
つ
参
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入
障
壁
に
よ
る
他
団
体
の
排
除
、
そ
し
て
、
そ
の
外
側
に
、「
５

非
構
造
的
権
力
」
＝
諸
利
益
団
体
の
多
元
主
義
的
な
競
合
が
配
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
具
体
的
な
五
つ
の
引
照
基
準
に
即
し
て
、
農
水
食
糧
省
と
Ｎ
Ｆ
Ｕ
に
よ
る
閉
鎖
的
・
排
他
的
政
策
策
定
と
い
う
事
象
、
す
な

わ
ち
「
政
策
共
同
体
」
と
呼
ば
れ
る
事
象
の
、
形
成
、
展
開
、
変
容
（
及
び
解
体
）
を
説
明
す
る
と
い
う
、
ス
ミ
ス
の
最
初
の
著
書
に
お

け
る
試
み
は
、
成
功
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
と
よ
り
、
こ
の
五
つ
の
引
照
基
準
を
ひ
と
ま
と
め
と
し
て
「
構
造
的

権
力
」
論
と
呼
び
、
こ
と
さ
ら
に
「
構
造
的
」
な
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
に
、
あ
ま
り
お
お
き
な
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

あ
る
時
期
の
あ
る
政
策
を
め
ぐ
っ
て
、
ど
の
要
因
が
優
越
的
か
は
、
す
ぐ
れ
て
経
験
的
な
実
証
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
あ
ら
か
じ

め
予
断
を
抱
く
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
が
提
出
し
た
一
論
点
だ
っ
た
。

し
か
し
、
ス
ミ
ス
の
そ
の
後
の
議
論
で
は
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
の
理
論
的
有
効
性
を
証
明
す
る
と
い
う
課
題
意
識
が
強
く
出
過
ぎ

て
、
政
策
共
同
体
や
そ
の
イ
シ
ュ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
変
容
か
ら
、
政
策
の
変
化
あ
る
い
は
不
変
を
論
じ
よ
う
と
し
て
、
議
論
を
混

乱
さ
せ
た
と
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
も
、
ス
ミ
ス
は
、
政
策
共
同
体
は
、
国
家
ア
ク
タ
ー
の
政
策
遂
行
の
手
段
と
な
る
場
合

（
国
家
の
高
い
自
律
性
）
と
、
利
益
団
体
に
よ
る
政
策
の
虜
化
の
舞
台
（
国
家
の
低
い
自
律
性
）
と
な
る
場
合
が
あ
る
、
と
い
っ
た
主
張

も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
そ
の
両
者
を
分
か
つ
も
の
は
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
類
型
で
は
あ
り
得
ず
、
ま
さ
に
上
述
の
五
つ
の
基

準
に
照
ら
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
が
重
視
す
る
、
資
源
の
交
換
＝
相
互
依
存
に
つ
い
て
、
各
ア
ク
タ
ー
が
、
ど
の
よ
う
な
資
源
を
持
ち
、

ど
の
よ
う
な
交
換
を
行
い
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
依
存
し
あ
っ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
予
断
に

基
づ
い
て
、
国
家
ア
ク
タ
ー
の
自
律
性
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
と
の
両
立
を
、
実
は
困
難
に
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
政
策
共
同
体
の
存
在
す
る
レ
ベ
ル
の
問
題
、
す
な
わ
ち
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
か
サ
ブ
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
か
は
、
政
策
の
全
体
的
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構
造
を
、
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
型
で
、
つ
ま
り
、
サ
ブ
レ
ベ
ル
の
「
特
定
関
係
者
の
ニ
ッ
チ
」
に
お
け
る
協
議
の
積
み
上
げ
が
政
策
の
全
体

構
造
を
形
成
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
型
で
、
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
の
省
庁
と
頂
上
団
体
の
合
意
が
政
策
全
体
を
枠
付
け

構
造
化
す
る
の
か
、
と
い
う
方
法
的
な
問
題
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
本
稿
は
指
摘
し
て
お
い
た
。

政
策
共
同
体
論
に
せ
よ
、
構
造
的
権
力
論
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
の
「
問
題
発
見
に
有
用
な
概
念
装
置
」
と
し
て
、
有
用
な
機
能
を
発
揮

す
る
限
り
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
で
あ
ろ
う
。

註（
12
）

Ｎ
Ｆ
Ｕ
の
訳
語
「
全
国
農
業
経
営
者
連
合
」
な
ど
、
団
体
等
の
訳
語
は
、
マ
ー
チ
ン
（2002

）
の
「
略
語
表
」
二
五
九
―
二
六
一
頁
を
参
照
し
た
。

（
13
）

鶏
卵
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
汚
染
問
題
に
つ
い
て
は
、
ス
ミ
ス
は
後
に
、Sm

ith
(1995 )

p.85 -92

に
お
い
て
、
概
略
を
分
析
し
て
い
る
。

（
14
）

な
お
、
シ
ャ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
著
作
は
二
〇
〇
一
年
刊
行
で
、
ス
ミ
ス
の
米
国
に
言
及
し
た
こ
の
著
作
の
刊
行
は
一
九
九
三
年
で
あ
る
。
刊
行
の
先
後
は
本

稿
の
叙
述
の
順
番
と
は
逆
で
あ
る
。
念
の
た
め
。
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む
す
び
に
か
え
て
　
―
わ
が
国
農
業
政
策
史
研
究
に
示
唆
す
る
も
の
―

前
章
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
わ
が
国
の
農
業
政
策
の
政
策
過
程
を
検
討
す
る
際
の
論
点
を
、
ア
ッ
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
に
い
く
つ
か
提

示
し
、
今
後
の
本
格
的
な
分
析
・
研
究
の
前
提
と
し
た
い
。

第
一
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
政
府
・
利
益
団
体
関
係
の
制
度
化
に
お
け
る
一
九
二
〇
年
代
―
三
〇
年
代
の
時
期
の
再
検
討
で
あ
る
。
日

本
で
は
、
政
党
政
治
の
成
長
に
平
行
し
て
、
シ
ャ
イ
ン
ゲ
ー
ト
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
該
時
期
に
は
、
米
穀
政
策
を
め
ぐ
る
多
元
主
義

的
な
競
合
が
生
じ
る
一
方
で
、
農
民
の
組
織
化
＝
協
同
組
合
の
強
化
が
農
林
省
の
政
策
と
し
て
一
貫
し
て
追
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
後
者
に

対
し
て
も
、
三
〇
年
代
に
は
、
商
工
会
議
所
を
中
心
と
す
る
「
反
産
運
動
」（
産
業
組
合
＝
協
同
組
合
に
対
す
る
政
府
の
保
護
に
反
対
す

る
運
動
）
と
い
う
多
元
主
義
的
な
圧
力
運
動
も
展
開
す
る
。
単
純
に
、
国
家
＝
農
林
省
主
導
で
「
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
的
な
再
編

が
円
滑
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
行
す
る
多
元
主
義
的
な
競
合
の
中
か
ら
、
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
な
再
編
成
に
至
る
プ
ロ

セ
ス
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
再
編
に
、
社
会
的
な
諸
集
団
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
戦
後
の
農
業
政
策
過
程
を
記
述
す
る
際
に
、
従
来
、
鉄
の
三
角
同
盟
の
モ
デ
ル
が
一
般
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。
モ
ル
ガ
ン
に

よ
る
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
初
頭
の
わ
が
国
農
業
政
策
の
分
析
で
も
、
鉄
の
三
角
同
盟
＝
「
農
林
水
産
省
と
自
由
民
主
党
と
農
業
協

同
組
合
組
織
（
農
協
）
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
古
典
的
な
下
位
政
府
」（M

ulgan
2003

P.
170

）
と
概
念
化
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
三

者
の
関
係
を
、
米
国
的
な
下
位
政
府
論
ま
た
は
鉄
の
三
角
同
盟
と
し
て
概
念
化
す
る
か
（
但
し
、
日
本
の
場
合
は
、
自
民
党
政
務
調
査
会

の
部
会
が
下
位
政
府
ま
た
は
政
策
共
同
体
の
中
心
と
さ
れ
よ
う
）、
政
策
共
同
体
と
し
て
概
念
化
す
る
か
、
そ
れ
自
体
が
問
題
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
理
論
的
枠
組
み
が
、
現
実
を
ど
れ
だ
け
よ
り
よ
く
説
明
で
き
る
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
国
家
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ア
ク
タ
ー
＝
農
林
省
の
優
越
性
を
強
調
す
る
の
か
、
農
協
＝
族
議
員
に
よ
る
虜
化
を
重
視
す
る
の
か
が
、
問
題
と
な
る
。
と
は
い
え
、
現

実
に
は
、
単
純
な
二
分
法
で
は
な
く
、
時
代
ご
と
の
変
化
を
跡
づ
け
る
必
要
が
あ
る
し
、
ま
た
、
六
〇
年
代
の
構
造
改
善
政
策
や
総
合
農

政
に
お
け
る
農
林
省
の
政
策
的
主
導
性
と
、
生
産
者
米
価
を
め
ぐ
る
農
協
＝
族
議
員
に
よ
る
政
策
の
虜
化
は
平
行
し
た
過
程
で
あ
っ
て
、

同
時
期
に
お
い
て
も
、
実
は
政
策
類
型
ご
と
に
両
者
の
主
導
性
は
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
三
者
の
関
係
を
考
え

る
際
に
、
政
党
は
官
僚
に
強
く
、
官
僚
は
利
益
団
体
に
強
く
、
利
益
団
体
は
政
党
に
強
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
三
す
く
み
」
論
（
田
口

1969
p.146

）
を
、
資
源
の
交
換
と
相
互
依
存
と
い
う
観
点
に
照
ら
し
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
国
家
全
体
の
政
策
体
系
の
中
で
の
農
業
政
策
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
歳
出
削
減
の
政
治
が
政
策
課
題
と
な
っ
た
時
期
に
、
日

本
の
農
業
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
下
位
政
府
ま
た
は
政
策
共
同
体
が
、
変
化
に
ど
の
よ
う
に
抵
抗
し
た
の
か
、
ま
た
、
ど
れ
だ
け
抵
抗
で
き

た
の
か
、
そ
の
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
マ
ク
ロ
な
政
治
制
度
と
の
関
係
で
、
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
や
、

や
や
最
近
で
は
内
閣
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
な
ど
、「
管
轄
権
の
移
動
」
の
仕
組
み
と
効
果
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

は
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
農
林
省
や
自
民
党
政
務
調
査
会
部
会
と
い
っ
た
よ
う
な
政
策
策
定
の
中
心
の
存
在
意
義
と
、
そ
こ
に
お
け
る
非

農
業
利
益
団
体
の
影
響
力
の
排
除
の
仕
組
み
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
種
々
の
農
林
省
関
係
の
審
議
会

の
構
成
員
の
分
析
や
、
農
林
省
・
利
益
団
体
間
の
協
議
・
接
触
の
頻
度
な
ど
を
通
じ
て
で
あ
る
。

第
四
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
と
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
の
政
策
過
程
の
統
一
的
な
理
解
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い

て
も
、
生
産
品
目
別
の
奨
励
的
補
助
金
や
、
価
格
補
償
制
度
が
長
く
存
在
し
て
き
て
い
る
。
農
産
品
目
別
の
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
、

生
産
者
団
体
と
農
林
水
産
省
と
の
間
で
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
が
英
国
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
政
策
共
同
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
見
る

べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
市
場
と
の
関
係
で
、
生
産
者
は
、
産
地
形
成
が
せ
ま
ら
れ
て
お
り
、
品
目
別
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
は
、

地
域
的
な
利
害
と
も
結
び
つ
い
て
、
政
治
家
の
介
入
を
要
請
す
る
可
能
性
も
高
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
サ
ブ
・
セ
ク
タ
ー
レ
ベ
ル
の
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分
析
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
他
に
も
、
農
業
政
策
を
め
ぐ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
が
あ
る
。
戦
前
の
「
農
本
主
義
」
や
戦
後
の
「
構
造
改
善
」
政
策
、
あ
る

い
は
、
欧
米
と
異
な
り
日
本
で
は
環
境
保
護
ロ
ビ
ー
が
農
業
セ
ク
タ
ー
と
親
和
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
時
代
の
優
越
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
各
ア
ク
タ
ー
の
政
策
選
好
と
の
関
係
が
、
政
府
・
利
益
団
体
関
係
の
構
造
化
に
い
か
に
影
響
し
、
政
策
の
ア
ウ
ト
カ
ム
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
残
念
な
が
ら
本
稿
で
は
本
格
的
に
言
及
で
き
な
か
っ

た
が
、
政
党
の
も
つ
政
策
へ
の
影
響
力
を
考
え
る
際
に
、
政
党
の
持
つ
「
農
村
バ
イ
ア
ス
」（
菅
原
琢
　2004

）
の
重
要
性
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
農
業
者
人
口
の
減
少
と
い
う
人
口
学
的
な
変
化
と
、
政
治
的
な
影
響
力
の
変
化
の
間
に
は
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る

の
で
あ
る
。

以
上
、
ア
ッ
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
に
課
題
を
述
べ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
諸
々
の
理
論
を
引
照
基
準
と
し
な
が
ら
実
証
を
進
め
、
実
証
の

中
か
ら
理
論
の
再
検
討
が
提
起
で
き
る
よ
う
な
、
好
循
環
の
下
で
研
究
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
勝
る
こ
と
は
な
い
。
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ー
ク
論
」『
近
畿
大
学
法
学
』
第
四
六
巻
四
号
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風
間
規
男
（1999 b

）「
地
域
情
報
化
を
め
ぐ
る
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」『
近
畿
大
学
法
学
』
第
四
七
巻
二
号

久
保
文
明
（1988

）『
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
ア
メ
リ
カ
民
主
政
―
農
業
政
策
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
―
』
東
大
出
版
会

小
池
治
（1995

）「
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
政
府
間
関
係
」『
政
府
体
系
の
研
究
　
中
央
大
学
社
会
科
学
研
究
所
研
究
報
告
』
第
一
六
号

コ
ク
レ
ン
・
ウ
ィ
ラ
ー
ド
・
Ｗ
、
ラ
イ
ア
ン
・
メ
ア
リ
ー
・
Ｅ
（1980

）
吉
岡
裕
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
農
業
政
策：

１
９
４
８
〜
７
３

上
・
下
』
大
明
堂

篠
原
孝
（2000

）『
Ｅ
Ｕ
農
業
の
交
渉
力
―
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
へ
の
戦
略
を
練
る
―
』
農
文
協

新
川
敏
光
（1992

）「
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
の
射
程
」『
行
政
管
理
研
究
』
五
九
号

菅
原
琢
（2004

）「
日
本
政
治
に
お
け
る
農
村
バ
イ
ア
ス
」『
日
本
政
治
研
究
』
第
一
巻
一
号

田
口
富
久
治
（1937

）「
戦
後
農
政
の
決
定
過
程
―
予
備
的
考
察
」
加
藤
一
郎
阪
本
楠
彦
編
『
日
本
農
政
の
展
開
過
程
』
東
大
出
版
会
、

所
収

田
口
冨
久
治
（1969

）『
社
会
集
団
の
政
治
機
能
』
未
来
社

中
村
祐
司
（1995

）「
行
政
に
お
け
る
「
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
五
号

中
野
晃
一
（2003

）「
比
較
政
治
と
国
家
機
構
の
分
析
―
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
を
中
心
に
―
」『
社
会
科
学
研
究
』
第
五
四
巻
二
号

原
田
久
（1998

）「
政
策
・
制
度
・
管
理
―
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
の
複
眼
的
考
察
―
」『
行
政
管
理
研
究
』
八
一
号

稗
田
健
志
（2005

）「
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
社
会
福
祉
改
革
―
介
護
保
険
法
と
改
正
児
童
福
祉
法
の
比
較
立
法
過
程
研
究
」『
大
原
社
会

問
題
研
究
所
雑
誌
』
五
五
五
号

マ
ー
チ
ン
・
ジ
ョ
ン
　
溝
手
芳
計
ほ
か
訳
（2002

）『
現
代
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
成
立
と
農
政
』
筑
波
書
店

升
味
準
之
輔
（1960

）「
圧
力
団
体
の
問
題
点
」
日
本
政
治
学
会
編
『
日
本
の
圧
力
団
体
』
岩
波
書
店
、
所
収
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松
井
隆
幸
（1997

）『
戦
後
日
本
の
産
業
政
策
の
政
策
過
程
』
日
本
経
済
新
聞
社

光
川
元
親
（1972

）『
戦
後
農
業
団
体
発
展
史
』
明
文
書
房
　

本
論
文
は
、
平
成
一
五
・
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
（2）
）
研
究
課
題
名
「
わ
が
国
農
業
政
策
に
お
け
る
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
変

容
」（
課
題
番
号：
１
５
５
３
０
０
９
０
）
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




